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� 1

はじめに

本論は，和田（2025）が明らかにした保健室登校の高校生の時間的展望に関

する特徴について，同じデータに対して新たな分析を行うことで，解釈を追記

してその特徴を明らかにするものである。

和田（2025）は，サークル・テスト（Cottle, 1967）に現れる保健室登校の高校

生の時間的展望の特徴について，画像解析を行い検討した。サークル・テスト

とは，心理的時間の 1 つである時間的展望の測定法の 1 種類であり，過去，現

在，未来をそれぞれ表す ３ つの円を，白紙に自由に描画するという投影的方法

の 1 つである。和田（2025）の画像解析では，過去，現在，未来を描画した ３

円の形態的，位置的指標から，時間的展望の特徴を検討した。

しかし同時に和田（2025）は，画像解析の結果からだけでは，時間的展望の

特徴についての解釈が十分ではないことを指摘している。この点について，高

崎・竹村・岩満（2005）も，投影的方法の 1 つである樹木テストの画像解析の

結果について，心理学的解釈の重要性を主張している。さらに Shigemune, et 

al.（2021）は，サークル・テストの画像解析を行い，同じデータに対して従来

の評価指標である時間的優位性と時間的関連性の指標から再分析を行い，両方

1	 結果の一部は日本応用心理学会第90回大会（帝塚山大学，2024年 ８ 月）で発表して，
本研究ではデータの再分析及び考察を追加した。

サークル・テストに現れる
保健室登校の高校生の時間的展望の特徴1

─　サークル・テストの画像解析の解釈より　─

和　田　万　紀
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の結果を関連づけて時間的展望に関する解釈を行っている。

そこで本研究では，和田（2025）のサークル・テストの画像解析のデータに

対して，従来のサークル・テストの評価指標から時間的優位性と時間的関連性

の指標（Cottle, 1967: 日潟，200８）を用いて再分析を行い，解釈と考察を追記する。

そしてサークル・テストに現れる保健室登校の高校生の時間的展望の特徴につ

いて，小野村・須永・和田（2024）や和田（2019），和田・小野村・須永（202３）

の結果等を踏まえながら，総合考察することを目的とする。

サークル・テストによる時間的展望の測定

第 １節　時間的展望の認知的側面と機能的側面

心理的な時間の概念や定義は多岐にわたる。その中の心理的時間として，時

間的展望（time perspective）がある。時間的展望とは，ある一定の時点におけ

る個人の心理学的過去及び未来についての見解の総体（クルト・レヴィン著，

1942 末永 （訳） 1966，p.1３4-164.: 194３ 猪俣 （訳） 1979，p.65-66.）と定義される。

白井（1996，p３８4-３８6）によると，心理的時間は，過去から現在，そして未来

へと ３ つの時間として特定の方向へ流れると同時に，それらの ３ つの時間の関

連性が時間的展望に示されるという。

時間的展望は，その構造や内容の特徴を示す認知的側面以外にも，個人の感

情や動機づけ，行動などに影響する機能的な側面も含んでいる（白井，1995）。

例えば勝俣（1995）は，時間的展望の機能的側面について，過去へのフィード

バックシステムと未来へのフィードフォワードシステムの機能を持ち，両機能

ともにそれぞれ自己に対して肯定的及び否定的な影響を与えるという。時間的

展望におけるこれらの 2 つの機能が作動することが，現在直面している心理的

な不適応状態に対して，将来の適応にむけての行動を喚起する（勝俣，1995，

p.３15）。これらを踏まえて和田（2019，p.1８）は，時間的展望の，特に機能的側

面の促進が精神的健康の支援につながる可能性を指摘した。
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� 3サークル・テストに現れる保健室登校の高校生の時間的展望の特徴（和田）

第 ２節　サークル・テスト（Cottle，１967）による時間的展望の測定

時間的展望の測定方法には，時間的展望の定義や焦点を当てる側面によって

多 く の 尺 度 が 開 発 さ れ て 使 用 さ れ て い る（ 例， 都 築，19８2: 千 島，2021: 

Mohammed & Marhefka. 2020）。その中で言語を使用しない投影的方法の測定法

の 1 つに，サークル・テストがある（Cottle, 1967）。サークル・テストは，個人

の主観的な時間が，過去，現在，未来をそれぞれ表す ３ つの円で描画できると

仮定して，白紙にこの ３ つの時間を表す ３ つの円を自由に描くものである。

その評価には，従来，描かれた ３ つの時間を示す ３ つの円の視覚的な特徴を

指標として行われてきた（Cottle, 1967）。それは，描かれた ３ つの円の中で最も

大きい円を示す時制を時間的優位性（Temporal Dominance），各円の重なりの有

無や重なる時制を時間的関連性（Time Relatedness），円の大きさの順番で時間

の重要性を示す時間的発展性（Temporal Development），などが指標とされて，

各自の形成する時間的展望の特徴が評価される。サークル・テストによる時間

的展望の評価は，その投影的な方法から，言語の種類に関係なく，多様性のあ

る対象の時間的展望の測定を可能にするという利点を持つ（例，Wada，2021）。

第 ３節　サークル・テストの定量的解析

サークル・テストの視覚的特徴の指標から時間的展望の特徴を評価すること

に加えて，Shigemune et al.（2021）は，サークル・テストに描かれた ３ つの

円の面積や面積の比率などについて画像解析を行い，脳腫瘍の患者と健康な大

人の時間的展望の特徴を検討すると同時に，時間的展望を介した精神的健康の

支援策を明らかにしている。

まず，従来の指標による分析から，時間的優位性と時間的関連性の人数分布

に，有意差は認められなかった。次に，生物画像解析に使用される画像解析ソ

フト ImageJ（三浦・塚田，2016）を用いて，描かれた ３ つの円の面積等の画像

解析を行い，それぞれの円の面積，円の面積全体に対する各円の面積との比率

等を求めた。その結果， ３ つの円の各面積の差に，有意な効果が認められた。

この Shigemune et.al.（2021）のサークル・テストの画像解析の結果は，次の



4 桜 文 論 叢

点を明らかにした。

第 1 に，サークル・テストの従来の指標である時間的優位性と時間的関連性

に関する分析の結果だけでは有意差が認められなかった点が，円の面積の画像

解析によって新たな知見として明らかにされたことである。これによって，

サークル・テストの円の画像解析を含む定量的分析の有効性が示された。

第 2 に，時間的展望の従来の評価指標である時間的優位性に関する分析の結

果から，時間的展望のフィードフォワードの機能を利用して，肯定的な未来展

望の形成を支援することで，精神的健康の促進を可能にすることを示した点で

ある。

そこで和田（2025）は，保健室登校と教室登校の高校生を対象としたサーク

ル・テストの分析の結果について，円の面積と面積比，周長， ３ 円のそれぞれ

の中心点間距離を，Shigemune et.al.（2021）と同様の画像解析を行い，円の描

き方における差を検討した。円の面積と面積比及び周長は，それぞれの円の大

きさ及び相対的な円の大きさを示す指標となる。また円の中心点間距離は， ３

つの円の 2 次元平面上の位置関係と，各円同士の距離を示す指標となる。その

結果，次の 2 点が明らかになった。

まず過去と現在の円の中心点間距離についてのみ，両群の有意差が認められ

た。保健室登校群が教室登校群よりも，過去と現在の中心点間距離が離れてお

り，現在と未来，過去と未来の中心点間距離には有意差がみられなかった。さ

らに，中心点間距離以外の他の指標である円の面積や面積比，周長には両群間

の有意差は認められなかった。従って心理的時間を表す円の大きさには， ３ つ

の時間の描き方に差が無く，また保健室登校群が教室登校群よりも，過去と現

在の中心点間距離のみが離れていたことから，過去と現在の円を離して描くこ

とが明らかになった。

一方和田（2025）は，サークル・テストの画像解析の結果について，解釈の

重要性を指摘している。特に保健室登校群の特徴として，過去と現在の円の描

かれた距離が教室登校群よりも離れていること，さらに中心点間距離以外の他

の指標には，教室登校群との有意差が無いことについて，時間的展望の特徴を
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かれた距離が教室登校群よりも離れていること，さらに中心点間距離以外の他

の指標には，教室登校群との有意差が無いことについて，時間的展望の特徴を
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どの様に解釈するかという点である。

そこで本研究は，和田（2025）のデータを対象として，従来のサークル・テ

ストの評価指標である時間的優位性と時間的関連性の指標を用いて，新たに再

分析する。それによって，和田（2025）によるサークル・テストの画像解析の

結果と，本研究の従来の評価指標からの結果とを総合して，保健室登校の高校

生の時間的展望の特徴をさらに明らかにすることを目的とする。

目的と方法

第 １節　目的

和田（2025）のサークル・テストのデータを対象として，従来使用されてき

たサークル・テストの評価指標（Cottle, 1967：日潟，200８）から，時間的優位性

と時間的関連性の指標を用いて再分析を行う。そして和田（2025）のサーク

ル・テストの画像解析の結果と，本研究による分析結果とを総合して，解釈を

加えて考察することで，保健室登校の高校生の時間的展望の特徴をさらに明ら

かにする。

第 ２節　方法

調査対象と倫理審査

2022年 4 月から12月に X 高等学校保健室登校群 ８ 名と教室登校群25名を対

象に調査を行った。日本大学大学院総合社会情報研究科倫理委員会（承認番号

HP21S00８），また高等学校，教育委員会の承諾を得た。さらに保護者と本人の

両方の承諾書を得た場合のみを，分析対象とした。

手続き

縦横各16㎝の枠組みが描かれた A 4 版白紙を各自に配布して，自分自身の

過去，現在，未来を表す ３ つの円を自由に描くように教示した。統計解析は，
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JASP2を使用した。

分析

各自が描いた ３ 円について，Cottle（1967）及び日潟（200８）を基にして，

サークル・テストの評価指標である時間的優位性及び時間的関連性のそれぞれ

の指標に基づいて分類をした。時間的優位性の指標とは，描かれた ３ つの円の

内の 1 つの円が，他の円より大きく描かれる場合に，その最大の円の時制が優

位であるとした（Fig. 1）。なお全ての円が同じ大きさの場合や， 2 つの円が同

じ大きさで他の 1 つが小さい場合も，最大の円は無しに分類して，時間的優位

性の時制が示されていない分類とした。

Fig. １　サークル・テストの時間的優位性の例（現在優位）

過去

現在 未来

次に時間的関連性の指標として，原子型（Fig. 2－1），接合型（Fig. 2－2），交

差型（Fig. 2－３），包含型（Fig. 2－4）を検討した。

2	 Jeffreys’s Amazing Statistics Program の略語である。
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Fig. ２－１　サークル・テストの時間的関連性の例（原子型）

過去

現在 未来

Fig. ２－２　サークル・テストの時間的関連性の例（接合型）

過去
現在 未来

Fig. ２－３　サークル・テストの時間的関連性の例（交差型）

過去

現在 未来
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Fig. ２－4　サークル・テストの時間的関連性の例（包含型）

過去 現在

未来

なお交差型は， ３ 円の内でどの時間の円が交差したかを検討した。また接合

型は， ３ つの円の内 1 か所以上の円が接合している場合を接合型に分類した。

包含法型も， ３ つの円の内 1 か所でも包含する場合を包含型に分類した3。

各指標に関して，保健室登校群 ８ 名と教室登校群25名の 2 群間で，それぞれ

分類される人数の割合を分析した。

結果

サークル・テストに描かれた ３ 円の特徴を，従来のサークル・テストの指標

である時間的優位性と時間的関連性についてそれぞれ分類して，保健室登校群

と教室登校群の 2 群間で，その人数分布に Fischer の正確確率検定を行った。

なお，有意水準は 5 ％水準として結果の検討を行う。

3	 円の交差や包含の個数を得点化して，評価する場合もある（Cottle, 1967）。
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Table １　時間的優位性

未来 現在 過去
有り 無し 有り 無し 有り 無し

保健室登校群 ８ 名 4 4 ３ 5 1 7
教室登校群25名 1３ 12 6 19 ３ 22

Fisherの正確確率検定 P ＝1.000 P ＝ .651 P ＝1.000

まず，時間的優位性について（Table 1）。保健室登校群も教室登校群も，過

去と現在を最大円としては描かない人数の方が多い。また両群とも，未来を最

大円として描く人数と描かない人数がほぼ半数となった。いずれも両群間に有

意差は無かった。時間的優位性については，両群ともに未来の円が最も大きく

なる傾向がある。

保健室登校群だけではなく，教室登校群も，過去，現在，未来の時間的優位

性には差がなく，過去や現在よりも未来が優位になる傾向がある。しかし，未

来を優位に描く意味については，両群が同じか否かについては未解決であり，

さらに検討が必要である。

時間的関連性について（Table 2）。 ３ 円をそれぞれ独立して描く原子型と，

円の交差が有る型について， 2 群間で有意差が認められた。また円の中に円を

含む包含型は， 2 群間で，傾向差が認められた。接合型には， 2 群間での有意

差はみられなかった。保健室登校群は，原子型が有る人数が多いが，教室登校

群は無い人数が多い。また円の交差型は，保健室登校群は無い人数が多いが，

教室登校群にはその有無に人数差はほぼ無い。包含型は，保健室登校群も教室

登校群も，無い場合の人数の方が多い傾向が認められた。

Table ２　時間的関連性

原子型 接合型 交差型 包含型
有り 無し 有り 無し 有り 無し 有り 無し

保健室登校群 ８ 名 6 2 2 6 0 ８ 0 ８
教室登校群25名 ３ 22 4 21 12 1３ 9 16

Fisherの正確確率検定 P ＝ .002 P ＝ .616 P ＝ .0３0 P ＝ .07３
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保健室登校群は教室登校群と比べると，交差型，包含型のある人数が 0 人で

あり，これは， ３ つの時間を関連づけてとらえることが困難であることが示さ

れる。さらに原子型については，保健室登校群は有りが多く，逆に教室登校群

は無いが多い。教室登校群とは異なり保健室登校群が，時間を過去，現在，未

来を個別にしかとらえていないことが明らかになった。保健室登校群の時間的

展望の特徴は， ３ つの時間を個別にとらえて，その ３ つの時間の関連性を見出

すことが困難であることが明らかになった。

次に円の交差について（Table ３）。保健室登校群は，円の交差はどの組み合

わせでも認められなかった。一方教室登校群は，過去と現在，及び現在と未来

の交差が有る人数が多く，保健室登校群と有意差があった。なお，保健室登校

群も教室登校群も，過去と未来の交差と，過去，現在，未来の交差を描く場合

は無かった。

Table ３　円の交差

過去と現在 現在と未来 過去と未来 過去，現在，未来
有り 無し 有り 無し 有り 無し 有り 無し

保健室登校群 ８ 名 0 ８ 0 ８ 0 ８ 0 ８
教室登校群25名 16 9 17 ８ ８ 17 6 19

Fisherの正確確率検定 P ＝ .017 P ＝ .00092 P ＝ .152 P ＝ .296

保健室登校群は，全ての円の交差が描かれなかった。しかし教室登校群は，

過去と現在，及び現在と未来について交差を描く人数が多い。教室登校群が，

現在を中心として過去と未来の交差としてとらえることができることに比べて，

保健室登校群は，現在という時間が過去と未来の交差点ではなく，過去や未来

から独立した時間であることが明らかである。

保健室登校群は，時間的優位性において，未来が優位になる人数が，過去と

現在と比べると多くなる傾向が示された。これは，保健室登校群が，過去と現

在を独立させることで，現在において過去の切り離しを試みていること，そし

てまた，現在と関連性を持たない未来に，肯定的な時間的展望を期待している
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のではないか。

保健室登校群は，時間的関連性について，円の交差や包含が無く，各円が独

立して描かれる原子型が多いことが，特に教室登校群と異なる。保健室登校群

が，過去，現在，未来の時間の間に関連性がみられず，特に過去と現在を，よ

り離れた時間として展望している。一方教室登校群は，現在を中心として過去

と未来との交差があり，現在を中心として時間を関連づけながら時間的展望を

構築できることが明らかになった。

考察

保健室登校と教室登校の高校生を対象として，サークル・テストから時間的

展望の特徴を分析した。分析指標として，過去，現在，未来のどの時間が大き

く描かれて，優位であるのかという指標である時間的優位性と，過去，現在，

未来のどの時間の間に交差を描いて，時間の関連性が描かれているか，という

指標である時間的関連性から，時間的展望の特徴を両群で比較検討した。そし

て本分析結果から，以下の点が明らかになった。

時間的優位性については，過去，現在，未来において，保健室登校群と教室

登校群の人数分布には有意差が認められず，両群共に，過去と現在は，優位性

を示さない人数の方が多い。そして未来については，優位性の有無の人数が両

群ともほぼ半数となっていた。時間的優位性については，保健室登校群と教室

登校群との差は無いことが示されて，未来に優位性が示される割合は他の時間

よりも両群とも多くなった。

次に時間的関連性については，保健室登校群は ３つの時制の交差が 0人と

なった。つまり，保健室登校群の過去，現在，未来は，独立した時間として関

連性が無く構築されている，と解釈できる。一方教室登校群は，過去と現在，

及び現在と未来の交差が認められた。これは教室登校群が，現在を中心として，

過去と未来との時間的関連性を構築していると解釈できる。

これらの結果より，保健室登校群は ３つの時制がそれぞれ独立して構築され
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ており，時間的関連性が見られず，時間の連続性として過去，現在，未来とい

う「時間の流れ」が認められない。一方教室登校群は，現在を中心として，現

在と過去，及び現在と未来の時間的関連性が見られて，過去，現在，未来の時

間の交差が示されることで，「時間が流れている」ことが示唆される。

そこで次にサークル・テストの画像解析を行った和田（2025）の結果と，本

研究結果とを比較する。

第 1に和田（2025）は，各円の面積，面積の比率，円の周長，つまり時間的

優位性に関する指標と，円の中心座標の位置，つまり ３円の 2次元平面上の位

置関係について，画像解析を行った結果，円の中心点座標の指標以外には，保

健室登校群と教室登校群との有意差がないことを明らかにした。特に ３つの円

の面積とその比率，及び円の周長が両群に有意差が無かったことと，本研究結

果の時間的優位性に両群の有意差が認められなかったことより，保健室登校群

は教室登校群と同様に，過去，現在，未来のいずれについても特定の優位な時

間を持たず，過去，現在，未来を示す円の描き方において，類似した時間的展

望を持つと解釈できる。

第 2に和田（2025）は，円の位置関係の指標である過去と現在の円の中心点

座標間が，保健室登校群の方が教室登校群よりも有意に離れていることを明ら

かにした。これは画像解析という方法によって明らかされたた点であり，保健

室登校群の時間的展望の特徴として重要である。この点について，本研究結果

は，時間的関連性において，保健室登校群が ３つの円を単独に描いて原子型が

多く，時間的関連性が見られないが，教室登校群が現在を中心として過去と未

来に交差を描き，時間的関連性を示したことが重要となる。

まず保健室登校群の画像解析結果には，交差する面積が 0となり，本結果の

解釈と整合する。従って保健室登校群は，時間的展望において時間を単独にと

らえて時間的関連性が見られないことが特徴といえる。さらに，特に中心点間

距離が現在と過去の円において，より離れて位置づけられており，過去と現在

を遠い関係としているという特徴がある。

一方教室登校群は保健室登校群と異なり，現在を中心に過去と未来にそれぞ
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れ交差を描き，時間的関連性が示された点が特徴である。五十嵐（1990，p３9）

は，高校生の時間的展望をサークル・テストで測定した結果，時間の流れや変

化をとらえることによって，円の接近や接触，重なり，つまり時間的関連性が

表現されると述べている。それは，時間的関連性がサークル・テストに描かれ

ることによって，時間に対する心理的安定が示される，という解釈である。こ

れによると高校の保健室登校群は， ３つの時間の時間的関連性がみられず， ３

つの時間が独立して存在していることから，過去，現在，未来という時間に対

する心理的安定が教室登校群よりも相対的に低く，特に過去と現在を表す円の

距離が遠いことから，過去と現在の時間に対する心理的安定が教室登校群より

も相対的に低いと解釈できる。和田・小野村・須永（202３）と小野村・須永・

和田（2024）は，高校の保健室登校群が，教室登校群よりもストレスが高いこ

とを示している。時間的関連性に関する指標から得られる時間に対する心理的

安定とストレスとの関連性については，さらに検討が必要となる。

和田（2025）の結果と本研究の結果を総合すると，高校の保健室登校群は，

時間的展望において過去，現在，未来のどの時間も優位性が見られない。また，

３つの時制の面積やその比率なども，教室登校群と有意差がなかった。これに

よって，保健室登校群と教室登校群は，時間的優位性については，特に優位な

時制が特定されず，また円の描き方も同様となり，この点においては両群の時

間的展望には差がない。一方，時間的関連性については，保健室登校群は過去，

現在，未来という時間を，単独にとらえて時間的関連性が見られず，特に過去

と現在の時間に関する心理的安定度が，教室登校群と比べて相対的に低いこと

が示唆された。 ３つの時間を単独にとらえて，時間的関連性が認められなかっ

たことは，保健室登校群にとって，過去，現在，未来にわたって時間が流れる

（白井，200８）ということがなく，また，時間が統合されていないことが示唆さ

れる。

和田（2019）は，未来に価値を置き，未来を志向して，肯定的な未来展望で

あったとしても，必ずしも精神的健康を促進するとは限らないという。また日

潟・齋藤（2007），日潟（200８）が，高校生が未来にのみ肯定的な態度を示すと
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精神的健康度の低さにつながることや，高校生がサークル・テストに未来優位

性を描いても，それが必ずしも精神的健康とは関連していないと指摘した。本

研究結果は，保健室登校群は教室登校群と同様に，必ずしも未来に優位性を示

していなかった。つまり保健室登校群は，未来に優位性がみられなかったとし

ても，それが直接的には精神的健康の低下にはならないことが示された。従っ

て，保健室登校群は特に ３ つの時間の時間的関連性を構築して，時間の流れを

意識できること，そして特に過去と現在の時間的関連性の構築と，さらにそれ

が未来との関連性の構築にフィードフォワードとして機能するように支援する

ことが，精神的健康に重要となることが示唆された。

和田・小野村・須永（202３）や小野村・須永・和田（2024）は，高校生の時

間的展望の形成においては，過去展望が直接的に現在展望に影響するのではな

く，自尊感情やストレス反応などの複数の要因を経由したうえで現在展望に影

響することを示した。また保健室登校群は，中学で登校に困難が無い高校の教

室登校群を比べると，現在展望がより否定的でありストレスが高いことを示し

た。これらの結果から保健室登校群には，過去展望と現在展望を仲介する諸要

因の影響をさらに検討することで，それらの諸要因に働きかけながら，過去，

現在，未来にわたる時間的関連性を構築して，時間に対する心理的安定度を高

める必要があるだろう。

本研究結果より，サークル・テストに現れる保健室登校の高校生の時間的展

望の特徴から，時間的展望の機能的側面を利用して，過去，現在，未来の間の

時間的関連性を構築して，時間に対する心理的安定をより高めることが，精神

的健康促進に寄与するといえる。

引　用　文　献

千島雄太（2021）.　時間的展望　小塩真司（編）非認知能力（p.115-1３2）北大路書房
Cottle，J.（1967）.　The Circles Test: An investigation of perceptions of temporal 

relatedness and dominance. Journal of Projective Techniques & Personality 
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た
ち
に
よ
る
合
点
が

付
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
評
価
の
検
討
を
行
う
に
も
前
述
の
理
由
に
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
。
加
え
て
、
応
永
二
〇
年
頃
に
耕
雲

が
将
軍
足
利
義
持
の
命
を
受
け
、「
書
入
注
」
も
加
え
て
い
る
。
こ
の
書
入
注
が
四
季
部
に
見
ら
れ
る
点
（
注
釈
稿
（
下
）
冬
歌

二
一
八
番
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
四
季
部
の
詞
書
に
は
細
川
家
を
始
め
と
す
る
「
経
氏
」
の
交
流
が
知
ら
れ
る
人
物
の
名
が
見

ら
れ
る
（
秋
歌
一
二
六
番
「
右
馬
頭
入
道
道
源
家
」、
一
六
六
番
「
右
京
大
夫
」、
冬
歌
二
二
四
番
「
武
蔵
守
」・「
御
子
左
大
納
言
」）
な
ど
当
時

の
歌
壇
を
考
え
る
上
で
重
要
な
情
報
が
記
さ
れ
る
点
も
挙
げ
ら
れ
る
。

当
時
の
歌
壇
の
一
端
を
知
る
注
目
す
べ
き
歌
集
の
和
歌
に
つ
い
て
、
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
「
経
氏
」
の
和
歌
の
実
力
と

当
代
き
っ
て
の
歌
人
の
評
価
に
つ
い
て
明
確
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

【
凡
例
】

１
、�

本
稿
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
源
経
氏
歌
集
』（
番
号
　
貴
１１
・
１
）
の
四
季
部
歌
の
注
釈
で
あ
る
。
四
季
部
の
歌
数
は

二
二
七
首
あ
る
た
め
、
上
（
凡
例
・
春
歌
）・
中
（
夏
歌
・
秋
歌
）・
下
（
秋
歌
・
冬
歌
）
の
三
部
に
分
け
て
掲
載
の
許
可
を
得
た
。

２
、�【
本
文
】
に
は
１
、
を
底
本
と
し
翻
刻
し
漢
字
仮
名
表
記
を
改
め
、
底
本
の
表
記
を
右
傍
に
記
し
、
補
っ
た
送
り
仮
名
は
（
　
）

に
入
れ
て
、
整
定
本
文
を
示
し
た
。
な
お
、
底
本
に
改
訂
本
文
が
あ
る
と
き
は
〔
　
〕
に
入
れ
て
示
し
、
語
釈
で
補
説
を
行
っ

た
。

３
、�

本
歌
集
の
特
徴
と
し
て
、
当
代
歌
人
の
重
鎮
た
ち
に
よ
る
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
歌
集
巻
末
に
見
ら
れ

る
注
記
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
※
は
稿
者
に
よ
る
注
記
で
あ
り
、【
合
点
】
の
項
目
に
は
〈
　
〉
内
の
表
記
で
示
し
た
。

な
お
、
最
末
尾
に
「
御
点
外
御
自
撰
」
と
あ
り
、
合
点
が
な
い
も
の
は
、「
経
氏
」
自
身
が
選
ん
だ
歌
で
あ
る
。

七
六



� 61『源経氏歌集』四季部注釈稿（上）（鹿野）

力
量
を
知
る
に
適
し
て
い
る
。
ま
た
本
歌
集
の
最
大
の
特
徴
は
二
条
為
遠
・
二
条
良
基
な
ど
当
代
歌
壇
の
重
鎮
た
ち
に
よ
る
合
点
が

付
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
評
価
の
検
討
を
行
う
に
も
前
述
の
理
由
に
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
。
加
え
て
、
応
永
二
〇
年
頃
に
耕
雲

が
将
軍
足
利
義
持
の
命
を
受
け
、「
書
入
注
」
も
加
え
て
い
る
。
こ
の
書
入
注
が
四
季
部
に
見
ら
れ
る
点
（
注
釈
稿
（
下
）
冬
歌

二
一
八
番
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
四
季
部
の
詞
書
に
は
細
川
家
を
始
め
と
す
る
「
経
氏
」
の
交
流
が
知
ら
れ
る
人
物
の
名
が
見

ら
れ
る
（
秋
歌
一
二
六
番
「
右
馬
頭
入
道
道
源
家
」、
一
六
六
番
「
右
京
大
夫
」、
冬
歌
二
二
四
番
「
武
蔵
守
」・「
御
子
左
大
納
言
」）
な
ど
当
時

の
歌
壇
を
考
え
る
上
で
重
要
な
情
報
が
記
さ
れ
る
点
も
挙
げ
ら
れ
る
。

当
時
の
歌
壇
の
一
端
を
知
る
注
目
す
べ
き
歌
集
の
和
歌
に
つ
い
て
、
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
「
経
氏
」
の
和
歌
の
実
力
と

当
代
き
っ
て
の
歌
人
の
評
価
に
つ
い
て
明
確
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

【
凡
例
】

１
、�

本
稿
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
源
経
氏
歌
集
』（
番
号
　
貴
１１
・
１
）
の
四
季
部
歌
の
注
釈
で
あ
る
。
四
季
部
の
歌
数
は

二
二
七
首
あ
る
た
め
、
上
（
凡
例
・
春
歌
）・
中
（
夏
歌
・
秋
歌
）・
下
（
秋
歌
・
冬
歌
）
の
三
部
に
分
け
て
掲
載
の
許
可
を
得
た
。

２
、�【
本
文
】
に
は
１
、
を
底
本
と
し
翻
刻
し
漢
字
仮
名
表
記
を
改
め
、
底
本
の
表
記
を
右
傍
に
記
し
、
補
っ
た
送
り
仮
名
は
（
　
）

に
入
れ
て
、
整
定
本
文
を
示
し
た
。
な
お
、
底
本
に
改
訂
本
文
が
あ
る
と
き
は
〔
　
〕
に
入
れ
て
示
し
、
語
釈
で
補
説
を
行
っ

た
。

３
、�

本
歌
集
の
特
徴
と
し
て
、
当
代
歌
人
の
重
鎮
た
ち
に
よ
る
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
歌
集
巻
末
に
見
ら
れ

る
注
記
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
※
は
稿
者
に
よ
る
注
記
で
あ
り
、【
合
点
】
の
項
目
に
は
〈
　
〉
内
の
表
記
で
示
し
た
。

な
お
、
最
末
尾
に
「
御
点
外
御
自
撰
」
と
あ
り
、
合
点
が
な
い
も
の
は
、「
経
氏
」
自
身
が
選
ん
だ
歌
で
あ
る
。

七
六

60 桜 文 論 叢

墨
　
　
故
宗
匠
為
遠
　
※
二
条
為
遠
〈
為
遠
〉　
　
　
　
朱
　
今
宗
匠
為
重
　
※
二
条
為
重
〈
為
重
〉

左
朱
　
摂
政
殿
二
条
　
※
二
条
良
基
〈
良
基
〉　
　
　
　
左
　
四
辻
殿
于
時
大
納
言
　
※
四
辻
善
成
〈
善
成
〉

星
　
　
花
町
中
書
王
　
※
廉
仁
王
　〈
花
町
〉

４
、�【
詞
書
】
に
は
歌
題
や
詞
書
に
記
さ
れ
る
人
物
な
ど
に
つ
い
て
、
注
を
付
し
た
。『
千
首
』
題
と
は
『
中
院
千
首
』
題
を
指
す
。

『
堀
河
百
首
』『
永
久
百
首
』
の
題
は
歌
学
用
語
と
し
て
「
堀
河
百
首
題
」「
永
久
百
首
題
」
と
表
記
し
た
。「
藤
川
百
首
題
」
に

見
ら
れ
る
場
合
に
は
そ
の
題
意
を
記
す
三
条
西
実
枝
著
『
初
学
一
葉
』（『
日
本
歌
学
大
系
』
六
　
風
間
書
房
）
を
適
宜
引
用
し
た
。

な
お
、
歌
題
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
、『
明
題
部
類
抄
』（
新
典
社
）
に
よ
っ
た
。

５
、�【
口
語
訳
】
に
は
和
歌
表
現
に
忠
実
に
な
る
よ
う
心
が
け
口
語
訳
を
附
し
た
。

６
、�【
語
釈
】
に
は
必
要
に
応
じ
て
和
歌
に
用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉
に
つ
い
て
語
義
を
附
し
、
和
歌
修
辞
に
言
及
し
た
。

７
、�【
参
考
】
に
は
本
歌
や
想
定
さ
れ
る
参
考
歌
、
類
歌
、
本
説
と
し
て
の
物
語
な
ど
を
示
し
た
。

８
、�【
補
説
】
に
は
和
歌
の
解
釈
や
詠
歌
背
景
な
ど
に
つ
い
て
必
要
に
応
じ
て
、
解
説
を
附
し
た
。

９
、�

解
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
、
特
に
以
下
の
先
行
研
究
の
学
恩
を
多
く
受
け
た
。
各
注
釈
に
逐
一
記
し
て
い
な
い
が
、
稿
者
は
本
稿

を
基
に
経
氏
の
歌
風
の
特
徴
に
つ
い
て
論
じ
る
用
意
が
あ
り
、
そ
の
際
に
改
め
て
謝
辞
を
示
し
た
い
。
岩
波
書
店
・
新
大
系
、

明
治
書
院
・
和
歌
文
学
大
系
、
小
学
館
・
新
全
集
、
岩
佐
美
代
子
『
玉
葉
和
歌
集
全
注
釈
』
同
『
風
雅
和
歌
集
全
注
釈
』（
笠

間
書
院
）、
片
桐
洋
一
『
古
今
和
歌
集
全
注
釈
　
上
中
下
』（
講
談
社
学
術
文
庫
）、
久
保
田
淳
『
藤
原
定
家
全
歌
集
　
上
下
』（
ち

く
ま
学
芸
文
庫
）、
小
田
勝
『
実
例
詳
解
古
典
文
法
総
覧
』（
和
泉
書
院
）

１０
、�

な
お
、
紙
幅
の
都
合
で
参
考
歌
の
詞
書
や
『
初
学
一
葉
』
の
一
部
を
略
し
た
場
合
が
あ
る
。
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【
注
釈
】

春
歌

年
中
立
春

一
　
をお

し
め
ど
も
と
ま
ら
ぬ
も
の
と
行
（
く
）
年と
し

に
い
か
で
か
春
の
立
（
ち
）
返帰

る
ら
む

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
年と

し
の
う
ち中

の
立
春
」。

【
口
語
訳
】
い
く
ら
惜
し
ん
で
も
止
ま
ら
ず
に
行
く
年
に
ど
う
し
て
春
が
引
き
返
し
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
語
釈
】
●
い
か
で
か
─
副
詞
「
い
か
で
」
に
疑
問
の
係
助
詞
「
か
」
で
「
ど
う
し
て
～
か
」。
●
春
の
立
ち
返
る
ら
む
─
「
立
ち
返

る
」
は
一
年
の
内
に
も
う
一
度
春
が
引
き
返
し
て
く
る
、
の
意
。「
ら
む
」
は
現
在
推
量
の
助
動
詞
で
係
助
詞
「
か
」
を
受
け
、
係

り
結
び
で
連
体
形
。

【
参
考
】「
を
し
め
ど
も
と
ど
ま
ら
な
く
に
春
霞
か
へ
る
道
に
し
た
ち
ぬ
と
お
も
へ
ば
」（『
古
今
集
』
春
下
・
一
三
〇
・「
春
を
惜
し
み
て

よ
め
る
」・
在
原
元
方
）

【
補
説
】
元
方
歌
の
よ
う
に
、
行
く
春
が
留
ま
ら
ず
惜
し
ま
れ
る
と
さ
れ
る
が
、
年
内
に
再
び
春
が
立
ち
返
っ
て
く
る
の
は
ど
う
し

て
だ
ろ
う
と
す
る
。

立
春

二
　
神
代
よ
り
い
く
と
せ
春
の
立た

ち
ぬ
〔
と
か
〕
今
日
は
磐い
は
と戸
の
あ
け
が
た
の
空

【
合
点
】
為
重

六
七



� 59『源経氏歌集』四季部注釈稿（上）（鹿野）

【
注
釈
】

春
歌

年
中
立
春

一
　
をお

し
め
ど
も
と
ま
ら
ぬ
も
の
と
行
（
く
）
年と

し

に
い
か
で
か
春
の
立
（
ち
）
返帰

る
ら
む

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
年と

し
の
う
ち中
の
立
春
」。

【
口
語
訳
】
い
く
ら
惜
し
ん
で
も
止
ま
ら
ず
に
行
く
年
に
ど
う
し
て
春
が
引
き
返
し
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
語
釈
】
●
い
か
で
か
─
副
詞
「
い
か
で
」
に
疑
問
の
係
助
詞
「
か
」
で
「
ど
う
し
て
～
か
」。
●
春
の
立
ち
返
る
ら
む
─
「
立
ち
返

る
」
は
一
年
の
内
に
も
う
一
度
春
が
引
き
返
し
て
く
る
、
の
意
。「
ら
む
」
は
現
在
推
量
の
助
動
詞
で
係
助
詞
「
か
」
を
受
け
、
係

り
結
び
で
連
体
形
。

【
参
考
】「
を
し
め
ど
も
と
ど
ま
ら
な
く
に
春
霞
か
へ
る
道
に
し
た
ち
ぬ
と
お
も
へ
ば
」（『
古
今
集
』
春
下
・
一
三
〇
・「
春
を
惜
し
み
て

よ
め
る
」・
在
原
元
方
）

【
補
説
】
元
方
歌
の
よ
う
に
、
行
く
春
が
留
ま
ら
ず
惜
し
ま
れ
る
と
さ
れ
る
が
、
年
内
に
再
び
春
が
立
ち
返
っ
て
く
る
の
は
ど
う
し

て
だ
ろ
う
と
す
る
。

立
春

二
　
神
代
よ
り
い
く
と
せ
春
の
立た

ち
ぬ
〔
と
か
〕
今
日
は
磐い

は
と戸
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【
詞
書
】「
春
立
つ
」。
堀
河
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
神
代
か
ら
ど
れ
ほ
ど
の
年
月
が
流
れ
春
が
た
っ
た
と
い
う
わ
け
な
の
か
。
今
日
は
あ
の
天
照
大
神
が
天
磐
戸
を
開
け
て

出
ら
れ
た
時
の
よ
う
な
夜
明
け
方
の
空
よ
。

【
語
釈
】
●
立
ち
ぬ
と
か
─
底
本
「
ら
ん
」
を
見
せ
消
ち
し
「
と
か
」
と
す
る
。「
立
ち
ぬ
と
か
」
は
不
確
実
な
想
像
・
伝
聞
を
表
す
。

●
磐
戸
─
磐
で
で
き
た
と
び
ら
。
●
あ
け
が
た
の
空
─
「
あ
け
」
に
「（
磐
戸
を
）
開
け
」
と
「（
夜
が
）
明
け
」
と
を
掛
け
る
。

【
参
考
】「
春
た
つ
と
け
ふ
は
い
は
と
の
神
代
よ
り
あ
く
れ
ば
か
す
む
天
の
か
ぐ
山
」（
建
保
四
年
『
内
裏
百
番
歌
合
』
春
・
四
番
右
持
・

八
・
藤
原
経
通
）

【
補
説
】
天
照
大
神
が
天
岩
戸
に
隠
れ
て
世
の
中
が
常
闇
に
な
っ
た
時
、
八
百
万
の
神
々
が
神
楽
を
そ
う
し
て
大
御
神
の
出
現
を
得

た
神
話
に
よ
る
。
浅
田
徹
氏
「
神
話
の
立
春
」（『
徳
江
元
正
先
生
退
職
記
念
　
鎌
倉
室
町
文
学
論
纂
』
三
弥
井
書
店
　
平
成
一
四
年
）
参
照
。

三
　
三
輪
の
山
あ
く
る
尾お

の
へ上

の
霞か

す

ま
ず
は
今け

ふ日
さ
へ
春は

る

を
い
か
に
待ま

ち
み
む

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】
二
番
歌
「
立
春
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
三
輪
山
で
夜
が
明
け
て
山
頂
が
霞
む
こ
と
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、（
立
春
と
い
う
）
今
日
さ
え
も
春
を
ど
ん
な
に
か
待
ち

か
ね
る
こ
と
だ
ろ
う
。

【
語
釈
】
●
三
輪
の
山
─
大
和
国
の
歌
枕
。
現
在
の
奈
良
県
桜
井
市
東
北
部
。『
古
今
集
』「
我
が
庵
は
三
輪
の
山
も
と
恋
し
く
は
と

ぶ
ら
ひ
き
ま
せ
杉
立
て
る
門
」（
九
八
二
）
と
恋
し
い
思
い
で
訪
ね
て
く
る
場
所
の
意
を
踏
ま
え
て
、
春
の
訪
れ
を
待
つ
と
す
る
。

●
尾
上
─
山
の
頂
。
●
霞
ま
ず
は
─
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
未
然
形
に
接
続
助
詞
の
「
は
」
で
順
接
の
仮
定
条
件
を
表
す
。
●
さ
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へ
─
類
推
の
副
助
詞
。
さ
え
も
。

【
参
考
】「
三
輪
の
山
い
か
に
ま
ち
見
む
年
ふ
と
も
た
づ
ぬ
る
人
も
あ
ら
じ
と
思
へ
ば
」（『
古
今
集
』
恋
五
・
七
八
〇
・
伊
勢
）

早
春
浦

四
　
志
賀
の
浦
の
波な

み

は
氷

こ
ほ
り

も
と
け
ぬ
間ま

に
ま
づ
立た

ち
そ
む
る
朝あ

さ
が
す
み霞

か
な

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】「
早
春
の
浦
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
志
賀
の
浦
の
波
は
氷
も
溶
け
な
い
間
に
ま
ず
初
め
に
朝
霞
が
立
ち
始
め
る
の
だ
な
。

【
語
釈
】
●
志
賀
の
浦
─
近
江
国
の
歌
枕
。
現
在
の
滋
賀
県
大
津
市
、
琵
琶
湖
西
南
付
近
。
●
氷
も
と
け
ぬ
間
に
─
題
の
「
早
春
」

を
表
す
。
●
立
ち
そ
む
る
─
「（
波
が
）
立
ち
」
と
「（
朝
霞
が
）
立
ち
」
と
を
掛
け
る
。

【
参
考
】「
さ
夜
更
く
る
ま
ま
に
汀
や
こ
ほ
る
ら
ん
遠
ざ
か
り
ゆ
く
志
賀
の
浦
波
」（『
後
拾
遺
集
』
冬
・
四
一
九
・
快
覚
法
師
）

子
日

五
　
万
代
と
か
ぎ
り
や
は
せ
ん
子ね

の
日び

し
て
つ
き
せ
ぬ
春
を
祝い

は

ふ
心

こ
ゝ
ろ

は

【
合
点
】
花
町

【
詞
書
】「
子
の
日
」。
堀
河
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
万
代
に
も
渡
り
ま
す
よ
う
に
と
限
る
だ
ろ
う
か
、
い
や
限
ら
な
い
よ
。
こ
の
子
の
日
の
松
を
引
き
な
が
ら
尽
き
る
こ
と

の
な
い
春
を
祝
う
心
は
。
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へ
─
類
推
の
副
助
詞
。
さ
え
も
。

【
参
考
】「
三
輪
の
山
い
か
に
ま
ち
見
む
年
ふ
と
も
た
づ
ぬ
る
人
も
あ
ら
じ
と
思
へ
ば
」（『
古
今
集
』
恋
五
・
七
八
〇
・
伊
勢
）

早
春
浦

四
　
志
賀
の
浦
の
波な

み

は
氷

こ
ほ
り

も
と
け
ぬ
間ま

に
ま
づ
立た

ち
そ
む
る
朝あ

さ
が
す
み霞

か
な

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】「
早
春
の
浦
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
志
賀
の
浦
の
波
は
氷
も
溶
け
な
い
間
に
ま
ず
初
め
に
朝
霞
が
立
ち
始
め
る
の
だ
な
。

【
語
釈
】
●
志
賀
の
浦
─
近
江
国
の
歌
枕
。
現
在
の
滋
賀
県
大
津
市
、
琵
琶
湖
西
南
付
近
。
●
氷
も
と
け
ぬ
間
に
─
題
の
「
早
春
」

を
表
す
。
●
立
ち
そ
む
る
─
「（
波
が
）
立
ち
」
と
「（
朝
霞
が
）
立
ち
」
と
を
掛
け
る
。

【
参
考
】「
さ
夜
更
く
る
ま
ま
に
汀
や
こ
ほ
る
ら
ん
遠
ざ
か
り
ゆ
く
志
賀
の
浦
波
」（『
後
拾
遺
集
』
冬
・
四
一
九
・
快
覚
法
師
）

子
日

五
　
万
代
と
か
ぎ
り
や
は
せ
ん
子ね

の
日び

し
て
つ
き
せ
ぬ
春
を
祝い

は

ふ
心

こ
ゝ
ろ

は

【
合
点
】
花
町

【
詞
書
】「
子
の
日
」。
堀
河
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
万
代
に
も
渡
り
ま
す
よ
う
に
と
限
る
だ
ろ
う
か
、
い
や
限
ら
な
い
よ
。
こ
の
子
の
日
の
松
を
引
き
な
が
ら
尽
き
る
こ
と

の
な
い
春
を
祝
う
心
は
。
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【
語
釈
】
●
万
代
─
い
つ
ま
で
も
長
く
続
く
世
。
●
か
ぎ
り
や
は
せ
ん
─
「
や
は
」
は
反
語
の
意
。「
ん
（
む
）」
は
推
量
の
助
動
詞

連
体
形
。
係
り
結
び
で
二
句
切
れ
。

【
参
考
】「
春
日
野
に
若
菜
つ
み
つ
つ
よ
ろ
づ
世
を
祝
ふ
心
は
神
ぞ
し
る
ら
む
」（『
古
今
集
』
賀
・
三
五
七
・
素
性
法
師
）

【
補
説
】「
万
代
」
と
い
う
こ
と
で
さ
え
も
限
り
を
表
現
し
て
し
ま
う
、
尽
き
る
こ
と
の
な
い
こ
の
世
の
春
を
歌
っ
た
機
知
に
富
ん
だ

表
現
。

春
の
歌
の
中
に

六
　
ふ
る
ほ
ど
は
こ
ほ
り
し
雲
も
山
の
端葉

の
雪
よ
り
上う
へ

に
霞か
す

み
そ
め
つ
つゝ

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
春
の
歌
を
詠
み
ま
し
た
中
に
」。

【
口
語
訳
】
雪
が
降
っ
て
い
る
間
は
凍
っ
て
い
た
雲
も
（
春
と
な
り
）
山
の
端
に
積
も
っ
た
雪
よ
り
も
上
に
霞
み
始
め
て
い
る
。

【
語
釈
】
●
ふ
る
ほ
ど
は
─
「（
雪
が
）
降
る
」
に
「（
時
が
）
経
る
」
を
響
か
せ
る
か
。

【
参
考
】「
今
朝
も
な
ほ
山
は
雪
気
の
空
な
が
ら
雲
も
霞
み
て
春
は
き
に
け
り
」（『
壬
二
集
』
八
〇
一
）

山
霞

七
　
待ま

ち
え
た
る
都
の
空そ

ら

は
な
ほを

冴さ

え
て
遠と

を

き
山
辺べ

に
か
す
む
春
か
な

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
山
霞
」。『
千
首
』
題
。『
為
重
朝
臣
詠
草
』（
七
〇
）
康
暦
二
年
四
月
二
〇
日
歌
会
で
出
題
。

六
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【
口
語
訳
】
待
ち
望
ん
で
い
る
都
の
空
は
変
わ
ら
ず
に
冴
え
て
、
遠
い
山
辺
に
霞
ん
で
い
る
春
だ
な
。

【
語
釈
】
●
待
ち
得
た
る
─
春
の
到
来
を
待
ち
望
む
。『
源
氏
物
語
』（
宿
木
）
に
「
優
曇
華
の
花
待
ち
得
た
る
心
地
し
て
」
と
見
え
る
。

●
な
ほ
冴
え
て
─
依
然
と
し
て
冷
た
い
空
気
が
漂
っ
て
い
る
。

【
参
考
】「
春
き
て
も
都
の
方
は
空
晴
れ
て
山
の
端
ば
か
り
立
つ
霞
み
か
な
」（『
洞
院
摂
政
百
首
』
春
・
七
六
・
藤
原
光
俊
）

八
　
い
ま
は
ま
づ
春
の
み
ど
り
も
よ
そ
に
の
み
見
え
て
ぞ
霞か

す

む
葛か〔

つ
〕ら
ぎ城

の
山

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】
七
番
歌
「
山
霞
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
今
は
と
も
か
く
春
の
緑
も
他
所
に
ば
か
り
見
え
て
霞
ん
で
い
る
、
葛
城
の
山
は
。

【
語
釈
】
●
い
ま
は
ま
づ
─
「
ま
づ
」
は
「
先
づ
」
で
何
は
と
も
あ
れ
、
と
り
あ
え
ず
の
意
。『
新
編
国
歌
大
観
』
で
は
「
い
ま
は
ま

づ
」
と
濁
音
で
読
ん
で
い
る
。
あ
る
い
は
「
ま
つ
」
と
清
音
で
読
み
、「
待
つ
」
と
「
松
」（「
緑
」
の
縁
）
と
詠
ん
だ
か
。
そ
の
場
合

は
「
今
は
ま
だ
待
っ
て
い
る
、
松
の
よ
う
な
春
の
み
ど
り
」
と
解
せ
る
か
。
●
見
え
て
ぞ
霞
む
─
係
り
結
び
。
●
葛
城
の
山
─
底
本

「
か
ら
き
の
山
」
と
あ
り
、「
か
」
と
「
ら
」
の
右
傍
に
「
つ
」
と
補
筆
さ
れ
る
。「
葛
城
山
」
は
大
和
国
の
歌
枕
。
現
在
の
奈
良
県

と
大
阪
府
の
県
境
に
連
な
る
山
系
。

【
参
考
】「
葛
城
や
高
間
の
山
の
桜
花
雲
井
の
よ
そ
に
見
て
や
過
ぎ
な
ん
」（『
千
載
集
』
春
上
・
五
六
・
藤
原
顕
輔
）

九
　
都
よ
り
へ
だ
つ
る
中
と
霞か
す

め
る
や
遠と
を

山
鳥ど
り

の
尾
上
な
る
ら
む

【
合
点
】
為
遠

六
六
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【
口
語
訳
】
待
ち
望
ん
で
い
る
都
の
空
は
変
わ
ら
ず
に
冴
え
て
、
遠
い
山
辺
に
霞
ん
で
い
る
春
だ
な
。

【
語
釈
】
●
待
ち
得
た
る
─
春
の
到
来
を
待
ち
望
む
。『
源
氏
物
語
』（
宿
木
）
に
「
優
曇
華
の
花
待
ち
得
た
る
心
地
し
て
」
と
見
え
る
。

●
な
ほ
冴
え
て
─
依
然
と
し
て
冷
た
い
空
気
が
漂
っ
て
い
る
。

【
参
考
】「
春
き
て
も
都
の
方
は
空
晴
れ
て
山
の
端
ば
か
り
立
つ
霞
み
か
な
」（『
洞
院
摂
政
百
首
』
春
・
七
六
・
藤
原
光
俊
）

八
　
い
ま
は
ま
づ
春
の
み
ど
り
も
よ
そ
に
の
み
見
え
て
ぞ
霞か
す

む
葛か〔
つ
〕ら
ぎ城
の
山

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】
七
番
歌
「
山
霞
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
今
は
と
も
か
く
春
の
緑
も
他
所
に
ば
か
り
見
え
て
霞
ん
で
い
る
、
葛
城
の
山
は
。

【
語
釈
】
●
い
ま
は
ま
づ
─
「
ま
づ
」
は
「
先
づ
」
で
何
は
と
も
あ
れ
、
と
り
あ
え
ず
の
意
。『
新
編
国
歌
大
観
』
で
は
「
い
ま
は
ま

づ
」
と
濁
音
で
読
ん
で
い
る
。
あ
る
い
は
「
ま
つ
」
と
清
音
で
読
み
、「
待
つ
」
と
「
松
」（「
緑
」
の
縁
）
と
詠
ん
だ
か
。
そ
の
場
合

は
「
今
は
ま
だ
待
っ
て
い
る
、
松
の
よ
う
な
春
の
み
ど
り
」
と
解
せ
る
か
。
●
見
え
て
ぞ
霞
む
─
係
り
結
び
。
●
葛
城
の
山
─
底
本

「
か
ら
き
の
山
」
と
あ
り
、「
か
」
と
「
ら
」
の
右
傍
に
「
つ
」
と
補
筆
さ
れ
る
。「
葛
城
山
」
は
大
和
国
の
歌
枕
。
現
在
の
奈
良
県

と
大
阪
府
の
県
境
に
連
な
る
山
系
。

【
参
考
】「
葛
城
や
高
間
の
山
の
桜
花
雲
井
の
よ
そ
に
見
て
や
過
ぎ
な
ん
」（『
千
載
集
』
春
上
・
五
六
・
藤
原
顕
輔
）

九
　
都
よ
り
へ
だ
つ
る
中
と
霞か

す

め
る
や
遠と

を

山
鳥ど

り

の
尾
上
な
る
ら
む

【
合
点
】
為
遠
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【
詞
書
】
七
番
歌
「
山
霞
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
都
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
の
で
霞
ん
で
い
る
の
か
、
遠
く
の
山
の
山
鳥
が
い
る
尾
上
で
あ
る
だ
ろ
う
。

【
語
釈
】
●
へ
だ
つ
る
中
─
「
中
」
は
二
つ
の
物
の
間
。
都
と
遠
山
を
い
う
が
、
山
鳥
の
雌
雄
が
離
れ
て
寝
る
こ
と
か
ら
間
柄
の
意

味
、「
仲
」
も
響
か
せ
、
恋
の
要
素
を
含
ま
せ
て
い
る
。
●
霞
め
る
や
─
「
や
」
は
疑
問
。
●
遠
山
鳥
─
山
鳥
の
異
名
。「
遠
く
の

山
」
の
意
を
掛
け
る
。
●
尾
上
な
る
ら
む
─
「
尾
上
」
は
山
の
頂
。
峰
。「（
山
鳥
の
）
尾
」
を
掛
け
る
。「
な
る
」
は
断
定
の
意
。

「
ら
む
」
は
現
在
推
量
の
助
動
詞
。

【
参
考
】「
暮
れ
か
か
る
遠
山
鳥
の
尾
上
よ
り
ま
だ
き
へ
だ
て
て
た
つ
霞
か
な
」（『
頓
阿
句
題
百
首
』
二
・「
遥
峰
帯
晩
霞
」・
良
守
）。

朝
霞

一
〇
　
や
が
て
ま又
た
霞か

す

み
に
け
り
な
ほ
の
ぼ〴
の〵

と
見
え
て
明あ

け
ぬ
る
杉
の
む
ら
立
ち

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】「
朝
霞
」。

【
口
語
訳
】
す
ぐ
に
ま
た
霞
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
な
ぁ
。
夜
が
明
け
て
、
朝
霞
の
中
か
ら
ぼ
う
っ
と
見
え
て
き
た
群
れ
立
つ
杉
の
緑

は
。

【
語
釈
】
●
霞
み
に
け
り
な
─
「
霞
む
」
の
連
用
形
。
そ
の
状
態
が
発
生
し
た
意
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
連
用
形
に
気
づ
き
の
意
の
助

動
詞
「
け
り
」
が
接
続
し
た
表
現
。「
な
」
は
詠
嘆
の
終
助
詞
。
●
ほ
の
ぼ
の
と
─
夜
が
ほ
ん
の
り
と
幽
か
に
明
け
て
ゆ
く
様
子
。

朝
霞
の
中
に
は
っ
き
り
と
は
見
え
な
い
が
杉
が
翳
ん
で
見
え
る
様
子
を
表
現
。
●
あ
け
ぬ
る
─
「
明
く
」
は
夜
が
明
け
て
、
空
が
明

る
く
な
る
様
子
。
●
杉
の
む
ら
立
ち
─
群
生
す
る
杉
。

六
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【
参
考
】「
春
の
夜
の
あ
け
の
そ
ほ
ぶ
ね
ほ
の
ぼ
の
と
い
く
山
本
を
霞
み
き
ぬ
ら
ん
」（『
続
古
今
集
』
春
上
・
四
八
・「
元
久
の
詩
歌
合
に
、

水
郷
春
望
と
い
ふ
こ
と
を
」・
藤
原
良
平
）

山
霞

一
一
　
春
を
経へ

て
に
ぎ
は
ふ
民
の
竈か

ま

門ど

山や
ま

か
す
む
や
絶た

え
ぬ
煙
な
る
ら
む

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】
七
番
歌
参
照
。

【
口
語
訳
】
幾
年
も
の
春
を
過
ご
し
て
賑
わ
う
民
の
竈
の
名
を
持
つ
竈
門
山
よ
。
霞
ん
で
い
る
の
は
絶
え
る
こ
と
の
な
い
民
が
竈
で

煮
炊
き
す
る
煙
な
の
だ
な
ぁ
。

【
語
釈
】
●
竈
門
山
─
筑
前
国
の
歌
枕
。
現
在
の
福
岡
県
太
宰
府
市
・
筑
紫
野
市
・
粕
屋
郡
に
ま
た
が
る
宝
満
山
。「
竈
」
を
掛
け
る
。

●
絶
え
ぬ
煙
─
「
煙
」
は
「
竈
（
門
山
）」
の
縁
。
民
の
生
計
が
豊
か
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
。

【
参
考
】「
高
き
屋
に
の
ぼ
り
て
み
れ
ば
煙
立
つ
民
の
竈
は
に
ぎ
は
ひ
に
け
り
」（『
新
古
今
集
』
賀
歌
・
七
〇
七
・「
貢
物
許
さ
れ
て
、
国
富

め
る
を
御
覧
じ
て
」・
仁
徳
天
皇
）

【
補
説
】【
参
考
】
に
挙
げ
た
仁
徳
天
皇
歌
を
踏
ま
え
、
当
代
主
君
の
予
祝
と
す
る
。

名
所
歌
よ
み
侍
る
と
て
、
志
賀
浦
春
を

一
二
　
こ
ほ
り
ゐ
し
汀
み
ぎ
は

〔
の
〕
浪
も
立た

ち
そ
め
て
を
ち
か
た
霞か
す

む
志し

賀が

の
浦
風か
ぜ

【
合
点
】
為
重

六
九
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【
参
考
】「
春
の
夜
の
あ
け
の
そ
ほ
ぶ
ね
ほ
の
ぼ
の
と
い
く
山
本
を
霞
み
き
ぬ
ら
ん
」（『
続
古
今
集
』
春
上
・
四
八
・「
元
久
の
詩
歌
合
に
、

水
郷
春
望
と
い
ふ
こ
と
を
」・
藤
原
良
平
）

山
霞

一
一
　
春
を
経へ

て
に
ぎ
は
ふ
民
の
竈か

ま

門ど

山や
ま

か
す
む
や
絶た

え
ぬ
煙
な
る
ら
む

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】
七
番
歌
参
照
。

【
口
語
訳
】
幾
年
も
の
春
を
過
ご
し
て
賑
わ
う
民
の
竈
の
名
を
持
つ
竈
門
山
よ
。
霞
ん
で
い
る
の
は
絶
え
る
こ
と
の
な
い
民
が
竈
で

煮
炊
き
す
る
煙
な
の
だ
な
ぁ
。

【
語
釈
】
●
竈
門
山
─
筑
前
国
の
歌
枕
。
現
在
の
福
岡
県
太
宰
府
市
・
筑
紫
野
市
・
粕
屋
郡
に
ま
た
が
る
宝
満
山
。「
竈
」
を
掛
け
る
。

●
絶
え
ぬ
煙
─
「
煙
」
は
「
竈
（
門
山
）」
の
縁
。
民
の
生
計
が
豊
か
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
。

【
参
考
】「
高
き
屋
に
の
ぼ
り
て
み
れ
ば
煙
立
つ
民
の
竈
は
に
ぎ
は
ひ
に
け
り
」（『
新
古
今
集
』
賀
歌
・
七
〇
七
・「
貢
物
許
さ
れ
て
、
国
富

め
る
を
御
覧
じ
て
」・
仁
徳
天
皇
）

【
補
説
】【
参
考
】
に
挙
げ
た
仁
徳
天
皇
歌
を
踏
ま
え
、
当
代
主
君
の
予
祝
と
す
る
。

名
所
歌
よ
み
侍
る
と
て
、
志
賀
浦
春
を

一
二
　
こ
ほ
り
ゐ
し
汀

み
ぎ
は

〔
の
〕
浪
も
立た

ち
そ
め
て
を
ち
か
た
霞か

す

む
志し

賀が

の
浦
風か

ぜ

【
合
点
】
為
重

六
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【
詞
書
】「
志
賀
浦
の
春
」。「
名
所
歌
」
の
詠
歌
年
次
は
未
詳
。

【
口
語
訳
】
凍
っ
て
と
ど
ま
っ
て
い
た
汀
の
波
も
立
ち
始
め
て
遠
方
は
す
っ
か
り
霞
ん
で
い
る
、
志
賀
の
浦
で
風
が
吹
い
た
の
で
。

【
語
釈
】
●
汀
の
浪
も
─
底
本
「
み
き
は
」
の
「
は
」
は
判
読
不
明
文
字
の
上
に
重
ね
書
き
さ
れ
、「
の
」
は
右
傍
に
補
筆
さ
れ
る
。

●
志
賀
─
四
番
歌
参
照
。

【
参
考
】「
こ
ほ
り
ゐ
し
志
賀
の
唐
崎
う
ち
と
け
て
さ
ざ
波
よ
す
る
春
風
ぞ
吹
く
」（『
詞
花
集
』
春
・
一
・
大
江
匡
房
）

湖
上
朝
霞

一
三
　
志
賀
の
浦
や
な
ぎ
た
る
朝あ
さ

に
漕こ

ぐ
舟
も
霞
の
浪
を
わ
け
ま
よ
ひ
つ
つゝ

【
合
点
】
為
遠
・
善
成
・
耕
雲

【
詞
書
】「
湖
上
の
朝
霞
」。
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
「
湖
上
と
は
み
づ
う
み
を
い
ふ
な
り
。（
略
）
み

づ
う
み
な
れ
ば
、
し
ほ
な
ら
ぬ
海
の
心
を
い
ひ
（
略
）、
志
賀
の
浦
。（
略
）
皆
湖
辺
の
名
所
な
れ
ば
思
ひ
寄
す
べ
し
。
湖
上
の
上
の

字
は
虚
字
に
て
心
な
し
。（
略
）
扨
て
此
の
類
題
の
心
は
、
湖
辺
は
さ
ら
で
も
の
ど
か
な
る
に
、
春
来
り
て
霞
み
わ
た
り
、
浦
漕
ぐ

舟
の
け
し
き
ま
で
し
づ
か
な
る
心
、
先
づ
此
の
題
の
大
意
な
る
べ
し
、（
略
）
春
の
霞
の
の
ど
か
に
立
ち
わ
た
る
心
を
詠
ぜ
ん
も
又

ひ
と
つ
趣
向
な
る
べ
し
」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
志
賀
の
浦
で
は
、
風
が
止
ん
で
晴
れ
渡
っ
て
い
る
朝
に
漕
ぐ
船
も
霞
が
波
の
よ
う
に
立
っ
て
い
る
の
で
そ
の
間
を
分
け

進
み
さ
ま
よ
っ
て
い
る
の
だ
な
。

【
語
釈
】
●
志
賀
の
浦
や
─
四
番
歌
参
照
。「
や
」
は
地
名
を
提
示
す
る
間
投
助
詞
。
●
な
ぎ
た
る
─
風
が
な
く
波
も
穏
や
か
な
様
子
。

【
参
考
】「
須
磨
の
浦
の
な
ぎ
た
る
朝
は
め
も
は
る
に
霞
に
ま
が
ふ
天
の
釣
り
舟
」（『
新
古
今
集
』
雑
中
・
一
五
九
八
・
藤
原
孝
善
）

六
二
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河
霞

一
四
　
氷
（
り
）
ゐ
し
岩い

は
ま間

の
浪
も
た
つ
た
川
か
す
み
の
下
を
水
く
ぐゞ
る
な
り

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
河
霞
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
凍
っ
て
と
ど
ま
っ
て
い
た
岩
間
の
波
も
春
が
来
て
溶
け
て
立
っ
て
い
る
竜
田
川
で
は
霞
の
下
を
水
が
潜く

ぐ

っ
て
い
る
の
だ

な
。

【
語
釈
】
●
た
つ
た
川
─
「
龍
田
川
」
は
大
和
国
の
歌
枕
。
現
在
の
奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
・
三
郷
町
の
一
帯
。「（
浪
も
）
立
つ
」

を
掛
け
る
。
●
水
く
ぐ
る
─
「
霞
の
下
を
」
と
あ
る
の
で
「
潜く

ぐ

る
」
と
解
し
た
。『
顕
注
密
勘
』
に
は
、「
水
く
ぐ
る
と
は
、
紅
の
木

の
葉
の
下
を
水
の
く
ゞ
り
て
な
が
る
と
云
歟
。
潜
字
を
く
ゞ
る
と
よ
め
り
」
と
あ
る
。

【
参
考
】（
本
歌
）「
ち
は
や
ぶ
る
神
世
も
き
か
ず
竜
田
河
唐
紅
に
水
く
く
る
と
は
」（『
古
今
集
』
秋
下
・
二
九
四
・
在
原
業
平
）

【
補
説
】
本
歌
の
業
平
歌
で
詠
ま
れ
た
括
染
め
し
た
唐
紅
色
の
秋
の
世
界
を
霞
や
浪
と
い
っ
た
白
色
の
春
の
世
界
と
し
て
詠
ん
だ
。

雪
中
鶯

一
五
　
打う

ち
霧き

ら
し
つ
も
り
も
や
ら
で
降ふ

る
雪
を
春は

る

の
し
る
べ
と
鶯

う
ぐ
ひ
す

ぞ
鳴
（
く
）

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】「
雪
の
中う

ち

の
鶯
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
視
界
を
さ
え
ぎ
っ
て
雪
が
降
り
続
い
て
い
る
が
積
も
る
様
子
で
は
な
く
降
る
雪
を
春
の
訪
れ
る
印
だ
と
し
て
鶯
が
鳴
い

て
い
る
。

六
六
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河
霞

一
四
　
氷
（
り
）
ゐ
し
岩い
は
ま間
の
浪
も
た
つ
た
川
か
す
み
の
下
を
水
く
ぐゞ
る
な
り

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
河
霞
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
凍
っ
て
と
ど
ま
っ
て
い
た
岩
間
の
波
も
春
が
来
て
溶
け
て
立
っ
て
い
る
竜
田
川
で
は
霞
の
下
を
水
が
潜く

ぐ

っ
て
い
る
の
だ

な
。

【
語
釈
】
●
た
つ
た
川
─
「
龍
田
川
」
は
大
和
国
の
歌
枕
。
現
在
の
奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
・
三
郷
町
の
一
帯
。「（
浪
も
）
立
つ
」

を
掛
け
る
。
●
水
く
ぐ
る
─
「
霞
の
下
を
」
と
あ
る
の
で
「
潜く

ぐ

る
」
と
解
し
た
。『
顕
注
密
勘
』
に
は
、「
水
く
ぐ
る
と
は
、
紅
の
木

の
葉
の
下
を
水
の
く
ゞ
り
て
な
が
る
と
云
歟
。
潜
字
を
く
ゞ
る
と
よ
め
り
」
と
あ
る
。

【
参
考
】（
本
歌
）「
ち
は
や
ぶ
る
神
世
も
き
か
ず
竜
田
河
唐
紅
に
水
く
く
る
と
は
」（『
古
今
集
』
秋
下
・
二
九
四
・
在
原
業
平
）

【
補
説
】
本
歌
の
業
平
歌
で
詠
ま
れ
た
括
染
め
し
た
唐
紅
色
の
秋
の
世
界
を
霞
や
浪
と
い
っ
た
白
色
の
春
の
世
界
と
し
て
詠
ん
だ
。

雪
中
鶯

一
五
　
打う

ち
霧き

ら
し
つ
も
り
も
や
ら
で
降ふ

る
雪
を
春は

る

の
し
る
べ
と
鶯

う
ぐ
ひ
す

ぞ
鳴
（
く
）

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】「
雪
の
中う

ち

の
鶯
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
視
界
を
さ
え
ぎ
っ
て
雪
が
降
り
続
い
て
い
る
が
積
も
る
様
子
で
は
な
く
降
る
雪
を
春
の
訪
れ
る
印
だ
と
し
て
鶯
が
鳴
い

て
い
る
。

六
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【
語
釈
】
●
打
ち
霧
ら
し
─
「
霧
ら
す
」
は
霧
で
曇
ら
せ
る
の
意
。
視
界
を
さ
え
ぎ
る
様
子
。
こ
こ
で
は
雪
が
し
き
り
に
降
っ
て
は

い
る
も
の
の
春
の
淡
雪
で
あ
る
た
め
積
も
ら
な
い
景
色
を
想
起
し
て
い
る
。【
参
考
】
歌
参
照
。

【
参
考
】「
う
ち
き
ら
し
雪
は
ふ
り
つ
つ
し
か
す
が
に
わ
が
家
の
そ
の
に
鶯
ぞ
な
く
」（
大
伴
家
持
、『
万
葉
集
』
巻
八
・
一
四
四
一
、『
拾

遺
集
』
春
・
一
一
）鶯

一
六
　
住す

み
捨す

て
ぬ
古ふ
る

巣す

も
し
る
く
山
里さ
と

の
垣か
き

穂ほ

の
竹
に
鶯
う
ぐ
ひ
す

ぞ
鳴な

く

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
鶯
」。
堀
河
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
住
み
捨
て
な
い
古
巣
も
は
っ
き
り
分
か
る
よ
う
に
山
里
の
高
い
垣
穂
の
竹
に
鶯
が
鳴
い
て
い
る
。

【
語
釈
】
●
住
み
捨
て
ぬ
─
「
住
み
捨
つ
」
は
住
ん
で
い
た
巣
を
離
れ
て
そ
の
ま
ま
し
て
い
る
状
態
。「
ぬ
」
は
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」

の
連
体
形
。
●
古
巣
─
古
び
て
い
る
が
住
み
慣
れ
た
巣
。
●
し
る
く
─
「
著
し
」
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
意
。

【
参
考
】「
鶯
の
今
朝
鳴
く
時
ぞ
山
が
つ
の
か
き
ほ
も
春
に
逢
ふ
こ
こ
ち
す
る
」（『
玉
葉
集
』
春
上
・
四
八
・「
宝
治
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け

る
に
朝
鶯
」・
後
鳥
羽
院
下
野
）

谷
鶯

一
七
　
鶯

う
ぐ
ひ
す

の
な
け
ど
も
冴さ

ゆ
る
谷た

に

風
に
涙
の
つ
ら
らゝ
い
か
で
と
く
ら
む

【
合
点
】
善
成

六
六
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【
詞
書
】「
谷
の
鶯
」。

【
口
語
訳
】
鶯
が
鳴
い
て
も
冷
え
切
っ
た
谷
風
に
涙
の
つ
ら
ら
は
ど
う
し
て
溶
け
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
語
釈
】
●
な
け
ど
も
─
鶯
が
「
鳴
く
」
に
【
参
考
】
に
挙
げ
た
本
歌
で
鶯
を
擬
人
化
し
て
捉
え
た
「
泣
く
」
を
響
か
せ
、
下
句
で

「
涙
」
と
表
現
す
る
。

【
参
考
】（
本
歌
）「
雪
の
内
に
春
は
来
に
け
り
鶯
の
こ
ほ
れ
る
涙
今
や
と
く
ら
む
」（『
古
今
集
』
春
上
・
四
・
読
人
し
ら
ず
）、「
鶯
の
涙

の
つ
ら
ら
う
ち
と
け
て
ふ
る
巣
な
が
ら
や
春
を
知
る
ら
む
」（『
新
古
今
集
』
春
上
・
三
一
・
惟
明
親
王
）。

羈
中
聞
鶯

一
八
　
行
（
き
）
暮く

る
るゝ
山
下
道み

ち

の
す
ゑ
み
れ
ば
な
び
く
か
す
み
に
鶯
ぞ
鳴な

く

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
羈
中
に
鶯
を
聞
く
」。
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
「
羈
中
は
羈
旅
と
も
い
ひ
て
遠
き
旅
な
り
。

（
略
）
鶯
は
春
の
は
じ
め
よ
り
鳴
く
も
の
な
れ
ば
、
先
づ
の
ど
か
な
る
心
を
詠
す
べ
し
。（
略
）
此
の
題
に
は
都
の
恋
し
さ
を
鶯
の
こ

ゑ
に
お
も
ひ
、
分
け
行
く
春
の
野
山
に
聞
初
め
て
珍
し
き
心
な
ど
読
む
べ
し
。」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
行
く
途
中
で
日
が
暮
れ
る
山
の
下
の
道
で
は
、
そ
の
先
の
方
は
ま
だ
暮
れ
て
お
ら
ず
霞
が
な
び
い
て
い
る
の
が
見
え
、

鶯
が
鳴
い
て
い
る
。

【
語
釈
】
●
行
き
暮
る
る
─
旅
の
途
中
で
日
が
暮
れ
る
。
●
す
ゑ
─
そ
の
先
。
●
鶯
ぞ
鳴
く
─
係
助
詞
「
ぞ
」
を
受
け
「
鳴
く
」
は

連
体
形
で
係
り
結
び
。

【
参
考
】「
行
き
く
る
る
山
路
の
す
ゑ
の
や
ど
な
れ
や
入
相
の
鐘
の
音
ぞ
聞
ゆ
る
」（『
永
享
百
首
』
旅
・
九
四
一
・
性
脩
）

六
七
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【
詞
書
】「
谷
の
鶯
」。

【
口
語
訳
】
鶯
が
鳴
い
て
も
冷
え
切
っ
た
谷
風
に
涙
の
つ
ら
ら
は
ど
う
し
て
溶
け
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
語
釈
】
●
な
け
ど
も
─
鶯
が
「
鳴
く
」
に
【
参
考
】
に
挙
げ
た
本
歌
で
鶯
を
擬
人
化
し
て
捉
え
た
「
泣
く
」
を
響
か
せ
、
下
句
で

「
涙
」
と
表
現
す
る
。

【
参
考
】（
本
歌
）「
雪
の
内
に
春
は
来
に
け
り
鶯
の
こ
ほ
れ
る
涙
今
や
と
く
ら
む
」（『
古
今
集
』
春
上
・
四
・
読
人
し
ら
ず
）、「
鶯
の
涙

の
つ
ら
ら
う
ち
と
け
て
ふ
る
巣
な
が
ら
や
春
を
知
る
ら
む
」（『
新
古
今
集
』
春
上
・
三
一
・
惟
明
親
王
）。

羈
中
聞
鶯

一
八
　
行
（
き
）
暮く

る
るゝ
山
下
道み

ち

の
す
ゑ
み
れ
ば
な
び
く
か
す
み
に
鶯
ぞ
鳴な

く

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
羈
中
に
鶯
を
聞
く
」。
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
「
羈
中
は
羈
旅
と
も
い
ひ
て
遠
き
旅
な
り
。

（
略
）
鶯
は
春
の
は
じ
め
よ
り
鳴
く
も
の
な
れ
ば
、
先
づ
の
ど
か
な
る
心
を
詠
す
べ
し
。（
略
）
此
の
題
に
は
都
の
恋
し
さ
を
鶯
の
こ

ゑ
に
お
も
ひ
、
分
け
行
く
春
の
野
山
に
聞
初
め
て
珍
し
き
心
な
ど
読
む
べ
し
。」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
行
く
途
中
で
日
が
暮
れ
る
山
の
下
の
道
で
は
、
そ
の
先
の
方
は
ま
だ
暮
れ
て
お
ら
ず
霞
が
な
び
い
て
い
る
の
が
見
え
、

鶯
が
鳴
い
て
い
る
。

【
語
釈
】
●
行
き
暮
る
る
─
旅
の
途
中
で
日
が
暮
れ
る
。
●
す
ゑ
─
そ
の
先
。
●
鶯
ぞ
鳴
く
─
係
助
詞
「
ぞ
」
を
受
け
「
鳴
く
」
は

連
体
形
で
係
り
結
び
。

【
参
考
】「
行
き
く
る
る
山
路
の
す
ゑ
の
や
ど
な
れ
や
入
相
の
鐘
の
音
ぞ
聞
ゆ
る
」（『
永
享
百
首
』
旅
・
九
四
一
・
性
脩
）
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名
所
残
雪

一
九
　
比
良
〔
の
〕
海
や
氷
の
ひ
ま
の
山や
ま

か
げ
に
み
な
そ

（
マ
マ
）

深ふ
か

く
雪
ぞ
残の

こ

れ
る

【
合
点
】
良
基

【
詞
書
】「
名
所
の
残
雪
」。『
経
氏
集
』
の
他
未
見
。

【
口
語
訳
】
比
良
の
海
で
は
氷
の
隙
間
に
映
る
山
の
姿
を
見
る
と
、
水
底
に
深
く
雪
が
残
っ
て
い
る
。

【
語
釈
】
●
比
良
の
海
─
底
本
「
比
良
の
」
の
「
の
」
を
「
野
」
と
書
き
始
め
た
後
、
少
々
擦
っ
て
「
の
」
と
記
し
て
い
る
。「
比
良

の
海
」
は
近
江
国
の
歌
枕
。
現
在
の
滋
賀
県
大
津
市
に
あ
る
琵
琶
湖
。「
や
」
は
地
名
の
提
示
。
●
み
な
そ
深
く
─
「
こ
ほ
り
川
み

な
そ
こ
ふ
か
く
と
ぢ
て
け
り
早
く
流
れ
し
音
も
聞
こ
え
ず
」（『
夫
木
抄
』
雑
六
・
一
一
一
六
九
・
禰
式
部
）
な
ど
の
用
例
か
ら
「
み
な
そ

こ
ふ
か
く
」
と
し
て
解
釈
し
た
。

【
参
考
】「
比
良
の
海
は
高
嶺
の
か
げ
や
う
つ
る
ら
ん
跡
な
き
波
に
降
れ
る
白
雪
」（『
草
庵
集
』
七
九
七
・「
湖
雪
」）

若
菜

二
〇
　
春
日
野
のゝ
雪
ま
の
若わ

か

菜な

待
（
ち
）
わ
び
て
こ
ほ
る
沢
辺
に
ね
ぜ
り
を
ぞ
摘つ

む

【
合
点
】
為
遠
・
耕
雲

【
詞
書
】「
若
菜
」。
堀
河
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
春
日
野
の
積
も
っ
た
雪
の
間
か
ら
生
え
る
若
菜
を
待
ち
わ
び
て
、
凍
る
沢
辺
に
根
芹
を
摘
む
よ
。

【
語
釈
】
●
春
日
野
─
大
和
国
の
歌
枕
。
現
在
の
奈
良
市
春
日
野
町
あ
た
り
。
●
ね
ぜ
り
を
ぞ
摘
む
─
「
ね
ぜ
り
」
は
根
の
部
分
を

食
用
と
す
る
芹
。「
ぞ
」「
摘
む
」
は
係
り
結
び
。

六
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【
参
考
】「
春
日
野
の
雪
げ
の
沢
に
袖
た
れ
て
君
が
た
め
に
と
小
芹
を
ぞ
摘
む
」（『
堀
河
百
首
』
春
・
七
一
・「
若
菜
」・
藤
原
仲
実
）

田
辺
若
菜

二
一
　
ま
か
す
べ
き
田
中
の
井
戸ど

の
こ
ほ
る
間ま

に
ま
づ
降お

り
た
ち
て
ね
ぜ
り
を
ぞ
摘つ

む

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
田
の
辺ほ

と
り

若
菜
」。
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
「
田
畔
若
菜
」
と
し
て
、「
畔
の
字
、
く
ろ
と

読
む
字
な
れ
ど
、
こ
ゝ
に
て
は
辺
の
字
の
心
な
る
べ
し
。（
略
）
若
菜
は
春
の
始
め
に
摘
む
も
の
な
れ
ば
、
春
の
浅
き
事
を
云
ふ
べ
し
。

沢
辺
に
読
め
る
は
ゑ
ぐ
の
若
菜
と
て
芹
の
事
な
り
。（
略
）」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
水
を
引
く
田
中
の
井
戸
の
凍
る
そ
の
間
に
、
ま
ず
田
に
降
り
た
っ
て
根
芹
を
摘
む
よ
。

【
語
釈
】
●
ま
か
す
─
「
引
す
」
と
表
記
し
、
水
を
引
き
入
れ
る
の
意
。
●
ね
ぜ
り
を
ぞ
摘
む
─
二
〇
番
歌
参
照
。

【
参
考
】「
ね
ぜ
り
摘
む
春
の
沢
田
に
降
り
立
ち
て
衣
の
裾
の
濡
れ
ぬ
日
ぞ
な
き
」（『
金
葉
集
』
初
度
本
・
春
・
三
一
、『
好
忠
集
』
二
〇
・

「
正
月
中
」）

春
雪

二
二
　
佐さ

ほ
ひ
め

保
姫
の
霞

か
す
み

の
衣

こ
ろ
も

白
妙
に
雪
吹
（
き
）
乱み

だ

す
春
の
山
風か

ぜ

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
春
の
雪
」。

【
口
語
訳
】
佐
保
姫
が
ま
と
っ
て
い
る
霞
の
衣
が
さ
ら
に
真
っ
白
に
な
っ
た
の
は
雪
を
吹
き
乱
す
春
の
山
風
が
吹
い
た
た
め
で
あ
る
。
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【
参
考
】「
春
日
野
の
雪
げ
の
沢
に
袖
た
れ
て
君
が
た
め
に
と
小
芹
を
ぞ
摘
む
」（『
堀
河
百
首
』
春
・
七
一
・「
若
菜
」・
藤
原
仲
実
）

田
辺
若
菜

二
一
　
ま
か
す
べ
き
田
中
の
井
戸ど

の
こ
ほ
る
間ま

に
ま
づ
降お

り
た
ち
て
ね
ぜ
り
を
ぞ
摘つ

む

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
田
の
辺ほ

と
り

若
菜
」。
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
「
田
畔
若
菜
」
と
し
て
、「
畔
の
字
、
く
ろ
と

読
む
字
な
れ
ど
、
こ
ゝ
に
て
は
辺
の
字
の
心
な
る
べ
し
。（
略
）
若
菜
は
春
の
始
め
に
摘
む
も
の
な
れ
ば
、
春
の
浅
き
事
を
云
ふ
べ
し
。

沢
辺
に
読
め
る
は
ゑ
ぐ
の
若
菜
と
て
芹
の
事
な
り
。（
略
）」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
水
を
引
く
田
中
の
井
戸
の
凍
る
そ
の
間
に
、
ま
ず
田
に
降
り
た
っ
て
根
芹
を
摘
む
よ
。

【
語
釈
】
●
ま
か
す
─
「
引
す
」
と
表
記
し
、
水
を
引
き
入
れ
る
の
意
。
●
ね
ぜ
り
を
ぞ
摘
む
─
二
〇
番
歌
参
照
。

【
参
考
】「
ね
ぜ
り
摘
む
春
の
沢
田
に
降
り
立
ち
て
衣
の
裾
の
濡
れ
ぬ
日
ぞ
な
き
」（『
金
葉
集
』
初
度
本
・
春
・
三
一
、『
好
忠
集
』
二
〇
・

「
正
月
中
」）

春
雪

二
二
　
佐さ

ほ
ひ
め

保
姫
の
霞

か
す
み

の
衣

こ
ろ
も

白
妙
に
雪
吹
（
き
）
乱み

だ

す
春
の
山
風か

ぜ

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
春
の
雪
」。

【
口
語
訳
】
佐
保
姫
が
ま
と
っ
て
い
る
霞
の
衣
が
さ
ら
に
真
っ
白
に
な
っ
た
の
は
雪
を
吹
き
乱
す
春
の
山
風
が
吹
い
た
た
め
で
あ
る
。
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【
語
釈
】
●
佐
保
姫
─
春
を
司
る
女
神
。
●
雪
吹
き
乱
す
─
先
行
例
は
少
な
く
、
管
見
で
は
「
先
だ
ち
て
過
行
く
と
も
も
見
え
ぬ
ま

で
雪
吹
き
み
だ
す
野
べ
の
夕
風
」（『
持
明
院
殿
御
歌
合
　
康
永
元
年
十
一
月
四
日
』
廿
四
番
　
左
勝
・
四
七
・
花
園
院
）
と
い
う
用
例
を
見
る
。

【
参
考
】「
佐
保
姫
の
衣
は
る
風
な
ほ
さ
え
て
霞
の
袖
に
あ
は
雪
ぞ
降
る
」（『
続
後
撰
集
』
春
上
・
二
〇
・「
早
春
霞
と
い
へ
る
心
を
」・
嘉

陽
門
院
越
前
）

梅
風

二
三
　
な
ほを

冴さ

ゆ
る
四よ
も方
の
木
ず
ゑ
の
嵐
に
も
ひ
と
り
春
知し

る
梅む
め

が
香ゝ
ぞ
す
る

【
合
点
】
花
町

【
詞
書
】「
梅
の
風
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
梢
に
は
依
然
と
し
て
冷
た
く
吹
く
嵐
に
対
し
て
も
、
ま
る
で
私
一
人
だ
け
が
春
の
訪
れ
を
知
っ
て
い

る
と
い
わ
ん
ば
か
り
に
梅
の
香
り
が
す
る
。

【
語
釈
】
●
な
ほ
冴
ゆ
る
─
春
に
な
っ
て
も
ま
だ
冬
の
名
残
で
冷
た
い
風
が
依
然
と
し
て
吹
い
て
い
る
様
子
を
表
す
。「
猶
さ
ゆ
る
嵐

は
雪
を
吹
き
ま
ぜ
て
夕
ぐ
れ
さ
む
き
春
雨
の
空
」（『
玉
葉
集
』
春
上
・
三
三
・
永
福
門
院
）。
●
ひ
と
り
春
知
る
─
梅
の
花
が
だ
け
が
春

の
到
来
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。「
白
雪
の
降
り
て
積
れ
る
谷
か
げ
に
ひ
と
り
春
し
る
鶯
の
声
」（『
隣
女
集
』
九
三
三
）。
●
梅

が
香
ぞ
す
る
─
春
が
や
っ
て
き
た
こ
と
を
知
る
す
べ
と
し
て
梅
の
香
り
が
漂
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

【
参
考
】「
猶
さ
ゆ
る
雪
に
つ
つ
め
る
声
な
が
ら
梅
が
え
わ
き
て
鶯
ぞ
鳴
く
」（『
後
鳥
羽
院
御
集
』
六
二
七
）
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二
四
　
梅む
め

が
香ゝ
を
さ
そ
ひ
も
は
て
ず
木
の
本
に
誰た

が
た
め
残の
こ

す
嵐
あ
ら
し

な成
る
ら
む

【
合
点
】
良
基

【
詞
書
】
二
三
番
歌
「
梅
風
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
梅
の
香
り
を
す
っ
か
り
運
ん
で
し
ま
わ
な
い
。
い
っ
た
い
誰
の
た
め
に
嵐
は
木
の
根
元
に
残
す
の
だ
ろ
う
。

【
語
釈
】
●
さ
そ
ひ
も
は
て
ず
─
「
さ
そ
ふ
」
は
持
ち
去
る
。「
は
つ
」
は
補
助
動
詞
で
「
す
っ
か
り
～
す
る
」
の
意
。「
ず
」
は
打

消
の
助
動
詞
の
終
止
形
。
二
句
切
れ
。
嵐
が
梅
の
香
を
す
っ
か
り
運
ば
な
い
、
の
意
。
●
木
の
本
─
木
の
根
も
と
。

【
参
考
】「
風
だ
に
も
さ
そ
ひ
も
は
て
ぬ
一
枝
の
花
を
ば
い
か
が
を
り
て
か
へ
ら
む
」（『
風
雅
集
』
春
下
・
二
六
〇
・「
花
の
一
枝
散
り
残

れ
る
を
、
人
の
そ
れ
を
り
て
、
と
い
ひ
け
れ
ば
よ
め
る
」・
道
因
法
師
）。

山
路
梅

二
五
　
つ
ま
木
と
る
し
づ
が
かゝ
へ
さ
の
袖
ま
で
も
梅む

め

が
香ゝ
ふ
か
し
山
の
下し

た
み
ち道

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
山
路
の
梅
」。「
山
路
梅
花
」
と
い
う
四
文
字
題
で
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
そ
の
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
「
山
路
は

自
ら
山
路
を
行
く
躰
な
り
。
山
類
の
言
葉
を
ま
づ
思
ひ
よ
す
べ
し
。
梅
は
取
り
わ
き
匂
を
賞
す
る
物
な
れ
ば
、
幾
度
も
其
の
心
を
詠

ず
べ
し
。（
略
）」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
山
住
の
人
が
小
枝
を
拾
う
、
そ
の
帰
り
道
の
袖
ま
で
も
梅
の
香
り
が
深
く
香
っ
て
い
る
、
山
の
花
陰
に
あ
る
道
で
は
。

【
語
釈
】
●
つ
ま
木
─
薪
を
す
る
た
め
に
使
う
小
枝
。
●
し
づ
が
か
へ
さ
─
「
し
づ
」
は
木
こ
り
な
ど
山
の
仕
事
で
生
計
を
立
て
て

い
る
人
。「
か
へ
さ
」
は
帰
り
道
。
こ
こ
で
は
薪
を
拾
っ
て
帰
る
、
そ
の
帰
り
道
。
●
山
の
下
道
─
「
下
道
」
は
物
の
影
に
な
っ
て
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二
四
　
梅む

め

が
香ゝ
を
さ
そ
ひ
も
は
て
ず
木
の
本
に
誰た

が
た
め
残の

こ

す
嵐

あ
ら
し

な成
る
ら
む

【
合
点
】
良
基

【
詞
書
】
二
三
番
歌
「
梅
風
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
梅
の
香
り
を
す
っ
か
り
運
ん
で
し
ま
わ
な
い
。
い
っ
た
い
誰
の
た
め
に
嵐
は
木
の
根
元
に
残
す
の
だ
ろ
う
。

【
語
釈
】
●
さ
そ
ひ
も
は
て
ず
─
「
さ
そ
ふ
」
は
持
ち
去
る
。「
は
つ
」
は
補
助
動
詞
で
「
す
っ
か
り
～
す
る
」
の
意
。「
ず
」
は
打

消
の
助
動
詞
の
終
止
形
。
二
句
切
れ
。
嵐
が
梅
の
香
を
す
っ
か
り
運
ば
な
い
、
の
意
。
●
木
の
本
─
木
の
根
も
と
。

【
参
考
】「
風
だ
に
も
さ
そ
ひ
も
は
て
ぬ
一
枝
の
花
を
ば
い
か
が
を
り
て
か
へ
ら
む
」（『
風
雅
集
』
春
下
・
二
六
〇
・「
花
の
一
枝
散
り
残

れ
る
を
、
人
の
そ
れ
を
り
て
、
と
い
ひ
け
れ
ば
よ
め
る
」・
道
因
法
師
）。

山
路
梅

二
五
　
つ
ま
木
と
る
し
づ
が
かゝ
へ
さ
の
袖
ま
で
も
梅む

め

が
香ゝ
ふ
か
し
山
の
下し

た
み
ち道

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
山
路
の
梅
」。「
山
路
梅
花
」
と
い
う
四
文
字
題
で
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
そ
の
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
「
山
路
は

自
ら
山
路
を
行
く
躰
な
り
。
山
類
の
言
葉
を
ま
づ
思
ひ
よ
す
べ
し
。
梅
は
取
り
わ
き
匂
を
賞
す
る
物
な
れ
ば
、
幾
度
も
其
の
心
を
詠

ず
べ
し
。（
略
）」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
山
住
の
人
が
小
枝
を
拾
う
、
そ
の
帰
り
道
の
袖
ま
で
も
梅
の
香
り
が
深
く
香
っ
て
い
る
、
山
の
花
陰
に
あ
る
道
で
は
。

【
語
釈
】
●
つ
ま
木
─
薪
を
す
る
た
め
に
使
う
小
枝
。
●
し
づ
が
か
へ
さ
─
「
し
づ
」
は
木
こ
り
な
ど
山
の
仕
事
で
生
計
を
立
て
て

い
る
人
。「
か
へ
さ
」
は
帰
り
道
。
こ
こ
で
は
薪
を
拾
っ
て
帰
る
、
そ
の
帰
り
道
。
●
山
の
下
道
─
「
下
道
」
は
物
の
影
に
な
っ
て

六
六
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通
じ
て
い
る
道
の
こ
と
。

【
参
考
】「
色
も
香
も
や
す
ら
ふ
袖
に
う
つ
り
け
り
山
か
げ
て
れ
る
梅
の
下
み
ち
」（『
伏
見
院
御
集
』
一
七
七
八
・「
路
梅
」）

庭
梅

二
六
　
梅む

め

が
香ゝ
を
し
る
人
住す

ま
ぬ
こ
の
宿や

ど
とゝ
ほ
か
に
や
さ
そ
ふ
庭
の
春
風

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
庭
の
梅
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
梅
の
香
り
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
い
る
人
は
住
ん
で
い
な
い
、
こ
の
宿
だ
よ
と
他
の
人
を
誘
う
庭
の
春
風
よ
。

【
語
釈
】
●
し
る
人
住
ま
ぬ
─
【
参
考
】
友
則
歌
を
踏
ま
え
た
表
現
。【
補
説
】
参
照
。
●
庭
の
春
風
─
「
あ
か
な
く
の
に
ほ
ひ
を
ち

ら
す
梅
が
え
の
花
に
い
と
は
ぬ
庭
の
春
風
」（『
玉
葉
集
』
春
上
・
七
八
・「
庭
梅
と
い
ふ
こ
と
を
」・
亀
山
院
）

【
参
考
】「
君
な
ら
で
誰
に
か
見
せ
む
梅
花
色
を
も
か
を
も
し
る
人
ぞ
し
る
」（『
古
今
集
』
春
上
・
三
八
・「
梅
の
花
を
折
り
て
人
に
お
く
り

け
る
」・
紀
友
則
）

【
補
説
】
梅
花
の
素
晴
ら
し
さ
を
よ
く
よ
く
理
解
し
て
い
る
人
は
少
な
く
、
あ
な
た
以
外
に
風
流
な
人
は
い
な
い
と
す
る
友
則
歌

（
参
考
・
片
桐
注
）
を
踏
ま
え
、「
梅
が
香
を
し
る
人
住
ま
ぬ
」
と
詠
ん
だ
。

二
七
　
よ
そ
に
と
は
風
も
さ
そ
は
ず
吹
（
く
）
た
び
に
小こ

す簾
の
ひ
ま
も
る
軒
の
梅む

め

が
香ゝ

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】
二
六
番
歌
「
庭
梅
」
題
を
受
け
る
。

六
六
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【
口
語
訳
】
他
の
場
所
へ
と
は
風
も
誘
わ
な
い
。
吹
く
た
び
に
小
簾
の
隙
間
か
ら
漏
れ
て
く
る
軒
近
く
に
植
え
ら
れ
て
い
る
梅
の
香

り
は
。

【
語
釈
】
●
風
も
さ
そ
は
ず
─
「
ず
」
は
打
消
の
助
動
詞
の
終
止
形
。
二
句
切
れ
。
●
小
簾
の
ひ
ま
も
る
─
「
小
簾
」
は
御
簾
の
こ

と
。
●
軒
─
軒
端
近
く
の
、
の
意
で
題
の
「
庭
」
を
表
す
。

【
参
考
】「
雨
は
る
る
風
は
を
り
を
り
吹
き
い
れ
て
こ
す
の
ま
に
ほ
ふ
軒
の
梅
が
え
」（『
風
雅
集
』
春
上
・
八
八
・
永
福
門
院
内
侍
）

紅
梅

二
八
　
袖
ふ
れ
て
う
つ
し
や
せ
ま
し
紅

く
れ
な
ゐ

の
こ
ぞ
め
の
梅
の
色
も
に
ほ
ひ
も

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
紅
梅
」。
永
久
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
袖
を
触
れ
て
、
移
し
て
し
ま
お
う
か
し
ら
。
紅
に
色
濃
く
染
め
た
梅
の
色
も
香
り
も
。

【
語
釈
】
●
う
つ
せ
や
せ
ま
し
─
「
や
」
は
疑
問
の
意
の
係
助
詞
。「
ま
し
」
は
行
動
を
起
こ
す
か
思
い
迷
う
気
持
ち
を
表
す
。
係
り

結
び
で
連
体
形
。
二
句
切
れ
。
●
こ
ぞ
め
─
色
濃
く
染
め
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
染
め
た
も
の
。
濃
染
め
。「
け
ふ
も
又
人
も
と
は

で
や
紅
の
こ
ぞ
め
の
梅
の
花
の
盛
り
を
」（『
続
古
今
集
』
春
上
・
六
〇
・
宗
尊
親
王
）。

【
参
考
】「
紅
の
こ
ぞ
め
の
梅
の
花
の
え
は
さ
く
も
さ
か
ぬ
も
色
に
出
で
つ
つ
」（『
新
後
拾
遺
集
』
春
上
・
四
八
・
読
人
し
ら
ず
）

六
九
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【
口
語
訳
】
他
の
場
所
へ
と
は
風
も
誘
わ
な
い
。
吹
く
た
び
に
小
簾
の
隙
間
か
ら
漏
れ
て
く
る
軒
近
く
に
植
え
ら
れ
て
い
る
梅
の
香

り
は
。

【
語
釈
】
●
風
も
さ
そ
は
ず
─
「
ず
」
は
打
消
の
助
動
詞
の
終
止
形
。
二
句
切
れ
。
●
小
簾
の
ひ
ま
も
る
─
「
小
簾
」
は
御
簾
の
こ

と
。
●
軒
─
軒
端
近
く
の
、
の
意
で
題
の
「
庭
」
を
表
す
。

【
参
考
】「
雨
は
る
る
風
は
を
り
を
り
吹
き
い
れ
て
こ
す
の
ま
に
ほ
ふ
軒
の
梅
が
え
」（『
風
雅
集
』
春
上
・
八
八
・
永
福
門
院
内
侍
）

紅
梅

二
八
　
袖
ふ
れ
て
う
つ
し
や
せ
ま
し
紅

く
れ
な
ゐ

の
こ
ぞ
め
の
梅
の
色
も
に
ほ
ひ
も

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
紅
梅
」。
永
久
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
袖
を
触
れ
て
、
移
し
て
し
ま
お
う
か
し
ら
。
紅
に
色
濃
く
染
め
た
梅
の
色
も
香
り
も
。

【
語
釈
】
●
う
つ
せ
や
せ
ま
し
─
「
や
」
は
疑
問
の
意
の
係
助
詞
。「
ま
し
」
は
行
動
を
起
こ
す
か
思
い
迷
う
気
持
ち
を
表
す
。
係
り

結
び
で
連
体
形
。
二
句
切
れ
。
●
こ
ぞ
め
─
色
濃
く
染
め
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
染
め
た
も
の
。
濃
染
め
。「
け
ふ
も
又
人
も
と
は

で
や
紅
の
こ
ぞ
め
の
梅
の
花
の
盛
り
を
」（『
続
古
今
集
』
春
上
・
六
〇
・
宗
尊
親
王
）。

【
参
考
】「
紅
の
こ
ぞ
め
の
梅
の
花
の
え
は
さ
く
も
さ
か
ぬ
も
色
に
出
で
つ
つ
」（『
新
後
拾
遺
集
』
春
上
・
四
八
・
読
人
し
ら
ず
）

六
九
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春
雨

二
九
　
春
雨
の
空
を
か
す
む
と
な
が
む
れ
ば
ふ
る
音を
と

し
も
ぞ
の
ど
け
か
り
け
る

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
春
雨
」。
堀
河
百
首
題
。『
為
重
朝
臣
詠
草
』（
二
〇
）
康
暦
二
年
正
月
十
七
日
「
当
座
三
十
首
」
出
題
。

【
口
語
訳
】
春
雨
の
降
る
空
を
霞
ん
で
い
る
な
ぁ
と
物
思
い
に
ふ
け
り
眺
め
て
い
る
と
、
そ
の
降
る
音
は
か
え
っ
て
穏
や
か
な
も
の

に
聞
こ
え
る
よ
。

【
語
釈
】
●
な
が
む
─
「
眺
（
め
）」
に
「
長
（
雨
）」
を
響
か
せ
る
か
。
●
ふ
る
─
「
降
る
」
に
「
経
る
」
を
響
か
せ
る
か
。
●
音
し

も
ぞ
─
「
も
ぞ
」
は
危
惧
の
意
と
な
る
が
、「
し
も
ぞ
」
と
な
る
と
そ
の
意
は
表
さ
な
い
。
こ
こ
で
は
雨
の
音
が
む
し
ろ
の
ん
び
り

と
し
た
も
の
と
な
る
、
の
意
。

【
参
考
】「
春
雨
の
さ
は
に
ふ
る
ご
と
お
と
も
な
く
人
に
し
ら
れ
で
ぬ
る
る
袖
か
な
」（『
玉
葉
集
』
恋
一
・
一
二
六
八
・
小
野
小
町
）

三
〇
　
春は

る

雨さ
め

の
ふ
る
と
な
き
世よ

を
思お

も

ひ
わ
び
心
づ
か
ら
に
ぬ
ら
す
袖
か
な

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】
二
九
番
歌
「
春
雨
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
春
雨
が
降
る
と
私
の
死
後
を
思
い
悲
し
み
、
自
ら
袖
を
濡
ら
す
こ
と
で
す
よ
。

【
語
釈
】
●
ふ
る
─
「（
春
雨
が
）
降
る
」
に
「（
年
月
が
）
経
る
」
を
響
か
せ
、
年
月
が
経
ち
私
が
死
ん
だ
ら
、
と
二
句
目
に
掛
か
る

か
。
●
心
づ
か
ら
に
─
自
分
の
心
か
ら
、
自
分
の
意
志
で
、
と
い
う
意
。「
春
風
は
花
の
あ
た
り
を
よ
き
て
吹
け
心
づ
か
ら
や
う
つ

ろ
ふ
と
見
む
」（『
古
今
集
』
春
下
・
八
五
・
藤
原
好
風
）。

六
二
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【
参
考
】「
春
雨
に
涙
ふ
る
ま
で
惜
し
む
ら
ん
は
か
な
き
世
と
て
散
り
ゆ
く
花
を
」（『
露
色
随
詠
集
』
六
一
八
）

柳

三
一
　
い
と
どゞ
し
く
木こ

の
芽め

は
る
風
日
数
へ
て
な
び
き
ぞ
ま
さ
る
青
柳
の
糸い
と

【
合
点
】
為
遠
・
花
町

【
詞
書
】「
柳
」。
堀
河
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
い
っ
そ
う
甚
だ
し
く
木
の
芽
を
膨
ら
ま
せ
る
春
風
が
吹
く
日
数
が
重
な
り
、
さ
ら
に
な
び
い
て
い
る
、
青
柳
の
糸
は
。

【
語
釈
】
●
木
の
芽
は
る
風
─
「
は
る
」
は
「（
木
の
芽
を
）
張
る
」
と
「
春
（
風
）」
と
を
掛
け
る
。「
帰
る
雁
雲
ぢ
に
ま
ど
ふ
声
す

な
り
霞
ふ
き
と
け
こ
の
め
は
る
風
」（『
後
撰
集
』
春
上
・
六
〇
）。
●
な
び
き
ぞ
ま
さ
る
─
係
り
結
び
。
青
柳
の
糸
は
春
風
に
吹
か
れ

て
い
っ
そ
う
な
び
い
て
い
る
、
の
意
。

【
参
考
】「
春
風
の
か
す
み
吹
き
と
く
絶
え
間
よ
り
乱
れ
て
な
び
く
青
柳
の
糸
」（『
新
古
今
集
』
春
上
・
七
三
・
殷
富
門
院
大
輔
）

三
二
　
青
柳
の
縹
は
な
だ

の
糸い
と

の
な
び
か
ず
は
の
ど
け
き
風
の
な
に
にゝ
吹ふ

か
ま
し

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】
三
一
番
歌
「
柳
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
青
柳
の
縹
色
の
糸
が
も
し
な
び
か
な
い
な
ら
ば
、
穏
や
か
な
風
は
何
に
吹
く
の
だ
ろ
う
、
い
や
何
に
も
吹
く
も
の
が
な

い
。

【
語
釈
】
●
縹
の
糸
─
縹
色
の
糸
。
青
柳
を
た
と
え
て
い
う
。『
催
馬
楽
』（
浅
緑
）
に
「
浅
緑
恋
縹
染
め
か
け
た
り
と
も
見
る
ま
で

六
六
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【
参
考
】「
春
雨
に
涙
ふ
る
ま
で
惜
し
む
ら
ん
は
か
な
き
世
と
て
散
り
ゆ
く
花
を
」（『
露
色
随
詠
集
』
六
一
八
）

柳

三
一
　
い
と
どゞ
し
く
木こ

の
芽め

は
る
風
日
数
へ
て
な
び
き
ぞ
ま
さ
る
青
柳
の
糸い

と

【
合
点
】
為
遠
・
花
町

【
詞
書
】「
柳
」。
堀
河
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
い
っ
そ
う
甚
だ
し
く
木
の
芽
を
膨
ら
ま
せ
る
春
風
が
吹
く
日
数
が
重
な
り
、
さ
ら
に
な
び
い
て
い
る
、
青
柳
の
糸
は
。

【
語
釈
】
●
木
の
芽
は
る
風
─
「
は
る
」
は
「（
木
の
芽
を
）
張
る
」
と
「
春
（
風
）」
と
を
掛
け
る
。「
帰
る
雁
雲
ぢ
に
ま
ど
ふ
声
す

な
り
霞
ふ
き
と
け
こ
の
め
は
る
風
」（『
後
撰
集
』
春
上
・
六
〇
）。
●
な
び
き
ぞ
ま
さ
る
─
係
り
結
び
。
青
柳
の
糸
は
春
風
に
吹
か
れ

て
い
っ
そ
う
な
び
い
て
い
る
、
の
意
。

【
参
考
】「
春
風
の
か
す
み
吹
き
と
く
絶
え
間
よ
り
乱
れ
て
な
び
く
青
柳
の
糸
」（『
新
古
今
集
』
春
上
・
七
三
・
殷
富
門
院
大
輔
）

三
二
　
青
柳
の
縹

は
な
だ

の
糸い

と

の
な
び
か
ず
は
の
ど
け
き
風
の
な
に
にゝ
吹ふ

か
ま
し

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】
三
一
番
歌
「
柳
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
青
柳
の
縹
色
の
糸
が
も
し
な
び
か
な
い
な
ら
ば
、
穏
や
か
な
風
は
何
に
吹
く
の
だ
ろ
う
、
い
や
何
に
も
吹
く
も
の
が
な

い
。

【
語
釈
】
●
縹
の
糸
─
縹
色
の
糸
。
青
柳
を
た
と
え
て
い
う
。『
催
馬
楽
』（
浅
緑
）
に
「
浅
緑
恋
縹
染
め
か
け
た
り
と
も
見
る
ま
で

六
六
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に
玉
光
る
下
光
る
新
京
朱
雀
の
し
だ
り
柳
」
と
あ
る
。
●
な
び
か
ず
は
─
「
ず
」
は
打
消
の
助
動
詞
の
連
用
形
。「
は
」
は
係
助
詞
。

打
消
の
仮
定
条
件
と
な
り
「
な
び
か
な
か
っ
た
な
ら
ば
」
の
意
。

【
参
考
】「
青
柳
の
花
田
の
糸
を
よ
り
あ
は
せ
て
た
え
ず
も
鳴
く
か
鶯
の
声
」（『
拾
遺
集
』
春
・
三
四
・
凡
河
内
躬
恒
）、「
雨
は
れ
て
露

の
玉
ぬ
く
青
柳
の
は
な
だ
の
糸
に
春
風
ぞ
吹
く
」（『
新
後
拾
遺
集
』
春
上
・
五
九
・「
延
文
百
首
歌
に
」・
足
利
尊
氏
）

柳
露

三
三
　
佐さ

ほ
ひ
め

保
姫
の
こ
れ
や
か
ざ
し
の
玉
か
づ
ら
朝
露
か
かゝ
る
春
の
青
柳

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
柳
の
露
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
佐
保
姫
の
こ
れ
が
挿
頭
の
玉
鬘
な
の
だ
な
ぁ
。
朝
露
が
か
か
る
春
の
青
柳
を
見
て
そ
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

【
語
釈
】
●
こ
れ
や
か
ざ
し
の
─
『
為
尹
千
首
』
に
「
初
瀬
女
の
こ
れ
や
か
ざ
し
の
を
り
の
こ
し
お
よ
ぶ
ば
か
り
は
見
え
ぬ
花
か
な
」

（
春
・
一
四
三
）
と
見
え
る
。

【
参
考
】「
あ
さ
み
ど
り
春
の
す
が
た
に
さ
ほ
ひ
め
は
し
だ
り
柳
の
か
づ
ら
し
て
け
り
」（『
堀
河
百
首
』
一
一
九
・
藤
原
仲
実
）

水
辺
岸
柳

三
四
　
龍
田
河
あ
さ
せ
の
岸き
し

に
寄よ

る
波な

み

も
深ふ

か

き
み
ど
り
や
青
柳
の
影

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
水
辺
の
岸
の
柳
」。『
経
氏
集
』
の
他
、
未
見
。
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【
口
語
訳
】
龍
田
川
は
浅
瀬
の
岸
に
寄
せ
る
波
も
深
き
緑
に
な
っ
て
い
る
よ
、
青
柳
を
射
す
光
が
反
射
し
て
。

【
語
釈
】
●
龍
田
河
─
「
龍
田
」
は
一
四
番
歌
参
照
。「
龍
（
田
）」
に
「
立
つ
」
を
響
か
せ
、「
波
」
の
縁
語
。
●
あ
さ
せ
の
岸
─

「
岸
」「
寄
る
」「
波
」
は
縁
語
。
上
句
の
「
浅
瀬
」
と
下
句
の
「
深
き
（
み
ど
り
）」
と
が
対
に
な
る
。

【
参
考
】「
夏
衣
た
つ
た
川
原
の
柳
蔭
す
ず
み
に
来
つ
つ
な
ら
す
頃
か
な
」（『
後
拾
遺
集
』
夏
・
二
二
〇
・
曾
根
好
忠
）、「
春
風
の
わ
た

れ
ば
い
と
ど
乱
れ
け
り
龍
田
河
原
の
青
柳
の
か
げ
」（『
政
範
集
』
一
〇
二
・「
河
柳
」）。

帰
雁

三
五
　
帰
る
雁か

り

い
か
で
か
雪
の
ふ
る
さ
と
に
都宮

こ

の
春
を
思お

も

ひ
か
ふ
ら
む

【
合
点
】
善
成
・
耕
雲

【
詞
書
】「
帰
雁
」。
堀
河
百
首
題
。『
為
重
朝
臣
詠
草
』（
四
一
）「
康
暦
二
年
三
月
十
八
日
道
場
月
次
会
、
同
年
卯
月
・
当
座
五
十
首

監
相
出
題
」。

【
口
語
訳
】
帰
る
雁
は
ど
の
よ
う
に
し
て
雪
の
降
る
故
郷
で
都
の
春
を
気
持
ち
の
切
り
替
え
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
語
釈
】
●
雪
の
ふ
る
さ
と
─
「
ふ
る
」
に
「
降
る
」
と
「
故
（
郷
）」
と
を
掛
け
る
。
●
思
ひ
か
ふ
─
思
い
を
改
め
る
。
こ
こ
で
は

都
か
ら
雪
の
降
る
故
郷
へ
移
り
、
都
で
過
ご
し
た
思
い
出
を
名
残
惜
し
く
思
う
こ
と
な
く
、
気
持
ち
を
改
め
る
の
だ
ろ
う
か
と
雁
に

尋
ね
る
。

【
参
考
】「
逢
ふ
こ
と
を
た
の
む
の
雁
の
い
か
な
れ
ば
思
ひ
か
へ
り
て
雲
が
く
る
ら
ん
」（『
清
輔
集
』
二
七
九
・「
契
後
隠
恋
」）
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【
口
語
訳
】
龍
田
川
は
浅
瀬
の
岸
に
寄
せ
る
波
も
深
き
緑
に
な
っ
て
い
る
よ
、
青
柳
を
射
す
光
が
反
射
し
て
。

【
語
釈
】
●
龍
田
河
─
「
龍
田
」
は
一
四
番
歌
参
照
。「
龍
（
田
）」
に
「
立
つ
」
を
響
か
せ
、「
波
」
の
縁
語
。
●
あ
さ
せ
の
岸
─

「
岸
」「
寄
る
」「
波
」
は
縁
語
。
上
句
の
「
浅
瀬
」
と
下
句
の
「
深
き
（
み
ど
り
）」
と
が
対
に
な
る
。

【
参
考
】「
夏
衣
た
つ
た
川
原
の
柳
蔭
す
ず
み
に
来
つ
つ
な
ら
す
頃
か
な
」（『
後
拾
遺
集
』
夏
・
二
二
〇
・
曾
根
好
忠
）、「
春
風
の
わ
た

れ
ば
い
と
ど
乱
れ
け
り
龍
田
河
原
の
青
柳
の
か
げ
」（『
政
範
集
』
一
〇
二
・「
河
柳
」）。

帰
雁

三
五
　
帰
る
雁か

り

い
か
で
か
雪
の
ふ
る
さ
と
に
都宮

こ

の
春
を
思お

も

ひ
か
ふ
ら
む

【
合
点
】
善
成
・
耕
雲

【
詞
書
】「
帰
雁
」。
堀
河
百
首
題
。『
為
重
朝
臣
詠
草
』（
四
一
）「
康
暦
二
年
三
月
十
八
日
道
場
月
次
会
、
同
年
卯
月
・
当
座
五
十
首

監
相
出
題
」。

【
口
語
訳
】
帰
る
雁
は
ど
の
よ
う
に
し
て
雪
の
降
る
故
郷
で
都
の
春
を
気
持
ち
の
切
り
替
え
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
語
釈
】
●
雪
の
ふ
る
さ
と
─
「
ふ
る
」
に
「
降
る
」
と
「
故
（
郷
）」
と
を
掛
け
る
。
●
思
ひ
か
ふ
─
思
い
を
改
め
る
。
こ
こ
で
は

都
か
ら
雪
の
降
る
故
郷
へ
移
り
、
都
で
過
ご
し
た
思
い
出
を
名
残
惜
し
く
思
う
こ
と
な
く
、
気
持
ち
を
改
め
る
の
だ
ろ
う
か
と
雁
に

尋
ね
る
。

【
参
考
】「
逢
ふ
こ
と
を
た
の
む
の
雁
の
い
か
な
れ
ば
思
ひ
か
へ
り
て
雲
が
く
る
ら
ん
」（『
清
輔
集
』
二
七
九
・「
契
後
隠
恋
」）

六
七

38 桜 文 論 叢

三
六
　
春
の
雁か
り

秋
来こ

し
旅た
び

も
ほ
ど
な
き
に
又
た
ち
か
へ
る
音ね

を
や
鳴
（
く
）
ら
む

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】
三
五
番
歌
「
帰
雁
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
春
の
帰
雁
が
秋
に
や
っ
て
来
た
旅
か
ら
い
く
程
も
立
た
ぬ
う
ち
に
ま
た
帰
っ
て
ゆ
く
、
そ
の
鳴
き
声
を
聞
く
の
だ
ろ
う

か
。

【
語
釈
】
●
秋
来
し
旅
─
雁
が
秋
に
な
っ
て
北
方
か
ら
最
初
に
や
っ
て
き
た
、
そ
の
旅
。
●
音
を
や
鳴
く
ら
む
─
「
音
」
は
雁
の
鳴

き
声
。「
や
」
は
疑
問
の
係
助
詞
。「
ら
む
」
は
推
量
の
助
動
詞
の
連
体
形
。

【
参
考
】「
か
へ
る
雁
秋
こ
し
数
は
知
ら
ね
ど
も
寝
覚
め
の
空
に
声
ぞ
す
く
な
き
」（『
風
雅
集
』
春
中
・
一
三
五
・
藤
原
家
隆
）

三
七
　
跡あ

と

し
た
ふ
友と

も

と
だ
に
知し

れ
春
の
雁か

り

連つ

れ
て
こ
し
路ぢ

の
数
な
ら
ず
と
も

【
合
点
】
為
遠
・
為
重
・
善
成
・
耕
雲

【
詞
書
】
三
五
番
歌
か
ら
の
「
帰
雁
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
せ
め
て
跡
を
慕
う
友
と
だ
け
で
も
知
っ
て
お
い
て
お
く
れ
。
春
の
雁
は
、
秋
に
連
れ
て
来
た
そ
の
数
に
足
ら
な
く
て
も
。

【
語
釈
】
●
跡
し
た
ふ
─
先
に
行
く
者
の
後
を
慕
っ
て
追
う
。
亡
き
人
の
跡
を
慕
う
と
い
う
哀
傷
歌
に
用
例
を
見
る
。
●
友
と
だ
に

知
れ
─
「
知
れ
」
は
「
知
る
」
の
命
令
形
。
二
句
切
れ
。
●
連
れ
て
こ
し
路
─
「
こ
し
路
」
に
「
来
し
路
」
と
「
越
路
」
と
を
掛
け

る
。【
参
考
】
古
今
歌
の
左
注
「
こ
の
歌
は
、
あ
る
人
、
男
女
も
ろ
と
も
に
人
の
国
へ
ま
か
り
け
り
、
男
ま
か
り
い
た
り
て
す
な
は

ち
身
ま
か
り
に
け
れ
ば
、
女
一
人
京
へ
帰
り
け
る
道
に
帰
る
雁
の
鳴
き
け
る
を
聞
き
て
よ
め
る
と
な
む
い
ふ
」
と
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
秋
に
連
れ
立
っ
て
や
っ
て
き
た
雁
の
中
に
は
こ
の
土
地
で
亡
く
な
っ
た
も
の
も
い
る
だ
ろ
う
か
ら
、
来
た
時
の
数
に
は
足
ら
ず
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悲
し
く
鳴
い
て
い
る
と
い
う
意
を
込
め
て
い
る
。

【
参
考
】「
北
へ
行
く
雁
ぞ
な
く
な
る
連
れ
て
こ
し
数
は
足
ら
で
ぞ
か
へ
る
べ
ら
な
る
」（『
古
今
集
』
羈
旅
・
四
一
二
・
読
人
し
ら
ず
）

三
八
　
か
へ
る
雁か
り

思お
も

ひ
連つ
ら

ぬ
る
こ
と
問ゝ
は
む
行
（
く
）
方
も
な
き
身
を
い
か
に
せ
ん

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】
三
五
番
歌
か
ら
の
「
帰
雁
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
帰
る
雁
が
連
な
っ
て
飛
び
な
が
ら
思
い
連
ね
て
い
る
こ
と
を
尋
ね
て
み
た
い
。
行
き
着
く
先
も
な
い
我
が
身
を
ど
の
よ

う
し
た
ら
よ
い
も
の
な
の
か
。

【
語
釈
】
●
思
ひ
つ
ら
ぬ
る
─
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
次
々
と
考
え
る
。【
参
考
】
躬
恒
歌
を
踏
ま
え
た
表
現
で
つ
ら
い
憂
き
こ
と
を
思

い
連
ね
て
い
る
。「
つ
ら
ぬ
る
」
に
「（
雁
が
）
連
ぬ
る
」
を
掛
け
る
。
●
こ
と
問
は
む
─
意
志
の
助
動
詞
「
む
」
の
終
止
形
。
三
句

切
れ
。

【
参
考
】「
う
き
こ
と
を
思
ひ
つ
ら
ね
て
雁
が
ね
の
鳴
き
こ
そ
わ
た
れ
秋
の
よ
な
よ
な
」（『
古
今
集
』
秋
上
・
二
一
三
・
凡
河
内
躬
恒
）

蕨

三
九
　
冬
枯か

れ
の
野
辺
の
お
ど
ろ
の
下し

た

蕨
も
え
て
い
つ
よ
り
春は

る

を
待ま

ち
け
む

【
合
点
】
花
町

【
詞
書
】「
蕨
」。
堀
河
百
首
題
と
し
て
「
早
蕨
」
が
あ
る
。

【
口
語
訳
】
冬
枯
れ
の
野
辺
の
乱
れ
茂
っ
た
下
蕨
が
も
え
出
て
い
つ
か
ら
春
を
待
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
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悲
し
く
鳴
い
て
い
る
と
い
う
意
を
込
め
て
い
る
。

【
参
考
】「
北
へ
行
く
雁
ぞ
な
く
な
る
連
れ
て
こ
し
数
は
足
ら
で
ぞ
か
へ
る
べ
ら
な
る
」（『
古
今
集
』
羈
旅
・
四
一
二
・
読
人
し
ら
ず
）

三
八
　
か
へ
る
雁か

り

思お
も

ひ
連つ

ら

ぬ
る
こ
と
問ゝ
は
む
行
（
く
）
方
も
な
き
身
を
い
か
に
せ
ん

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】
三
五
番
歌
か
ら
の
「
帰
雁
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
帰
る
雁
が
連
な
っ
て
飛
び
な
が
ら
思
い
連
ね
て
い
る
こ
と
を
尋
ね
て
み
た
い
。
行
き
着
く
先
も
な
い
我
が
身
を
ど
の
よ

う
し
た
ら
よ
い
も
の
な
の
か
。

【
語
釈
】
●
思
ひ
つ
ら
ぬ
る
─
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
次
々
と
考
え
る
。【
参
考
】
躬
恒
歌
を
踏
ま
え
た
表
現
で
つ
ら
い
憂
き
こ
と
を
思

い
連
ね
て
い
る
。「
つ
ら
ぬ
る
」
に
「（
雁
が
）
連
ぬ
る
」
を
掛
け
る
。
●
こ
と
問
は
む
─
意
志
の
助
動
詞
「
む
」
の
終
止
形
。
三
句

切
れ
。

【
参
考
】「
う
き
こ
と
を
思
ひ
つ
ら
ね
て
雁
が
ね
の
鳴
き
こ
そ
わ
た
れ
秋
の
よ
な
よ
な
」（『
古
今
集
』
秋
上
・
二
一
三
・
凡
河
内
躬
恒
）

蕨

三
九
　
冬
枯か

れ
の
野
辺
の
お
ど
ろ
の
下し

た

蕨
も
え
て
い
つ
よ
り
春は

る

を
待ま

ち
け
む

【
合
点
】
花
町

【
詞
書
】「
蕨
」。
堀
河
百
首
題
と
し
て
「
早
蕨
」
が
あ
る
。

【
口
語
訳
】
冬
枯
れ
の
野
辺
の
乱
れ
茂
っ
た
下
蕨
が
も
え
出
て
い
つ
か
ら
春
を
待
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
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【
語
釈
】
●
お
ど
ろ
の
下
蕨
─
「
下
蕨
」
は
春
に
な
っ
て
、
冬
枯
れ
の
草
の
中
に
小
さ
く
生
え
出
た
蕨
の
こ
と
。
そ
れ
が
乱
れ
生
い

茂
っ
て
い
る
様
子
。
●
春
を
待
ち
け
む
─
「
け
む
」
は
過
去
推
量
の
助
動
詞
。

【
参
考
】「
深
山
木
の
か
げ
の
の
下
の
下
蕨
も
え
い
づ
れ
ど
も
知
る
人
も
な
し
」（『
堀
河
百
首
』
春
・「
早
蕨
」・
一
三
九
・
藤
原
基
俊
）

遊
糸

四
〇
　
何な

に
にゝ
し
も
か
かゝ
る
と
は
な
き
い
と
ゆ
ふ
の
あ
る
か
な
き
か
の
わ
が
身
な
り
け
り

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
遊
糸
」。
永
久
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
何
か
に
限
っ
て
か
か
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
糸
遊
の
よ
う
な
い
る
の
か
い
な
い
の
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な
我
が
身
な

の
で
す
よ
。

【
語
釈
】
●
何
に
し
も
─
「
し
も
」
は
「
な
き
」
と
い
う
否
定
語
を
と
も
な
っ
て
、
そ
の
焦
点
が
「
何
か
に
限
る
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
」
こ
と
を
示
す
。
●
か
か
る
─
糸
の
縁
語
。
●
い
と
ゆ
ふ
─
か
げ
ろ
う
。
●
あ
る
か
な
き
か
─
【
参
考
】
歌
を
踏
え
た
表
現
。

【
参
考
】「
霞
は
れ
み
ど
り
の
空
も
の
ど
け
く
て
あ
る
か
な
き
か
に
遊
ぶ
い
と
ゆ
ふ
」（『
和
漢
朗
詠
集
』
下
・
雲
・
四
一
五
）

春
月

四
一
　
出い

で
入
（
る
）
も
い
づ
れ
境

さ
か
ひ

と
山や

ま

隠か
く

す
霞
を
わ
け
て
月
の
行
（
く
）
ら覧
ん

【
合
点
】
善
成
・
耕
雲

【
詞
書
】「
春
の
月
」。

六
六
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【
口
語
訳
】
出
た
り
入
っ
た
り
す
る
の
も
ど
こ
を
境
と
し
て
山
を
隠
し
て
い
る
の
か
。
恨
め
し
い
霞
を
分
け
て
春
の
月
が
行
く
の
で

し
ょ
う
。

【
語
釈
】
●
出
で
入
る
も
─
月
が
出
た
り
、
入
っ
た
り
す
る
。
●
い
づ
れ
境
と
山
隠
す
─
【
参
考
】
古
今
歌
で
春
に
な
っ
て
東
国
か

ら
都
に
や
っ
て
く
る
途
中
、
都
を
隠
す
霞
を
恨
め
し
く
思
う
と
す
る
そ
の
気
持
ち
を
踏
ま
え
、
春
の
月
が
霞
に
よ
っ
て
出
で
入
る
山

の
境
を
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
も
ど
か
し
く
思
う
と
表
現
。

【
参
考
】
本
歌
「
山
か
く
す
春
の
霞
ぞ
う
ら
め
し
き
い
づ
れ
都
の
境
な
る
ら
む
」（『
古
今
集
』
羈
旅
・
四
一
三
・
乙
）

待
花

四
二
　
し
ば
し
た
だゞ
消き

え
せ
ぬ
雪
を
花
と
見
て
待ま

つ
日
も
遅お

そ

き
山
桜
か
な

【
合
点
】
花
町

【
詞
書
】「
待
つ
花
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
少
し
の
間
た
だ
消
え
る
こ
と
の
な
い
雪
を
花
だ
と
思
っ
て
見
て
待
つ
日
も
遅
い
山
桜
な
の
だ
な
。

【
語
釈
】
●
待
つ
日
も
遅
き
─
【
参
考
】
後
撰
集
の
贈
答
歌
の
返
歌
を
踏
ま
え
た
表
現
。【
補
説
】
参
照
。

【
参
考
】「
山
が
く
れ
消
え
せ
ぬ
雪
の
わ
び
し
き
は
君
ま
つ
の
は
に
か
か
り
て
ぞ
降
る
」（『
後
撰
集
』
恋
六
・
一
〇
七
二
・「
心
ざ
し
侍
る

女
宮
仕
へ
し
侍
り
け
れ
ば
、
逢
ふ
こ
と
難
く
て
侍
り
け
る
に
、
雪
の
降
る
に
つ
か
は
し
け
る
」・（
読
人
し
ら
ず
）・「
我
が
恋
ひ
し
君
が
あ
た
り
を
は

な
れ
ね
ば
降
る
白
雪
も
空
に
消
ゆ
ら
ん
」、
一
〇
七
三
・「
返
し
」・
読
人
し
ら
ず
）

【
補
説
】『
後
撰
集
』
一
〇
七
三
番
歌
の
山
の
陰
で
消
え
ず
に
残
っ
て
い
る
雪
の
わ
び
し
さ
と
相
手
を
待
っ
て
い
る
わ
び
し
さ
と
い
う

恋
の
要
素
を
取
り
込
み
、
当
該
歌
で
は
二
句
目
と
四
句
目
で
花
が
咲
く
の
を
待
つ
と
よ
み
、
題
の
本
意
を
表
し
て
い
る
。

六
六



� 35『源経氏歌集』四季部注釈稿（上）（鹿野）

【
口
語
訳
】
出
た
り
入
っ
た
り
す
る
の
も
ど
こ
を
境
と
し
て
山
を
隠
し
て
い
る
の
か
。
恨
め
し
い
霞
を
分
け
て
春
の
月
が
行
く
の
で

し
ょ
う
。

【
語
釈
】
●
出
で
入
る
も
─
月
が
出
た
り
、
入
っ
た
り
す
る
。
●
い
づ
れ
境
と
山
隠
す
─
【
参
考
】
古
今
歌
で
春
に
な
っ
て
東
国
か

ら
都
に
や
っ
て
く
る
途
中
、
都
を
隠
す
霞
を
恨
め
し
く
思
う
と
す
る
そ
の
気
持
ち
を
踏
ま
え
、
春
の
月
が
霞
に
よ
っ
て
出
で
入
る
山

の
境
を
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
も
ど
か
し
く
思
う
と
表
現
。

【
参
考
】
本
歌
「
山
か
く
す
春
の
霞
ぞ
う
ら
め
し
き
い
づ
れ
都
の
境
な
る
ら
む
」（『
古
今
集
』
羈
旅
・
四
一
三
・
乙
）

待
花

四
二
　
し
ば
し
た
だゞ
消き

え
せ
ぬ
雪
を
花
と
見
て
待ま

つ
日
も
遅お

そ

き
山
桜
か
な

【
合
点
】
花
町

【
詞
書
】「
待
つ
花
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
少
し
の
間
た
だ
消
え
る
こ
と
の
な
い
雪
を
花
だ
と
思
っ
て
見
て
待
つ
日
も
遅
い
山
桜
な
の
だ
な
。

【
語
釈
】
●
待
つ
日
も
遅
き
─
【
参
考
】
後
撰
集
の
贈
答
歌
の
返
歌
を
踏
ま
え
た
表
現
。【
補
説
】
参
照
。

【
参
考
】「
山
が
く
れ
消
え
せ
ぬ
雪
の
わ
び
し
き
は
君
ま
つ
の
は
に
か
か
り
て
ぞ
降
る
」（『
後
撰
集
』
恋
六
・
一
〇
七
二
・「
心
ざ
し
侍
る

女
宮
仕
へ
し
侍
り
け
れ
ば
、
逢
ふ
こ
と
難
く
て
侍
り
け
る
に
、
雪
の
降
る
に
つ
か
は
し
け
る
」・（
読
人
し
ら
ず
）・「
我
が
恋
ひ
し
君
が
あ
た
り
を
は

な
れ
ね
ば
降
る
白
雪
も
空
に
消
ゆ
ら
ん
」、
一
〇
七
三
・「
返
し
」・
読
人
し
ら
ず
）

【
補
説
】『
後
撰
集
』
一
〇
七
三
番
歌
の
山
の
陰
で
消
え
ず
に
残
っ
て
い
る
雪
の
わ
び
し
さ
と
相
手
を
待
っ
て
い
る
わ
び
し
さ
と
い
う

恋
の
要
素
を
取
り
込
み
、
当
該
歌
で
は
二
句
目
と
四
句
目
で
花
が
咲
く
の
を
待
つ
と
よ
み
、
題
の
本
意
を
表
し
て
い
る
。

六
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四
三
　
咲さ

か
ぬ
間ま

は
さ
て
い
つ
ま
で
ぞ
花は
な

見み

ん
と
い
そ
ぎ
し
春
ぞ
な
か
ば
過す

ぎ
ぬ
る

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】
四
二
番
歌
「
待
花
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
咲
か
な
い
間
は
そ
れ
に
し
て
も
い
っ
た
い
い
つ
ま
で
で
し
ょ
う
か
。
花
を
見
よ
う
と
急
い
だ
春
は
半
ば
を
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
よ
。

【
語
釈
】
●
さ
て
─
感
動
詞
。
そ
れ
に
し
て
も
、
ま
あ
。
●
い
つ
ま
で
ぞ
─
い
っ
た
い
い
つ
ま
で
咲
か
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ

で
切
れ
、
二
句
切
れ
。
●
花
見
ん
と
─
「
ん
（
む
）」
は
意
志
の
助
動
詞
。

【
参
考
】「
植
ゑ
し
時
花
見
む
と
し
も
思
は
ぬ
に
さ
き
散
る
見
れ
ば
齢
老
い
に
け
り
」（『
後
撰
集
』
春
中
・
四
七
・
藤
原
扶
幹
）

尋
花

四
四
　
桜

さ
く
ら

咲さ

く
花
の
と
こ
ろ
は
知し

ら
ね
ど
も
ま
づ
わ
け
入い

ら
ん
み
吉よ

し

野の

のゝ
山

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】「
尋
ぬ
る
花
」。『
千
首
』
題
。『
為
重
朝
臣
詠
草
』（
四
六
）
康
暦
二
年
三
月
（
十
八
日
）
当
座
三
十
首
に
出
題
。

【
口
語
訳
】
桜
が
咲
く
そ
の
花
の
場
所
は
知
ら
な
い
け
れ
ど
、
と
も
か
く
ま
ず
は
分
け
入
っ
て
み
よ
う
、
み
吉
野
の
山
へ
。

【
語
釈
】
●
み
吉
野
の
山
─
大
和
国
の
歌
枕
。
現
在
の
奈
良
県
吉
野
郡
の
山
。

【
参
考
】「
桜
咲
く
花
の
所
の
吉
野
山
深
く
や
春
に
契
り
お
き
け
ん
」（『
長
綱
集
』
八
三
）

六
六
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初
花

四
五
　
咲さ

き
そ
む
る
一
も
と
ゆ
ゑへ

に
な
べ
て
世よ

の
木
ず
ゑ
の
花
ぞ
い
と
どゝ
つ
れ
な
き

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
初は
つ

花
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
咲
き
始
め
た
一
本
の
桜
が
あ
る
が
故
に
す
べ
て
の
世
の
梢
の
花
は
一
段
と
つ
れ
な
い
も
の
だ
。

【
語
釈
】
●
花
ぞ
い
と
ど
つ
れ
な
き
─
「
い
と
ど
」
は
い
よ
い
よ
、
ま
す
ま
す
の
意
。「
つ
れ
な
き
」
は
係
助
詞
「
ぞ
」
を
受
け
て
係

り
結
び
と
な
り
連
体
形
。「
散
過
ぐ
る
比
し
も
花
に
の
こ
る
月
い
と
ど
つ
れ
な
き
在
明
の
空
」（『
草
根
集
』
一
一
九
五
・「
暁
花
」）
な
ど

の
用
例
が
あ
る
。

【
参
考
】「
咲
き
そ
む
る
宿
の
桜
の
一
も
と
よ
春
の
け
し
き
に
秋
ぞ
知
ら
る
る
」（『
風
雅
集
』
釈
教
・
二
〇
七
八
・
永
福
門
院
内
侍
）

四
六
　
一
木
よ
り
家
路ぢ

忘わ
す

る
るゝ
心

こ
ゝ
ろ

に
も
花
の
と
こ
ろ
ぞ
あ
ま
た
ゆ
か
し
き

【
合
点
】
良
基

【
詞
書
】
四
五
番
歌
「
初
花
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
一
本
の
木
の
た
め
に
家
路
を
忘
れ
る
心
に
も
花
の
咲
い
て
い
る
場
所
は
多
く
心
が
惹
か
れ
る
。

【
語
釈
】
●
一
木
よ
り
─
「
よ
り
」
は
あ
る
物
の
働
き
か
け
が
起
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
表
す
。
●
家
路
─
我
が
家
に
帰
る
路
。

●
あ
ま
た
ゆ
か
し
き
─
「
あ
ま
た
」
は
多
く
の
。「
ゆ
か
し
き
」
は
係
助
詞
「
ぞ
」
を
受
け
て
係
り
結
び
と
な
り
連
体
形
。

【
参
考
】「
こ
の
里
に
旅
寝
し
ぬ
べ
し
桜
花
ち
り
の
ま
が
ひ
に
家
路
忘
れ
て
」（『
古
今
集
』
春
下
・
七
二
・
読
人
し
ら
ず
）

【
補
説
】
一
本
の
桜
の
木
の
た
め
に
家
路
は
忘
れ
て
し
ま
う
が
、
桜
が
咲
い
て
い
る
多
く
の
場
所
に
は
心
が
惹
か
れ
る
、
と
よ
ん
だ
。

六
九
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初
花

四
五
　
咲さ

き
そ
む
る
一
も
と
ゆ
ゑへ

に
な
べ
て
世よ

の
木
ず
ゑ
の
花
ぞ
い
と
どゝ
つ
れ
な
き

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
初は

つ

花
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
咲
き
始
め
た
一
本
の
桜
が
あ
る
が
故
に
す
べ
て
の
世
の
梢
の
花
は
一
段
と
つ
れ
な
い
も
の
だ
。

【
語
釈
】
●
花
ぞ
い
と
ど
つ
れ
な
き
─
「
い
と
ど
」
は
い
よ
い
よ
、
ま
す
ま
す
の
意
。「
つ
れ
な
き
」
は
係
助
詞
「
ぞ
」
を
受
け
て
係

り
結
び
と
な
り
連
体
形
。「
散
過
ぐ
る
比
し
も
花
に
の
こ
る
月
い
と
ど
つ
れ
な
き
在
明
の
空
」（『
草
根
集
』
一
一
九
五
・「
暁
花
」）
な
ど

の
用
例
が
あ
る
。

【
参
考
】「
咲
き
そ
む
る
宿
の
桜
の
一
も
と
よ
春
の
け
し
き
に
秋
ぞ
知
ら
る
る
」（『
風
雅
集
』
釈
教
・
二
〇
七
八
・
永
福
門
院
内
侍
）

四
六
　
一
木
よ
り
家
路ぢ

忘わ
す

る
るゝ
心

こ
ゝ
ろ

に
も
花
の
と
こ
ろ
ぞ
あ
ま
た
ゆ
か
し
き

【
合
点
】
良
基

【
詞
書
】
四
五
番
歌
「
初
花
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
一
本
の
木
の
た
め
に
家
路
を
忘
れ
る
心
に
も
花
の
咲
い
て
い
る
場
所
は
多
く
心
が
惹
か
れ
る
。

【
語
釈
】
●
一
木
よ
り
─
「
よ
り
」
は
あ
る
物
の
働
き
か
け
が
起
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
表
す
。
●
家
路
─
我
が
家
に
帰
る
路
。

●
あ
ま
た
ゆ
か
し
き
─
「
あ
ま
た
」
は
多
く
の
。「
ゆ
か
し
き
」
は
係
助
詞
「
ぞ
」
を
受
け
て
係
り
結
び
と
な
り
連
体
形
。

【
参
考
】「
こ
の
里
に
旅
寝
し
ぬ
べ
し
桜
花
ち
り
の
ま
が
ひ
に
家
路
忘
れ
て
」（『
古
今
集
』
春
下
・
七
二
・
読
人
し
ら
ず
）

【
補
説
】
一
本
の
桜
の
木
の
た
め
に
家
路
は
忘
れ
て
し
ま
う
が
、
桜
が
咲
い
て
い
る
多
く
の
場
所
に
は
心
が
惹
か
れ
る
、
と
よ
ん
だ
。

六
九

32 桜 文 論 叢

花
の
歌
の
中
に

四
七
　
桜
さ
く
ら

狩が

り
さ
こ
そ
家
路ぢ

の
忘わ

す

ら
れ
め
宿や

ど

を
も
そ
こ
と
言い

は
ぬ
こ
ろ
か
な

【
合
点
】
為
重
・
耕
雲

【
詞
書
】「
花
の
歌
を
詠
ん
だ
中
の
一
首
」。

【
口
語
訳
】
桜
狩
り
に
出
か
け
る
と
家
路
を
忘
れ
る
だ
ろ
う
。
宿
は
そ
こ
で
す
よ
と
今
は
言
わ
れ
な
い
な
。

【
語
釈
】
●
桜
狩
り
─
観
桜
。
花
見
。
●
さ
こ
そ
─
副
詞
「
さ
」
に
強
め
の
指
示
を
表
す
係
助
詞
「
こ
そ
」。
桜
狩
に
出
か
け
る
と
当

然
、
家
路
を
忘
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
い
う
心
理
を
肯
定
す
る
気
持
ち
を
表
す
。
●
忘
ら
れ
め
─
「
忘
る
」
の
未
然
形
に
自
発
の
意

の
「
る
」
に
推
量
の
意
の
「
む
」
の
已
然
形
。
係
助
詞
「
こ
そ
」
を
受
け
て
係
り
結
び
と
な
り
、
三
句
切
れ
。
●
言
は
ぬ
こ
ろ
か
な

─
「
こ
ろ
」
は
今
は
～
す
る
、
の
意
。

【
参
考
】
四
六
番
歌
【
参
考
】
参
照
。

【
補
説
】
古
今
集
七
二
番
歌
の
散
り
敷
く
桜
花
の
た
め
に
家
路
を
忘
れ
て
旅
寝
を
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
当
該
歌
は
旅
寝
の
宿
は

そ
こ
だ
と
言
わ
れ
な
い
と
す
る
。

四
八
　
か
つ
咲さ

く
と
見
え
し
木
ず
ゑ
も
わ
か
ぬ
ま
で
花
に
な
り
ぬ
る
み
吉よ
し

野の

のゝ
山

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】
四
七
番
歌
「
花
の
歌
の
中
に
」
の
詞
書
を
受
け
て
い
る
歌
の
内
容
で
あ
る
。

【
口
語
訳
】
す
ぐ
に
咲
く
と
思
っ
た
梢
も
分
か
ら
な
く
な
る
ほ
ど
花
が
咲
き
誇
っ
て
い
る
み
吉
野
の
山
だ
よ
。

【
語
釈
】
●
か
つ
─
た
ち
ま
ち
。
す
ぐ
に
。
●
花
に
な
り
ぬ
る
─
「
な
り
ぬ
る
」
は
ラ
行
四
段
動
詞
「
な
る
」
の
連
用
形
に
状
態
が

六
二
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発
生
す
る
意
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
連
体
形
。
桜
花
が
吉
野
山
全
体
で
満
開
と
な
っ
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
●
み
吉
野
の
山
─

四
四
番
歌
参
照
。

【
参
考
】「
か
へ
る
さ
は
道
ま
よ
ふ
と
も
山
桜
か
つ
咲
く
峰
を
な
ほ
や
た
づ
ね
む
」（『
新
玉
津
島
社
歌
合
』「
尋
花
」・
藤
原
実
夏
）

遠
山
花

四
九
　
山
遠と

を

み
雲
と
花
と
を
い
く
た
び
か
わ
か
で
心
の
行
（
き
）
か
へ
る
ら
む

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
遠
山
の
花
」。『
為
重
朝
臣
詠
草
』（
二
三
三
）
康
暦
二
年
八
月
「
十
六
日
、
禁
裏
当
座
三
十
首
、
大
樹
参
上
、
同
夜
九
打
程

に
、
別
当
并
万
里
小
路
黄
門
可
参
之
由
送
状
候
間
、
則
参
上
」
で
出
題
。

【
口
語
訳
】
山
が
遠
い
の
で
、
雲
と
花
と
を
幾
度
も
行
く
も
の
の
分
か
ら
な
く
て
心
が
行
き
来
す
る
の
だ
ろ
う
。

【
語
釈
】
●
山
遠
み
─
「
遠
み
」
は
「
遠
し
」
の
ミ
語
法
。
●
い
く
た
び
か
─
「
幾
」
と
「
行
く
」
と
を
掛
け
る
。「
か
」
は
係
助
詞
。

●
わ
か
で
─
分
別
し
な
い
で
。
●
心
の
行
き
か
へ
る
ら
む
─
現
在
推
量
の
意
を
表
す
「
ら
む
」
の
連
体
形
。
係
り
結
び
。

【
参
考
】「
山
高
み
雲
ゐ
に
見
ゆ
る
桜
花
心
の
行
き
て
を
ら
ぬ
日
ぞ
な
き
」（『
古
今
集
』
賀
・
三
五
八
）

【
補
説
】【
参
考
】
古
今
歌
で
実
際
に
は
山
が
高
い
の
で
雲
の
辺
り
に
あ
る
桜
を
折
り
に
は
行
け
な
い
が
心
だ
け
が
花
を
折
り
に
行
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、
当
該
歌
で
は
行
っ
て
み
た
も
の
の
雲
か
花
か
分
か
ら
ず
に
心
が
行
き
来
し
て
い
る
と
す
る
。

六
六
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発
生
す
る
意
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
連
体
形
。
桜
花
が
吉
野
山
全
体
で
満
開
と
な
っ
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
●
み
吉
野
の
山
─

四
四
番
歌
参
照
。

【
参
考
】「
か
へ
る
さ
は
道
ま
よ
ふ
と
も
山
桜
か
つ
咲
く
峰
を
な
ほ
や
た
づ
ね
む
」（『
新
玉
津
島
社
歌
合
』「
尋
花
」・
藤
原
実
夏
）

遠
山
花

四
九
　
山
遠と

を

み
雲
と
花
と
を
い
く
た
び
か
わ
か
で
心
の
行
（
き
）
か
へ
る
ら
む

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
遠
山
の
花
」。『
為
重
朝
臣
詠
草
』（
二
三
三
）
康
暦
二
年
八
月
「
十
六
日
、
禁
裏
当
座
三
十
首
、
大
樹
参
上
、
同
夜
九
打
程

に
、
別
当
并
万
里
小
路
黄
門
可
参
之
由
送
状
候
間
、
則
参
上
」
で
出
題
。

【
口
語
訳
】
山
が
遠
い
の
で
、
雲
と
花
と
を
幾
度
も
行
く
も
の
の
分
か
ら
な
く
て
心
が
行
き
来
す
る
の
だ
ろ
う
。

【
語
釈
】
●
山
遠
み
─
「
遠
み
」
は
「
遠
し
」
の
ミ
語
法
。
●
い
く
た
び
か
─
「
幾
」
と
「
行
く
」
と
を
掛
け
る
。「
か
」
は
係
助
詞
。

●
わ
か
で
─
分
別
し
な
い
で
。
●
心
の
行
き
か
へ
る
ら
む
─
現
在
推
量
の
意
を
表
す
「
ら
む
」
の
連
体
形
。
係
り
結
び
。

【
参
考
】「
山
高
み
雲
ゐ
に
見
ゆ
る
桜
花
心
の
行
き
て
を
ら
ぬ
日
ぞ
な
き
」（『
古
今
集
』
賀
・
三
五
八
）

【
補
説
】【
参
考
】
古
今
歌
で
実
際
に
は
山
が
高
い
の
で
雲
の
辺
り
に
あ
る
桜
を
折
り
に
は
行
け
な
い
が
心
だ
け
が
花
を
折
り
に
行
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、
当
該
歌
で
は
行
っ
て
み
た
も
の
の
雲
か
花
か
分
か
ら
ず
に
心
が
行
き
来
し
て
い
る
と
す
る
。

六
六
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名
所
花

五
〇
　
咲さ

き
続つ

ゞ

く
尾お

の
へ上

も
八や

へ重
の
花
ざ
か
り
山
の
名
に
立た

つ
雲
か
と
ぞ
み
る

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
名
所
の
花
」。

【
口
語
訳
】
咲
き
続
く
尾
上
で
も
八
重
の
花
が
盛
り
を
迎
え
て
い
る
。
山
の
評
判
と
同
様
に
雲
が
立
っ
て
い
る
の
か
と
思
っ
た
。

【
語
釈
】
●
尾
上
─
山
の
頂
。
こ
こ
で
は
【
参
考
】
に
挙
げ
た
匡
房
の
歌
を
念
頭
に
置
き
、
題
に
あ
る
名
所
と
し
て
高
砂
を
想
起
さ

せ
る
。【
参
考
】
匡
房
歌
で
は
一
般
名
詞
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
「
高
砂
」
は
歌
題
に
「
名
所
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

播
磨
国
の
歌
枕
。
現
在
の
兵
庫
県
高
砂
市
の
辺
り
。

【
参
考
】「
高
砂
の
尾
上
の
桜
咲
き
に
け
り
外
山
の
霞
立
た
ず
も
あ
ら
な
ん
」（『
後
拾
遺
集
』
春
上
・
一
二
〇
・
大
江
匡
房
）

遠
望
山
花

五
一
　
龍
田
河
花は

な

の
錦

に
し
き

も
中
絶た

え
て
一
む
ら
な
び
く
朝あ

さ

霞
か
な

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
山さ

ん

花く
は

を
遠
く
望
む
」。
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
「
此
の
題
の
大
意
、
遠
山
の
花
を
み
や
り

た
る
心
な
り
。
何
も
花
の
見
わ
き
が
た
き
事
を
よ
め
り
。
雲
に
ま
が
ひ
、
霞
を
か
こ
ち
、
か
を
り
く
る
風
の
つ
て
を
思
へ
る
心
な
ど
、

取
り
〴
〵
に
お
ほ
か
る
べ
し
。」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
龍
田
川
は
花
の
錦
も
途
中
で
絶
え
て
、
一
群
だ
け
靡
い
て
い
る
の
は
朝
霞
な
の
だ
な
。

【
語
釈
】
●
龍
田
河
─
「
龍
田
」
は
一
四
番
歌
参
照
。
題
の
「
山
」
で
は
な
く
「
河
」
と
し
た
の
は
【
参
考
】
道
真
歌
の
「
紅
葉
の

六
六
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錦
」
を
踏
ま
え
て
い
る
た
め
。
●
花
の
錦
─
美
し
く
咲
く
花
を
錦
に
見
立
て
た
。
秋
の
紅
葉
だ
け
で
は
な
く
、
春
の
桜
も
龍
田
川
に

散
り
敷
い
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
●
中
絶
え
て
─
霞
に
よ
っ
て
花
の
錦
が
途
中
で
切
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
●
ひ
と
む
ら
─
霞
が
ひ

と
か
た
ま
り
に
な
っ
て
い
る
様
子
を
表
す
。
●
朝
霞
─
題
の
「
遠
望
」
を
婉
曲
に
表
現
。「
ま
は
し
て
」
心
を
詠
ん
で
い
る
。

【
参
考
】「
こ
の
た
び
は
ぬ
さ
も
と
り
あ
へ
ず
た
む
け
山
紅
葉
の
錦
神
の
ま
に
ま
に
」（『
古
今
集
』
羈
旅
・
四
二
〇
・
菅
原
道
真
）

山
路
花

五
二
　
山や

ま

桜
ざ
く
ら

見
つ
つゝ
我わ

が
来こ

し
木
ず
ゑ
さ
へ
ま又
た
し
ら
雲
に
な
に
ま
が
ふ
ら
む

【
合
点
】
為
遠
・
耕
雲

【
詞
書
】「
山
路
の
花
」。

【
口
語
訳
】
山
桜
を
折
る
こ
と
も
で
き
ず
見
る
だ
け
で
帰
っ
て
来
た
あ
の
梢
さ
え
ど
う
し
て
ま
た
白
雲
に
紛
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

【
語
釈
】
●
見
つ
つ
我
が
来
し
─
【
参
考
】
貫
之
歌
の
二
・
三
句
目
を
摂
取
。
●
し
ら
雲
─
「
し
ら
」
に
「
白
（
雲
）」
と
「
知
ら

（
ず
）」
と
を
掛
け
る
。

【
参
考
】「
山
高
み
見
つ
つ
我
が
来
し
桜
花
風
は
心
に
ま
か
す
べ
ら
な
り
」（『
古
今
集
』
春
上
・
八
七
・
紀
貫
之
）

見
花

五
三
　
な
れ
ゆ
く
を
友
と
は
花は

な

も
思お
も

ふ
ら
む
そ
む
る
心
こ
ゝ
ろ

の
色
見
え
ず
と
も

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
見
る
花
」。『
千
首
』
題
。

九
七
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錦
」
を
踏
ま
え
て
い
る
た
め
。
●
花
の
錦
─
美
し
く
咲
く
花
を
錦
に
見
立
て
た
。
秋
の
紅
葉
だ
け
で
は
な
く
、
春
の
桜
も
龍
田
川
に

散
り
敷
い
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
●
中
絶
え
て
─
霞
に
よ
っ
て
花
の
錦
が
途
中
で
切
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
●
ひ
と
む
ら
─
霞
が
ひ

と
か
た
ま
り
に
な
っ
て
い
る
様
子
を
表
す
。
●
朝
霞
─
題
の
「
遠
望
」
を
婉
曲
に
表
現
。「
ま
は
し
て
」
心
を
詠
ん
で
い
る
。

【
参
考
】「
こ
の
た
び
は
ぬ
さ
も
と
り
あ
へ
ず
た
む
け
山
紅
葉
の
錦
神
の
ま
に
ま
に
」（『
古
今
集
』
羈
旅
・
四
二
〇
・
菅
原
道
真
）

山
路
花

五
二
　
山や

ま

桜
ざ
く
ら

見
つ
つゝ
我わ

が
来こ

し
木
ず
ゑ
さ
へ
ま又
た
し
ら
雲
に
な
に
ま
が
ふ
ら
む

【
合
点
】
為
遠
・
耕
雲

【
詞
書
】「
山
路
の
花
」。

【
口
語
訳
】
山
桜
を
折
る
こ
と
も
で
き
ず
見
る
だ
け
で
帰
っ
て
来
た
あ
の
梢
さ
え
ど
う
し
て
ま
た
白
雲
に
紛
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

【
語
釈
】
●
見
つ
つ
我
が
来
し
─
【
参
考
】
貫
之
歌
の
二
・
三
句
目
を
摂
取
。
●
し
ら
雲
─
「
し
ら
」
に
「
白
（
雲
）」
と
「
知
ら

（
ず
）」
と
を
掛
け
る
。

【
参
考
】「
山
高
み
見
つ
つ
我
が
来
し
桜
花
風
は
心
に
ま
か
す
べ
ら
な
り
」（『
古
今
集
』
春
上
・
八
七
・
紀
貫
之
）

見
花

五
三
　
な
れ
ゆ
く
を
友
と
は
花は

な

も
思お

も

ふ
ら
む
そ
む
る
心

こ
ゝ
ろ

の
色
見
え
ず
と
も

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
見
る
花
」。『
千
首
』
題
。

九
七
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【
口
語
訳
】
た
び
た
び
眺
め
て
打
ち
解
け
て
ゆ
く
の
で
、
友
だ
と
花
も
思
う
の
だ
ろ
う
。
深
く
思
う
そ
の
心
の
色
は
見
え
な
い
け
れ

ど
。

【
語
釈
】
●
な
れ
ゆ
く
を
─
花
を
見
慣
れ
て
い
る
の
で
。
桜
を
擬
人
化
し
て
い
る
の
で
、
打
ち
解
け
て
、
と
訳
し
た
。
●
思
ふ
ら
む

─
「
ら
む
」
は
現
在
推
量
の
助
動
詞
で
終
止
形
。
こ
こ
で
切
れ
、
三
句
切
れ
。
●
そ
む
る
心
の
色
─
「
心
の
色
」
は
深
く
思
い
込
ん

で
い
る
心
の
様
子
。「
そ
む
る
」
は
「
染
む
」
で
「
色
」
の
縁
語
。

【
参
考
】「
年
ご
と
に
そ
む
る
心
の
し
る
し
あ
ら
ば
い
か
な
る
色
に
花
の
さ
か
ま
し
」（『
新
後
拾
遺
集
』
春
上
・
九
一
・
登
蓮
法
師
）

野
花
留
人

五
四
　
み
吉よ
し

野の

を
い
ま
さ
ら
宿や

ど
とゝ
た
の
む
身
は
花
に
や
と
ま
る
心
な
る
ら
む

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
野
の
花
人
を
留
む
」。
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
「
此
の
題
秋
に
も
出
た
れ
ど
、
こ
ゝ
に
て

は
勿
論
春
な
り
。
花
の
お
も
し
ろ
き
に
め
で
ゝ
か
へ
り
も
や
ら
ぬ
心
な
り
。
或
は
終
日
花
に
か
り
暮
し
て
帰
る
さ
を
忘
れ
た
る
心
を

い
ひ
、
又
は
こ
の
本
に
日
数
を
か
さ
ね
た
る
心
を
も
読
む
べ
し
。」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
み
吉
野
を
今
に
な
っ
て
ま
た
宿
と
頼
み
に
す
る
我
が
身
は
花
に
留
ま
る
気
持
ち
な
の
だ
ろ
う
か
し
ら
。

【
語
釈
】
●
み
吉
野
─
大
和
国
の
歌
枕
。
四
四
番
歌
参
照
。
●
い
ま
さ
ら
─
改
め
て
今
、
の
意
。
●
宿
─
「
と
ま
る
」
は
縁
語
。�

●
下
句
─
「
に
や
」
は
疑
問
を
表
す
。「
ら
む
」
は
現
在
推
量
の
意
で
、「
や
」
を
受
け
て
連
体
形
。

【
参
考
】「
花
ゆ
ゑ
に
い
ま
さ
ら
訪
は
ば
我
が
家
と
た
の
む
よ
し
の
も
道
や
た
ど
ら
む
」（『
新
玉
津
島
社
歌
合
』
五
十
番
・「
尋
花
」・
右
・

頓
阿
）

九
七
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海
辺
花

五
五
　
影
う
つ
す
磯い

そ

山
桜
咲さ

き
し
よ
り
波
の
花
に
も
春
は
見
え
つ
つゝ

【
合
点
】
善
成
・
耕
雲

【
詞
書
】「
海
辺
の
花
」。

【
口
語
訳
】
海
に
影
を
映
す
磯
辺
近
く
の
山
に
あ
る
桜
が
咲
く
や
い
な
や
、
波
に
も
花
が
映
っ
て
春
の
景
気
が
見
え
る
こ
と
だ
。

【
語
釈
】
●
磯
山
桜
─
磯
辺
に
あ
る
山
に
咲
く
桜
。
●
咲
き
し
よ
り
─
「
し
」
は
過
去
の
事
実
を
表
す
助
動
詞
「
き
」
の
連
体
形
に

「
よ
り
」
が
接
続
し
即
時
の
意
味
を
表
す
。
咲
く
と
す
ぐ
に
。
●
波
の
花
に
も
春
は
見
え
つ
つ
─
白
い
波
頭
を
花
に
見
立
て
た
表
現

に
波
に
山
桜
の
影
が
映
る
様
子
を
重
ね
る
。

【
参
考
】「
海
士
の
住
む
磯
山
桜
散
る
花
の
波
か
け
衣
袖
匂
ふ
ら
し
」（『
続
草
庵
集
』
九
四
・「
御
子
左
入
道
大
納
言
、
蔡
花
園
に
歌
よ
ま
れ

し
時
、
海
辺
花
」）、「
志
賀
の
浦
の
波
の
花
こ
そ
影
う
つ
す
比
良
の
高
嶺
の
桜
な
り
け
れ
」（『
新
葉
集
』
春
下
・
九
〇
・
藤
原
光
任
）

河
辺
花

五
六
　
吉よ

し

野の

河
木
ず
ゑ
の
花は
な

の
陰影

な
れ
や
流な
が

れ
も
や
ら
ぬ
水
の
し
ら
波

【
合
点
】
為
遠
・
耕
雲

【
詞
書
】「
河
辺
の
花
」。

【
口
語
訳
】
吉
野
川
で
は
梢
の
花
の
陰
な
の
だ
ろ
う
か
。
流
れ
が
滞
っ
て
水
の
白
波
が
立
っ
て
い
る
。

【
語
釈
】
●
吉
野
河
─
大
和
国
の
歌
枕
。
四
四
番
歌
参
照
。
●
陰
な
れ
や
─
「
や
」
は
疑
問
の
意
。
三
句
切
れ
。
●
流
れ
も
や
ら
ぬ

─
「
遣
る
」
は
（
水
を
）
流
れ
行
か
せ
る
、
の
意
。

九
七
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海
辺
花

五
五
　
影
う
つ
す
磯い
そ

山
桜
咲さ

き
し
よ
り
波
の
花
に
も
春
は
見
え
つ
つゝ

【
合
点
】
善
成
・
耕
雲

【
詞
書
】「
海
辺
の
花
」。

【
口
語
訳
】
海
に
影
を
映
す
磯
辺
近
く
の
山
に
あ
る
桜
が
咲
く
や
い
な
や
、
波
に
も
花
が
映
っ
て
春
の
景
気
が
見
え
る
こ
と
だ
。

【
語
釈
】
●
磯
山
桜
─
磯
辺
に
あ
る
山
に
咲
く
桜
。
●
咲
き
し
よ
り
─
「
し
」
は
過
去
の
事
実
を
表
す
助
動
詞
「
き
」
の
連
体
形
に

「
よ
り
」
が
接
続
し
即
時
の
意
味
を
表
す
。
咲
く
と
す
ぐ
に
。
●
波
の
花
に
も
春
は
見
え
つ
つ
─
白
い
波
頭
を
花
に
見
立
て
た
表
現

に
波
に
山
桜
の
影
が
映
る
様
子
を
重
ね
る
。

【
参
考
】「
海
士
の
住
む
磯
山
桜
散
る
花
の
波
か
け
衣
袖
匂
ふ
ら
し
」（『
続
草
庵
集
』
九
四
・「
御
子
左
入
道
大
納
言
、
蔡
花
園
に
歌
よ
ま
れ

し
時
、
海
辺
花
」）、「
志
賀
の
浦
の
波
の
花
こ
そ
影
う
つ
す
比
良
の
高
嶺
の
桜
な
り
け
れ
」（『
新
葉
集
』
春
下
・
九
〇
・
藤
原
光
任
）

河
辺
花

五
六
　
吉よ

し

野の

河
木
ず
ゑ
の
花は

な

の
陰影

な
れ
や
流な

が

れ
も
や
ら
ぬ
水
の
し
ら
波

【
合
点
】
為
遠
・
耕
雲

【
詞
書
】「
河
辺
の
花
」。

【
口
語
訳
】
吉
野
川
で
は
梢
の
花
の
陰
な
の
だ
ろ
う
か
。
流
れ
が
滞
っ
て
水
の
白
波
が
立
っ
て
い
る
。

【
語
釈
】
●
吉
野
河
─
大
和
国
の
歌
枕
。
四
四
番
歌
参
照
。
●
陰
な
れ
や
─
「
や
」
は
疑
問
の
意
。
三
句
切
れ
。
●
流
れ
も
や
ら
ぬ

─
「
遣
る
」
は
（
水
を
）
流
れ
行
か
せ
る
、
の
意
。

九
七
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【
参
考
】「
小
初
瀬
の
花
の
さ
か
り
や
み
な
の
河
峰
よ
り
お
つ
る
水
の
白
波
」（『
新
後
拾
遺
集
』
春
下
・
八
三
・
藤
原
清
輔
）、「
桜
花
咲

き
ぬ
る
比
は
山
な
が
ら
石
間
行
く
て
ふ
水
の
白
波
」（『
拾
遺
愚
草
』
一
三
一
三
）

【
補
説
】「
河
辺
花
」
題
は
『
草
庵
集
』（
一
七
〇
）
に
も
見
え
、
続
く
配
列
は
「
折
花
」（
一
七
一
～
一
七
四
）
と
な
り
、
当
歌
集
と
同

じ
。

折
花

五
七
　
逢
（
ふ
）
人
は
問と

へ
ど
答こ
た

へ
ず
か
へ
る
さ
に
た
をお

り
て
か
ざ
す
花
の
と
こ
ろ
を

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
折
る
花
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
す
れ
違
っ
て
逢
う
人
は
尋
ね
て
み
て
も
答
え
て
く
れ
ま
せ
ん
。
帰
り
際
に
手
折
っ
て
か
ざ
す
花
の
咲
く
場
所
を
。

【
語
釈
】
●
逢
ふ
人
は
─
花
見
に
行
く
道
す
が
ら
す
れ
違
う
人
は
。
●
問
へ
ど
答
へ
ず
─
二
句
切
れ
。「
山
吹
の
花
色
衣
主
や
誰
問
へ

ど
答
へ
ず
く
ち
な
し
に
し
て
」（『
古
今
集
』
雑
体
・
一
〇
一
二
・
素
性
法
師
）。

【
参
考
】「
い
し
ば
し
る
滝
な
く
も
が
な
桜
花
た
を
り
て
も
こ
む
見
ぬ
人
の
た
め
」（『
古
今
集
』
春
上
・
五
四
・
読
人
し
ら
ず
）

惜
花

五
八
　
春
を
経へ

て
待ま

つ
も
惜お

し
む
も
か
こ
つ
身
を
憂う

し
と
や
花
の
思お

も

ひ
し
る
ら
む

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
惜
し
む
花
」。『
千
首
』
題
。

九
六
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【
口
語
訳
】
春
を
過
ご
し
て
、
花
が
咲
く
こ
と
を
待
っ
て
い
る
の
も
、
花
が
散
る
こ
と
を
惜
し
む
の
も
、
ど
ち
ら
も
嘆
く
わ
が
身
を

憂
い
て
い
る
の
だ
と
花
が
思
い
知
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
語
釈
】
●
憂
し
と
や
花
の
思
ひ
し
る
ら
む
─
「
や
」
は
疑
問
の
意
の
係
助
詞
を
受
け
て
「
ら
む
」
は
現
在
推
量
の
助
動
詞
の
連
体

形
で
係
り
結
び
。

【
参
考
】「
年
を
経
て
待
つ
も
惜
し
む
も
山
桜
花
に
心
を
つ
く
す
な
り
け
り
」（『
続
拾
遺
集
』
春
下
・
九
一
・
西
行
法
師
）、「
春
雨
の
降

る
は
涙
か
桜
花
散
る
を
惜
し
ま
ぬ
人
し
な
け
れ
ば
」（『
古
今
集
』
春
下
・
八
八
・
大
伴
黒
主
）

【
補
説
】
西
行
歌
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
。
加
え
て
【
参
考
】
古
今
歌
で
花
が
散
る
こ
と
を
惜
し
む
人
は
い
な
い
と
一
般
化
し
て
い
る
点

を
わ
が
身
の
こ
と
と
し
て
い
る
。

落
花

五
九
　
な
ご
り
と
は
思お

も

ふ
も物
の
か
ら
散ち

る
花は

な

に
た
ぐ
ふ
も
つ
ら
き
わ
が
心
か
な

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
落
花
」。
永
久
百
首
題
。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
花
が
咲
い
た
余
韻
だ
と
思
う
そ
ば
か
ら
散
る
花
に
寄
り
添
う
の
も
つ
ら
い
私
の
心
で
あ
る
よ
。

【
語
釈
】
●
な
ご
り
─
名
残
に
「
波
残
り
」
を
響
か
せ
、【
参
考
】
貫
之
歌
を
想
起
さ
せ
る
か
。
●
た
ぐ
ふ
─
一
緒
に
。
添
う
。「
散

る
花
」
に
「
た
ぐ
ふ
」
と
す
る
【
参
考
】
躬
恒
歌
を
も
踏
ま
え
る
か
。

【
参
考
】「
桜
花
散
り
ぬ
る
風
の
名
残
に
は
水
な
き
空
に
浪
ぞ
立
ち
け
る
」（『
古
今
集
』
春
下
・
八
九
・
紀
貫
之
）、「
と
ど
む
べ
き
物
と

は
な
し
に
は
か
な
く
も
散
る
花
ご
と
に
た
ぐ
ふ
心
か
」（『
古
今
集
』
春
下
・
一
三
二
・
凡
河
内
躬
恒
）

九
六
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【
口
語
訳
】
春
を
過
ご
し
て
、
花
が
咲
く
こ
と
を
待
っ
て
い
る
の
も
、
花
が
散
る
こ
と
を
惜
し
む
の
も
、
ど
ち
ら
も
嘆
く
わ
が
身
を

憂
い
て
い
る
の
だ
と
花
が
思
い
知
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
語
釈
】
●
憂
し
と
や
花
の
思
ひ
し
る
ら
む
─
「
や
」
は
疑
問
の
意
の
係
助
詞
を
受
け
て
「
ら
む
」
は
現
在
推
量
の
助
動
詞
の
連
体

形
で
係
り
結
び
。

【
参
考
】「
年
を
経
て
待
つ
も
惜
し
む
も
山
桜
花
に
心
を
つ
く
す
な
り
け
り
」（『
続
拾
遺
集
』
春
下
・
九
一
・
西
行
法
師
）、「
春
雨
の
降

る
は
涙
か
桜
花
散
る
を
惜
し
ま
ぬ
人
し
な
け
れ
ば
」（『
古
今
集
』
春
下
・
八
八
・
大
伴
黒
主
）

【
補
説
】
西
行
歌
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
。
加
え
て
【
参
考
】
古
今
歌
で
花
が
散
る
こ
と
を
惜
し
む
人
は
い
な
い
と
一
般
化
し
て
い
る
点

を
わ
が
身
の
こ
と
と
し
て
い
る
。

落
花

五
九
　
な
ご
り
と
は
思お

も

ふ
も物
の
か
ら
散ち

る
花は

な

に
た
ぐ
ふ
も
つ
ら
き
わ
が
心
か
な

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
落
花
」。
永
久
百
首
題
。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
花
が
咲
い
た
余
韻
だ
と
思
う
そ
ば
か
ら
散
る
花
に
寄
り
添
う
の
も
つ
ら
い
私
の
心
で
あ
る
よ
。

【
語
釈
】
●
な
ご
り
─
名
残
に
「
波
残
り
」
を
響
か
せ
、【
参
考
】
貫
之
歌
を
想
起
さ
せ
る
か
。
●
た
ぐ
ふ
─
一
緒
に
。
添
う
。「
散

る
花
」
に
「
た
ぐ
ふ
」
と
す
る
【
参
考
】
躬
恒
歌
を
も
踏
ま
え
る
か
。

【
参
考
】「
桜
花
散
り
ぬ
る
風
の
名
残
に
は
水
な
き
空
に
浪
ぞ
立
ち
け
る
」（『
古
今
集
』
春
下
・
八
九
・
紀
貫
之
）、「
と
ど
む
べ
き
物
と

は
な
し
に
は
か
な
く
も
散
る
花
ご
と
に
た
ぐ
ふ
心
か
」（『
古
今
集
』
春
下
・
一
三
二
・
凡
河
内
躬
恒
）

九
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花
の
歌
と
て

六
〇
　
水み

馴な

れ
竿ざ

ほ

散ち

り
交か

ふ
花は

な

の
し
ら
浪
を
空
に
も
わ
く
る
宇う

ぢ治
の
川
舟船

【
合
点
】
良
基

【
詞
書
】「
花
の
歌
を
詠
み
ま
し
た
」。

【
口
語
訳
】
水
馴
れ
棹
を
あ
や
つ
っ
て
散
り
交
う
花
で
で
き
た
白
波
を
空
に
も
分
け
る
宇
治
の
川
舟
。

【
語
釈
】
●
水
馴
れ
竿
─
『
能
因
歌
枕
』
に
は
「
み
な
れ
さ
を
と
は
、
舟
さ
す
さ
を
ゝ
云
」、『
隆
源
口
伝
』
に
は
「
水
馴
竿
、
ぬ
れ

た
る
棹
を
い
ふ
。
四
条
大
納
言
舟
さ
す
棹
を
い
ふ
、
イ
本
云
、
水
に
馴
れ
た
る
船
棹
を
い
ふ
」
と
あ
る
。
●
空
に
も
わ
く
る
─
「
わ

く
る
」
に
「（
白
波
を
）
分
け
行
く
（
川
舟
）」
と
「（
川
舟
が
白
波
を
）
分
け
て
（
舞
い
散
る
桜
と
す
る
）」
と
を
掛
け
る
。

【
参
考
】「
水
馴
れ
竿
岩
間
に
波
は
ち
か
へ
ど
も
た
ゆ
ま
ず
の
ぼ
る
宇
治
の
河
舟
」（『
続
千
載
集
』
釈
教
・
九
六
二
・
藤
原
定
家
）、「
風

を
い
た
み
山
こ
ぐ
我
は
舟
な
れ
や
花
の
白
浪
わ
け
て
き
つ
れ
ば
」（『
拾
玉
集
』「
花
月
百
首
」・
一
三
三
四
）

【
補
説
】
宇
治
川
に
舞
い
散
る
花
の
様
子
を
、
棹
さ
し
な
が
ら
白
波
を
立
て
て
流
れ
る
川
を
下
る
舟
が
し
ぶ
き
を
上
げ
て
進
む
様
子

に
重
ね
合
わ
せ
た
。

暁
庭
落
花

六
一
　
か
す
み
ゆ
く
在
曙
の
月
は
そ
れ
と
だ
に
ま
が
は
ぬ
庭
の
花は

な

の
雪
か
な

【
合
点
】
為
遠
・
善
成

【
詞
書
】「
暁
の
庭
の
落
花
」。
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
「
晨
明
の
月
の
を
し
き
を
い
ひ
、
寝
覚
の
事

を
詠
ず
れ
ば
、
自
ら
暁
の
心
に
な
れ
り
。
散
る
花
の
名
残
を
か
こ
つ
に
取
り
て
は
風
を
う
ら
み
こ
と
ゝ
ふ
人
の
稀
に
な
り
行
く
風
情

九
六
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な
ど
を
い
ふ
べ
し
。（
略
）」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
霞
ん
で
ゆ
く
有
明
の
月
は
そ
れ
だ
と
さ
え
紛
う
こ
と
の
な
い
庭
の
花
が
舞
い
散
り
雪
の
よ
う
に
見
え
る
。

【
語
釈
】
●
か
す
み
ゆ
く
在
曙
の
月
─
初
二
句
で
題
の
「
暁
」
を
表
し
て
い
る
。

【
参
考
】「
あ
さ
ぼ
ら
け
有
明
の
月
と
見
る
ま
で
に
吉
野
の
里
に
降
れ
る
白
雪
」（『
古
今
集
』
冬
・
三
三
二
・
坂
上
是
則
）

【
補
説
】
月
の
光
を
白
雪
に
見
立
て
、
そ
の
雪
を
落
花
に
見
立
て
る
。
同
題
の
類
歌
に
「
庭
白
く
散
り
し
く
花
の
雪
の
上
に
か
す
ま

で
う
つ
る
在
明
の
月
」（『
菊
葉
集
』
二
三
二
・
従
三
位
政
子
）
が
あ
る
。

庭
落
花

六
二
　
枝
に
し
も
さ
の
み
し
た
は
で
桜

さ
く
ら

花
散ち

り
敷し

く
庭
を
さ
か
り
と
や
み
む

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
庭
の
落
花
」。

【
口
語
訳
】
枝
に
咲
い
た
桜
ば
か
り
を
慕
う
こ
と
な
く
、
桜
花
は
、
庭
に
散
り
敷
い
て
い
る
の
を
盛
り
と
見
よ
う
か
。

【
語
釈
】
●
枝
に
し
も
さ
の
み
し
た
は
で
─
「
に
し
も
～
打
消
表
現
」
で
強
調
の
意
を
表
す
。「
枝
に
（
咲
く
桜
）
だ
け
を
慕
わ
ず
に
」

の
意
。

【
参
考
】「
散
る
花
を
又
吹
き
さ
そ
ふ
春
風
に
庭
を
さ
か
り
と
み
る
程
も
な
し
」（『
新
後
撰
集
』
春
下
・
一
三
八
・「
入
道
前
関
白
家
に
て
、

庭
落
花
と
い
へ
る
心
を
読
み
侍
り
け
る
」・
京
極
為
兼
）

九
九
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な
ど
を
い
ふ
べ
し
。（
略
）」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
霞
ん
で
ゆ
く
有
明
の
月
は
そ
れ
だ
と
さ
え
紛
う
こ
と
の
な
い
庭
の
花
が
舞
い
散
り
雪
の
よ
う
に
見
え
る
。

【
語
釈
】
●
か
す
み
ゆ
く
在
曙
の
月
─
初
二
句
で
題
の
「
暁
」
を
表
し
て
い
る
。

【
参
考
】「
あ
さ
ぼ
ら
け
有
明
の
月
と
見
る
ま
で
に
吉
野
の
里
に
降
れ
る
白
雪
」（『
古
今
集
』
冬
・
三
三
二
・
坂
上
是
則
）

【
補
説
】
月
の
光
を
白
雪
に
見
立
て
、
そ
の
雪
を
落
花
に
見
立
て
る
。
同
題
の
類
歌
に
「
庭
白
く
散
り
し
く
花
の
雪
の
上
に
か
す
ま

で
う
つ
る
在
明
の
月
」（『
菊
葉
集
』
二
三
二
・
従
三
位
政
子
）
が
あ
る
。

庭
落
花

六
二
　
枝
に
し
も
さ
の
み
し
た
は
で
桜

さ
く
ら

花
散ち

り
敷し

く
庭
を
さ
か
り
と
や
み
む

【
合
点
】
為
重

【
詞
書
】「
庭
の
落
花
」。

【
口
語
訳
】
枝
に
咲
い
た
桜
ば
か
り
を
慕
う
こ
と
な
く
、
桜
花
は
、
庭
に
散
り
敷
い
て
い
る
の
を
盛
り
と
見
よ
う
か
。

【
語
釈
】
●
枝
に
し
も
さ
の
み
し
た
は
で
─
「
に
し
も
～
打
消
表
現
」
で
強
調
の
意
を
表
す
。「
枝
に
（
咲
く
桜
）
だ
け
を
慕
わ
ず
に
」

の
意
。

【
参
考
】「
散
る
花
を
又
吹
き
さ
そ
ふ
春
風
に
庭
を
さ
か
り
と
み
る
程
も
な
し
」（『
新
後
撰
集
』
春
下
・
一
三
八
・「
入
道
前
関
白
家
に
て
、

庭
落
花
と
い
へ
る
心
を
読
み
侍
り
け
る
」・
京
極
為
兼
）

九
九
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菫

六
三
　
庭
の
面お
も

は
道み

ち

も
な
き
ま
で
咲さ

き
に
け
り
誰た

れ

こ
の
宿や

ど

に
す
み
れ
摘つ

む
ら
ん

【
合
点
】
良
基

【
詞
書
】「
菫
」。
堀
河
百
首
題
に
「
菫
菜
」
が
あ
る
。

【
口
語
訳
】
荒
れ
果
て
た
庭
の
面
に
は
通
る
道
も
な
い
ほ
ど
に
咲
い
た
の
だ
な
。
誰
が
こ
の
宿
で
ス
ミ
レ
を
摘
む
の
だ
ろ
う
。

【
語
釈
】
●
す
み
れ
─
「
す
み
」
に
「
住
み
」
を
響
か
せ
る
。

【
参
考
】「
い
そ
の
神
古
り
に
し
人
を
尋
ぬ
れ
ば
荒
れ
た
る
宿
に
す
み
れ
摘
み
け
り
」（『
新
古
今
集
』
雑
中
・
一
六
八
四
・「
西
院
辺
に
、

は
や
う
相
知
れ
り
け
る
人
を
尋
ね
侍
り
け
る
に
、
す
み
れ
摘
み
け
る
女
、
知
ら
ぬ
よ
し
申
し
け
れ
ば
、
よ
み
侍
り
け
る
」・
能
因
法
師
）

【
補
説
】【
参
考
】
の
能
因
歌
な
ど
を
踏
ま
え
て
荒
れ
果
て
た
宿
の
庭
に
咲
く
ス
ミ
レ
の
花
を
詠
ん
だ
。

百
首
の
歌
よ
み
侍
り
し
に

六
四
　
咲さ

き
し
よ
り
立た

ち
も
立た

たゝ
ず
も
し
ら
波
の
か
た
え
に
か
かゝ
る
お
ふ
の
浦
な
し

【
合
点
】
良
基

【
詞
書
】「
百
首
の
歌
を
詠
み
ま
し
た
中
に
」。「
百
首
歌
」
の
詠
歌
年
次
は
不
明
。

【
口
語
訳
】
花
が
咲
い
て
か
ら
立
っ
た
り
立
た
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
分
か
ら
な
い
白
波
が
片
方
の
枝
に
か
か
っ
て
い
る
お
ふ
の

浦
に
は
梨
が
生
っ
て
い
る
よ
。

【
語
釈
】
●
し
ら
波
─
「
白
（
波
）」
と
「
知
ら
（
ず
）」
と
を
掛
け
る
。
●
か
た
え
─
片
方
の
枝
。
●
お
ふ
の
浦
─
『
袖
中
抄
』（
第

十
六
　「
を
ふ
の
浦
」）
に
は
【
参
考
】
古
今
集
歌
の
注
と
し
て
「
を
ふ
の
浦
は
伊
勢
国
に
あ
り
。
斎
宮
御
庄
献
レ

梨
所
也
」
と
あ
る
。

九
二
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●
な
し
─
「
梨
」
に
「（「
な
い
」
の
意
の
）
な
し
」
を
響
か
せ
る
か
。

【
参
考
】「
お
ふ
の
浦
に
片
枝
さ
し
お
ほ
ひ
な
る
梨
の
な
り
も
な
ら
ず
も
ね
て
語
ら
は
む
」（『
古
今
集
』
東
歌
・
一
〇
九
九
・「
伊
勢
歌
」）

【
補
説
】【
参
考
】
歌
の
「
な
り
も
な
ら
ず
も
」
と
い
う
表
現
を
踏
ま
え
、「
立
ち
も
立
た
ず
も
」
と
し
白
く
咲
く
梨
の
花
を
波
に
見

立
て
て
詠
ん
で
い
る
。

蛙

六
五
　
浮う

き
草
の
さ
そ
は
れ
わ
た
る
水
の
面
に
おを

の
が
音ね

た
え
ず
鳴な

く
か河

出
は
づ
か
な

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
蛙
」。
永
久
百
首
題
。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
浮
き
草
に
誘
わ
れ
続
け
る
水
面
に
自
身
の
鳴
き
声
を
絶
え
る
こ
と
な
く
鳴
き
続
け
る
蛙
な
の
だ
な
。

【
語
釈
】
●
浮
き
草
─
水
面
に
浮
か
び
根
が
固
定
さ
れ
て
い
な
い
草
。
●
か
は
づ
─
『
和
歌
作
式
』
に
は
「
若
詠
蛙
時
　
か
は
づ
と

云
」
と
あ
る
。

【
参
考
】「
み
が
く
れ
て
す
だ
く
か
は
づ
の
も
ろ
声
に
さ
わ
ぎ
ぞ
わ
た
る
池
の
浮
き
草
」（『
後
拾
遺
集
』
春
下
・
一
五
九
・
良
暹
法
師
）

【
補
説
】【
参
考
】
に
挙
げ
た
良
暹
法
師
の
歌
で
は
蛙
の
鳴
く
声
で
浮
き
草
が
揺
れ
る
と
す
る
。
当
該
歌
で
は
浮
き
草
の
水
の
流
れ
に

揺
れ
る
様
子
が
蛙
を
誘
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
促
さ
れ
て
蛙
が
鳴
く
と
す
る
。

九
六
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●
な
し
─
「
梨
」
に
「（「
な
い
」
の
意
の
）
な
し
」
を
響
か
せ
る
か
。

【
参
考
】「
お
ふ
の
浦
に
片
枝
さ
し
お
ほ
ひ
な
る
梨
の
な
り
も
な
ら
ず
も
ね
て
語
ら
は
む
」（『
古
今
集
』
東
歌
・
一
〇
九
九
・「
伊
勢
歌
」）

【
補
説
】【
参
考
】
歌
の
「
な
り
も
な
ら
ず
も
」
と
い
う
表
現
を
踏
ま
え
、「
立
ち
も
立
た
ず
も
」
と
し
白
く
咲
く
梨
の
花
を
波
に
見

立
て
て
詠
ん
で
い
る
。

蛙

六
五
　
浮う

き
草
の
さ
そ
は
れ
わ
た
る
水
の
面
に
おを

の
が
音ね

た
え
ず
鳴な

く
か河

出
は
づ
か
な

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
蛙
」。
永
久
百
首
題
。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
浮
き
草
に
誘
わ
れ
続
け
る
水
面
に
自
身
の
鳴
き
声
を
絶
え
る
こ
と
な
く
鳴
き
続
け
る
蛙
な
の
だ
な
。

【
語
釈
】
●
浮
き
草
─
水
面
に
浮
か
び
根
が
固
定
さ
れ
て
い
な
い
草
。
●
か
は
づ
─
『
和
歌
作
式
』
に
は
「
若
詠
蛙
時
　
か
は
づ
と

云
」
と
あ
る
。

【
参
考
】「
み
が
く
れ
て
す
だ
く
か
は
づ
の
も
ろ
声
に
さ
わ
ぎ
ぞ
わ
た
る
池
の
浮
き
草
」（『
後
拾
遺
集
』
春
下
・
一
五
九
・
良
暹
法
師
）

【
補
説
】【
参
考
】
に
挙
げ
た
良
暹
法
師
の
歌
で
は
蛙
の
鳴
く
声
で
浮
き
草
が
揺
れ
る
と
す
る
。
当
該
歌
で
は
浮
き
草
の
水
の
流
れ
に

揺
れ
る
様
子
が
蛙
を
誘
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
促
さ
れ
て
蛙
が
鳴
く
と
す
る
。

九
六
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里
款
冬

六
六
　
山
吹
ぞ
あ
や
な
く
咲さ

け
る
花は

な

見
む
と
う〔

と
ふ
〕う

べ
き
賤し

づ

が
垣か

き

根ね

な
ら
ぬ
に

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
里
の
款
冬
」。『
千
首
』
題
。

【
口
語
訳
】
山
吹
は
甲
斐
も
な
く
咲
い
て
い
る
。
花
を
見
よ
う
と
（
あ
の
人
が
訪
れ
る
と
思
っ
て
）
植
え
た
で
あ
ろ
う
、
貧
し
い
者
の

家
の
垣
根
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
に
。

【
語
釈
】
●
山
吹
ぞ
あ
や
な
く
咲
け
る
─
「
ぞ
」
は
係
助
詞
。「
あ
や
な
し
」
は
こ
こ
で
は
咲
く
意
味
が
な
い
の
意
。「
咲
け
る
」
係

り
結
び
で
二
句
切
れ
。
●
花
見
む
と
─
【
参
考
】
古
今
歌
を
踏
ま
え
る
の
で
、
花
を
見
よ
う
と
し
た
の
は
古
今
歌
に
見
え
る
「
君
」

と
捉
え
た
。
●
う
う
べ
き
─
底
本
「
と
ふ
べ
き
」
の
「
と
」
を
ミ
セ
ケ
チ
、
そ
の
右
傍
に
「
う
」
と
記
さ
れ
「
う
ふ
」
と
あ
る
。

「
植
う
べ
き
」。

【
参
考
】「
山
吹
は
あ
や
な
な
さ
き
そ
花
見
む
と
う
ゑ
け
む
君
が
こ
よ
ひ
こ
な
く
に
」（『
古
今
集
』
春
下
・
一
二
三
・
読
人
し
ら
ず
）

【
補
説
】【
参
考
】
古
今
歌
で
、
山
吹
の
花
を
見
よ
う
と
植
え
た
人
が
今
宵
は
来
な
い
か
ら
甲
斐
が
な
い
と
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
初

句
で
「
山
吹
ぞ
」
と
強
調
す
る
。

藤
花
随
風

六
七
　
咲さ

く
藤
の
な
び
く
を
見
れ
ば
う
づ
も
る
るゝ
松
に
も
風
ぞ
な
ほを

の
こ
り
け
る

【
合
点
】
為
遠

【
詞
書
】「
藤
花
風
に
随
ふ
」。
藤
川
百
首
題
に
も
見
え
る
。
題
意
は
『
初
学
一
葉
』
に
「
藤
は
春
の
末
に
咲
く
な
れ
ば
、
暮
行
く
春

九
六
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の
け
し
き
を
い
ひ
、
池
の
お
も
松
に
か
ゝ
れ
る
様
を
読
む
べ
し
。
紫
の
雲
に
ま
が
へ
て
も
よ
め
り
。
風
に
随
ふ
の
心
よ
く
い
ひ
お
ほ

せ
侍
ら
ん
事
、
肝
要
な
る
べ
し
。」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
花
房
が
こ
ぼ
れ
ん
ば
か
り
に
咲
い
て
い
る
藤
の
花
が
ふ
さ
ふ
さ
と
な
び
い
て
い
る
様
子
を
見
る
と
、
埋
も
れ
て
い
る
松

に
も
風
が
変
わ
ら
ず
に
残
っ
て
い
る
の
だ
な
。

【
語
釈
】
●
う
づ
も
る
る
松
─
満
開
に
咲
き
誇
る
藤
の
花
に
松
が
埋
も
れ
て
い
る
。
●
風
ぞ
な
ほ
の
こ
り
け
る
─
係
助
詞
「
ぞ
」
と

詠
嘆
の
意
の
「
け
り
」
の
連
体
形
で
係
り
結
び
。

【
参
考
】「
吹
く
か
ら
に
松
の
藤
波
な
び
く
な
り
春
を
ば
風
に
ま
か
せ
ざ
ら
な
ん
」（『
新
続
古
今
集
』
春
下
・
二
〇
〇
・
津
守
国
冬
）

暮
春
藤

六
八
　
春
は
は
や
い
く
か
も
あ
ら
じ
ま
つ
吹ふ

け
ば
か
かゝ
れ
る
藤
の
色
ぞ
う
つ
ろ
ふ

【
合
点
】
な
し
。

【
詞
書
】「
暮
春
の
藤
」。

【
口
語
訳
】
春
は
早
く
も
幾
日
も
残
っ
て
は
い
ま
い
。
ま
ず
松
に
風
が
吹
け
ば
か
か
っ
て
い
る
藤
の
花
の
色
は
う
つ
ろ
う
こ
と
だ
。

【
語
釈
】
●
ま
つ
吹
け
ば
─
「
ま
つ
」
は
「
松
」
で
「
ま
づ
」
を
掛
け
る
か
。
●
か
か
れ
る
藤
の
色
─
【
参
考
】
の
よ
う
に
松
に
懸

か
っ
た
藤
が
詠
ま
れ
る
。

【
参
考
】「
紫
の
藤
咲
く
松
の
こ
ず
ゑ
に
は
も
と
の
み
ど
り
も
見
え
ず
ぞ
あ
り
け
る
」（『
拾
遺
集
』
夏
・
八
五
・
源
順
）

二
七
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の
け
し
き
を
い
ひ
、
池
の
お
も
松
に
か
ゝ
れ
る
様
を
読
む
べ
し
。
紫
の
雲
に
ま
が
へ
て
も
よ
め
り
。
風
に
随
ふ
の
心
よ
く
い
ひ
お
ほ

せ
侍
ら
ん
事
、
肝
要
な
る
べ
し
。」
と
あ
る
。

【
口
語
訳
】
花
房
が
こ
ぼ
れ
ん
ば
か
り
に
咲
い
て
い
る
藤
の
花
が
ふ
さ
ふ
さ
と
な
び
い
て
い
る
様
子
を
見
る
と
、
埋
も
れ
て
い
る
松

に
も
風
が
変
わ
ら
ず
に
残
っ
て
い
る
の
だ
な
。

【
語
釈
】
●
う
づ
も
る
る
松
─
満
開
に
咲
き
誇
る
藤
の
花
に
松
が
埋
も
れ
て
い
る
。
●
風
ぞ
な
ほ
の
こ
り
け
る
─
係
助
詞
「
ぞ
」
と

詠
嘆
の
意
の
「
け
り
」
の
連
体
形
で
係
り
結
び
。

【
参
考
】「
吹
く
か
ら
に
松
の
藤
波
な
び
く
な
り
春
を
ば
風
に
ま
か
せ
ざ
ら
な
ん
」（『
新
続
古
今
集
』
春
下
・
二
〇
〇
・
津
守
国
冬
）

暮
春
藤

六
八
　
春
は
は
や
い
く
か
も
あ
ら
じ
ま
つ
吹ふ

け
ば
か
かゝ
れ
る
藤
の
色
ぞ
う
つ
ろ
ふ

【
合
点
】
な
し
。

【
詞
書
】「
暮
春
の
藤
」。

【
口
語
訳
】
春
は
早
く
も
幾
日
も
残
っ
て
は
い
ま
い
。
ま
ず
松
に
風
が
吹
け
ば
か
か
っ
て
い
る
藤
の
花
の
色
は
う
つ
ろ
う
こ
と
だ
。

【
語
釈
】
●
ま
つ
吹
け
ば
─
「
ま
つ
」
は
「
松
」
で
「
ま
づ
」
を
掛
け
る
か
。
●
か
か
れ
る
藤
の
色
─
【
参
考
】
の
よ
う
に
松
に
懸

か
っ
た
藤
が
詠
ま
れ
る
。

【
参
考
】「
紫
の
藤
咲
く
松
の
こ
ず
ゑ
に
は
も
と
の
み
ど
り
も
見
え
ず
ぞ
あ
り
け
る
」（『
拾
遺
集
』
夏
・
八
五
・
源
順
）

二
七
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暮
春

六
九
　
と
ま
ら
ぬ
も
よ
し
や
う
き
世
の
な
ら
ひ
ぞ
と
思お
も

ひ
な
ぐ
さ
む
春
の
暮
か
な

【
合
点
】
善
成

【
詞
書
】「
暮
春
」。

【
口
語
訳
】
と
ま
ら
ず
に
過
ぎ
去
っ
て
ゆ
く
の
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
憂
き
世
の
中
の
決
ま
り
だ
と
思
い
慰
め
る
春
の
暮
れ
だ

な
。

【
語
釈
】
●
と
ま
ら
ぬ
も
よ
し
や
─
【
参
考
】
歌
の
二
句
目
を
踏
ま
え
、
時
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
受
け
止
め
、

「
よ
し
や
」
と
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
。「
や
」
は
間
投
助
詞
。

【
参
考
】「
待
て
と
い
ふ
に
と
ま
ら
ぬ
も
の
と
し
り
な
が
ら
し
ひ
て
ぞ
惜
し
き
春
の
別
は
」（『
新
古
今
集
』
春
下
・
一
七
二
・
読
人
し
ら
ず
）

三
月
尽

七
〇
　
ゆ
く
春
を
た
だゞ
な
ほを

ざ
り
に
慕し

た

ひ
き
て
さ
ら
に
お
ど
ろ
く
今け

ふ日
の
別わ

か

れ
路ぢ

【
合
点
】
良
基

【
詞
書
】「
三
月
尽
」。
堀
河
百
首
題
。

【
口
語
訳
】
過
ぎ
去
っ
て
ゆ
く
春
を
な
ん
と
な
く
慕
っ
て
き
て
、
い
ま
さ
ら
は
っ
と
気
づ
い
た
今
日
が
三
月
尽
で
お
別
れ
の
日
だ
よ
。

【
語
釈
】
●
さ
ら
に
─
春
が
過
ぎ
去
っ
て
い
く
こ
と
が
決
定
的
と
な
り
、
そ
の
事
実
に
対
し
て
抵
抗
す
る
気
持
ち
を
事
新
た
に
い
う

ま
で
も
な
い
が
。
と
い
う
意
を
込
め
る
。
●
今
日
の
別
れ
路
─
『
為
尹
千
首
』
に
「
か
ひ
な
し
や
心
は
春
に
そ
ふ
と
て
も
か
へ
り
み

も
せ
ぬ
け
ふ
の
わ
か
れ
路
」（
春
・
一
九
七
・「
惜
三
月
尽
」）
と
見
え
る
。

二
七
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【
参
考
】「
ゆ
く
方
も
し
ら
ぬ
春
と
は
知
り
な
が
ら
心
尽
く
し
の
け
ふ
に
も
あ
る
か
な
」（『
堀
河
百
首
』
三
〇
五
・
藤
原
公
実
）

七
一
　
花
鳥と

り

の
別わ

か

れ
に
か
ね
て
な
ら
は
ず
は
今け

ふ日
行ゆ

く
春
を
な
ほを

や
慕し

た

は
ん

【
合
点
】
為
重
・
耕
雲

【
詞
書
】
七
〇
番
歌
「
三
月
尽
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
花
や
鳥
と
の
別
れ
に
か
ね
て
か
ら
な
じ
ん
で
い
な
け
れ
ば
今
日
去
り
ゆ
く
春
を
変
わ
ら
ず
に
慕
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
よ
。

【
語
釈
】
●
な
ら
は
ず
は
─
「
な
ら
ふ
」
は
経
験
を
積
ん
で
よ
く
理
解
し
て
い
る
。
慣
れ
る
。「
ず
」
は
打
消
の
助
動
詞
の
未
然
形
。

「
は
」
は
接
続
助
詞
。
順
接
の
仮
定
条
件
を
表
す
。
今
ま
で
経
験
し
て
い
な
け
れ
ば
、
の
意
。
先
行
例
と
し
て
「
都
に
て
お
ぼ
つ
か

な
さ
を
な
ら
は
ず
は
旅
寝
を
い
か
に
思
ひ
や
ら
ま
し
」（『
詞
花
集
』
別
・
一
七
二
・
民
部
内
侍
）
が
あ
る
。

【
参
考
】「
と
ど
ま
ら
ぬ
別
れ
の
み
か
は
花
鳥
の
名
残
に
つ
け
て
惜
し
き
春
か
な
」（『
玉
葉
集
』
春
下
・
二
七
三
・「
暮
山
の
心
を
」・
平
宗
宣
）

以
下
、『
源
経
氏
歌
集
』
四
季
部
注
釈
稿
（
中
）（
下
）
に
続
く
。

二
七
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し
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よ
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【
語
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●
な
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は
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は
経
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を
積
ん
で
よ
く
理
解
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打
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の
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動
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未
然
形
。

「
は
」
は
接
続
助
詞
。
順
接
の
仮
定
条
件
を
表
す
。
今
ま
で
経
験
し
て
い
な
け
れ
ば
、
の
意
。
先
行
例
と
し
て
「
都
に
て
お
ぼ
つ
か

な
さ
を
な
ら
は
ず
は
旅
寝
を
い
か
に
思
ひ
や
ら
ま
し
」（『
詞
花
集
』
別
・
一
七
二
・
民
部
内
侍
）
が
あ
る
。

【
参
考
】「
と
ど
ま
ら
ぬ
別
れ
の
み
か
は
花
鳥
の
名
残
に
つ
け
て
惜
し
き
春
か
な
」（『
玉
葉
集
』
春
下
・
二
七
三
・「
暮
山
の
心
を
」・
平
宗
宣
）

以
下
、『
源
経
氏
歌
集
』
四
季
部
注
釈
稿
（
中
）（
下
）
に
続
く
。
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『
無
名
抄
』
原
態
系
統
本
の
本
文
に
つ
い
て

─
　『
無
名
抄
』
本
文
の
再
検
証
　─

茅

　
　原

　
　雅

　
　之

は
じ
め
に

鴨
長
明
の
歌
論
書
『
無
名
抄
』
の
伝
本
は
、
そ
の
書
写
形
態
と
本
文
の
異
同
に
よ
り
、
大
き
く
二
つ
の
系
統
本
（
原
態
系
統
本
と

古
本
系
統
本
）
に
分
け
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
二
つ
の
系
統
本
の
間
に
ど
の
よ
う
な
異
同
が
生
じ
て
い
る
の
か
を
、
具
体
例
を

も
と
に
検
証
し
て
い
く
。
ま
ず
は
こ
れ
ら
二
系
統
へ
の
分
岐
が
、『
無
名
抄
』
の
書
式
と
本
文
の
改
編
作
業
に
端
を
発
し
て
い
る
様

子
を
確
か
め
な
が
ら
、
こ
の
二
つ
の
系
統
本
の
違
い
が
、
原
形
本
と
編
集
本
と
の
違
い
で
あ
る
様
子
を
再
確
認
す
る
。
こ
れ
に
続
き
、

原
態
系
統
本
と
古
本
系
統
本
と
の
本
文
異
同
に
お
い
て
、
古
本
系
統
本
が
よ
り
注
釈
的
な
本
文
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
『
無
名

抄
』
本
来
の
記
述
と
考
え
る
に
は
不
審
な
点
が
多
く
見
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
く
。
二
系
統
の
間
に
は
、
章
段
全
体
の
文

意
が
大
き
く
異
な
る
箇
所
や
、
長
明
の
歌
論
が
異
な
っ
て
伝
わ
る
箇
所
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
二
系
統
の
差
異
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
で
、『
無
名
抄
』
の
本
文
が
も
つ
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、『
無
名
抄
』
伝
本
に
お
け
る
原
態
系
統
本
の
意
義
を
論
じ
て
い
く
。

二
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一
、『
無
名
抄
』
の
伝
本
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
、『
無
名
抄
』
の
伝
本
は
全
て
同
一
系
統
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
（
1
）。

し
か
し
稿
者
が
先
の
論

稿
（
2
）に

て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、『
無
名
抄
』
の
伝
本
は
章
段
と
見
出
し
の
有
無
、
ま
た
こ
れ
に
連
絡
す
る
本
文
の
異
同
に
よ
っ
て
、

大
き
く
二
つ
の
系
統
本
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
一
方
の
古
本
系
統
本
（
3
）は

、
本
文
の
分
割
に
よ
っ
て
章
段
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
章
段
ご
と
に
見
出
し
を
付
し
た
形
態
の
本
で
あ
る
。
現
存
最
古
と
さ
れ
、
そ
の
書
写
が
鎌
倉
期
に
ま
で
遡
る
と
さ
れ
る
東
京
国

立
博
物
館
蔵
梅
沢
記
念
館
旧
蔵
本
（
一
類
本
）
や
、
同
じ
く
鎌
倉
期
に
ま
で
遡
る
可
能
性
を
も
つ
天
理
図
書
館
蔵
呉
氏
旧
蔵
本
（
二

類
本
）
も
こ
の
系
統
の
伝
本
で
あ
り
、
現
存
す
る
伝
本
の
大
半
が
こ
の
見
出
し
を
有
す
る
系
統
の
伝
本
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
方

の
系
統
本
は
、
章
段
と
い
う
形
式
を
と
ら
ず
、
ま
た
見
出
し
を
有
さ
な
い
か
た
ち
の
伝
本
で
あ
る
。『
無
名
抄
』
の
原
態
に
章
段
と

見
出
し
が
無
か
っ
た
と
す
る
従
来
の
説
（
4
）に

し
た
が
う
な
ら
ば
、
こ
の
系
統
本
は
『
無
名
抄
』
の
古
い
形
態
を
失
う
こ
と
な
く
伝
え
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
態
を
備
え
る
伝
本
で
は
、
全
文
が
ほ
ぼ
詰
め
書
き
に
記
さ
れ
て
お
り
、
改
行
を
最
小
限

に
し
て
地
の
文
と
和
歌
の
区
別
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。
章
段
に
相
当
す
る
区
分
点
に
は
朱
書
き
の
符
号
を
付
す
も
の
が
多
い
が
、
多

和
文
庫
本
の
よ
う
に
区
分
点
を
有
さ
な
い
本
も
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
系
統
の
伝
本
を
原
態
系
統
本
と
呼
称
す
る
こ
と
に
し
、
管
見

の
及
ぶ
も
の
に
、
林
羅
山
旧
蔵
本
・
青
山
会
蔵
本
・
初
雁
文
庫
本
・
斎
藤
宗
家
旧
蔵
本
・
多
和
文
庫
蔵
本
の
五
本
が
あ
る
（
5
）。

二
、『
無
名
抄
』
本
文
に
見
ら
れ
る
系
統
の
分
岐

さ
て
『
無
名
抄
』
伝
本
に
お
い
て
原
態
系
統
本
が
重
要
で
あ
る
の
は
、
単
に
書
式
が
古
い
形
態
を
伝
え
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
、

五
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は
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形
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る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
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本
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系
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本
を
原
態
系
統
本
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す
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に
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、
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の
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本
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会
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雁
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本
・
斎
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宗
家
旧
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本
・
多
和
文
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蔵
本
の
五
本
が
あ
る
（
5
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二
、『
無
名
抄
』
本
文
に
見
ら
れ
る
系
統
の
分
岐

さ
て
『
無
名
抄
』
伝
本
に
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て
原
態
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本
が
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古
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形
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を
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て
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で
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く
、
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見
出
し
を
有
す
る
系
統
本
と
の
間
に
多
く
の
異
同
が
見
ら
れ
、
そ
の
本
文
が
『
無
名
抄
』
の
古
い
様
子
を
伝
え
て
い
る
ら
し
い
こ
と

に
あ
る
。
ま
ず
は
『
無
名
抄
』
前
半
の
例
を
も
と
に
、
こ
の
二
系
統
の
間
に
生
じ
て
い
る
本
文
異
同
の
様
子
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

以
下
に
、
先
の
論
稿
（
6
）か

ら
用
例
の
一
部
を
再
掲
す
る
。
異
同
を
持
つ
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
便
宜
的
に
、
林
羅
山
旧
蔵
本
（
7
）（

以
下
、
林
本

と
略
称
）
と
同
じ
本
文
群
を
Ａ
型
、
梅
沢
記
念
館
旧
蔵
本
（
8
）（

以
下
、
梅
沢
本
と
略
称
）
と
同
じ
本
文
群
を
Ｂ
型
に
分
類
し
た
。

３
段
　
隔
海
路
論
（
以
下
、
章
段
数
お
よ
び
見
出
し
は
全
て
梅
沢
本
に
従
う
。
ま
た
本
文
ナ
シ
の
部
位
を
「
─
」
に
て
示
す
。）

（
Ａ
型
）　
野
を
隔
恋
に
も
山
を
へ
た
つ
る
題
に
も
（
─
）
用
や
す
る

◎
林
羅
山
　
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和
　
伏
見
（「
恋
に
も
山
を
へ
た
つ
る
題
」
に
あ
た
る
箇
所
も
欠
文
）

（
Ｂ
型
）　
野
を
へ
た
つ
る
恋
に
も
山
を
へ
た
つ
る
題
に
も
も
し
は
里
を
へ
た
て
河
を
へ
た
て
つ
る
に
も
も
ち
ゐ
ん
と
や
す
る

◎
梅
沢
　
黒
川
　
呉
氏
　
天
理
　
簗
瀬
　
蓬
左
　
静
嘉
堂

４
段
　
我
与
人

（
Ａ
型
）　
お
し
む
へ
き
春
を
は
人
に
契
ら
せ
て
空
た
の
め
に
や
な
ら
ん
と
す
ら
ん

◎
林
羅
山
　
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和
　
静
嘉
堂
（
異
同
注
記
あ
り
「
い
と
は
せ
て
イ
」）　
天
理
（
異
同
注
記
あ
り
「
い
と
は
イ
」）

（
Ｂ
型
）　
を
し
む
へ
き
は
る
を
は
人
に
い
と
は
せ
て
そ
ら
た
の
め
に
や
な
ら
ん
と
す
ら
む

◎
梅
沢
　
黒
川
　
呉
氏
　
簗
瀬
　
蓬
左
　
伏
見

10
段
　
コ
ノ
モ
カ
ノ
モ
ノ
論

（
Ａ
型
）　
三
条
院
和
哥
こ
の
ま
せ
を
は
し
ま
し
け
る
時

◎
林
羅
山
　
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和
　
蓬
左
（「
三
」
右
わ
き
に
別
筆
の
貼
り
紙
「
二
」）

二
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（
Ｂ
型
）　
二
条
院
和
哥
こ
の
ま
せ
お
は
し
ま
し
け
る
と
き

◎
梅
沢
　
黒
川
　
呉
氏
　
天
理
　
簗
瀬
　
静
嘉
堂
（
異
同
注
記
あ
り
「
三
イ
」）　
伏
見

11
段
　
セ
ミ
ノ
ヲ
カ
ハ
ノ
事

（
Ａ
型
）　
賀
茂
河
の
実
名
也
…
…
所
を
き
ら
は
す
さ
様
に
申
て
侍
也

◎
林
羅
山
　
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和
　
静
嘉
堂
（
異
同
注
記
あ
り
「（
を
き
）
き
て
事
を
さ
た
め
ん
と
イ
」）

（
Ｂ
型
）　
か
も
河
の
異
名
な
り
…
…
所
お
き
て
さ
や
う
に
申
て
侍
り
し
な
り

◎
梅
沢
　
黒
川
　
呉
氏
　
天
理
　
簗
瀬
　
蓬
左
　
伏
見

12
段
　
千
載
集
ニ
予
一
首
入
ヲ
悦
事

（
Ａ
型
）　（
─
）
筑
州
聞
て�
◎
林
羅
山
　
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和

（
Ｂ
型
）　
故
筑
州
き
ゝ
て�

◎
梅
沢
　
黒
川
　
呉
氏
　
天
理
　
簗
瀬
　
蓬
左
　
静
嘉
堂
　
伏
見

（
Ａ
型
）　
誠
お
も
ひ
て
の
給
ふ
に
こ
そ
さ
る
ら
め
必
冥
加
を
は
す
へ
き
人
也

◎
林
羅
山
　
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和
（「
さ
る
」）

（
Ｂ
型
）　
ま
こ
と
に
お
も
ひ
て
の
た
ま
ふ
こ
と
に
こ
そ
さ
る
に
て
は
こ
の
み
ち
に
か
な
ら
す
冥
加
お
は
す
へ
き
人
な
り

◎
梅
沢
　
黒
川
　
呉
氏
　
天
理
　
簗
瀬
　
蓬
左
　
静
嘉
堂
　
伏
見

（
Ａ
型
）　
み
ち
を
た
ゝ
せ
る
に
は
先
心
を
う
る
は
し
く

◎
林
羅
山
　
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和

（
Ｂ
型
）　
道
を
た
う
と
ふ
に
は
ま
つ
心
を
う
る
は
し
く

◎
梅
沢
　
黒
川
　
呉
氏
　
天
理
　
簗
瀬
　
蓬
左
　
静
嘉
堂
　
伏
見

二
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（
Ｂ
型
）　
二
条
院
和
哥
こ
の
ま
せ
お
は
し
ま
し
け
る
と
き

◎
梅
沢
　
黒
川
　
呉
氏
　
天
理
　
簗
瀬
　
静
嘉
堂
（
異
同
注
記
あ
り
「
三
イ
」）　
伏
見

11
段
　
セ
ミ
ノ
ヲ
カ
ハ
ノ
事

（
Ａ
型
）　
賀
茂
河
の
実
名
也
…
…
所
を
き
ら
は
す
さ
様
に
申
て
侍
也

◎
林
羅
山
　
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和
　
静
嘉
堂
（
異
同
注
記
あ
り
「（
を
き
）
き
て
事
を
さ
た
め
ん
と
イ
」）

（
Ｂ
型
）　
か
も
河
の
異
名
な
り
…
…
所
お
き
て
さ
や
う
に
申
て
侍
り
し
な
り

◎
梅
沢
　
黒
川
　
呉
氏
　
天
理
　
簗
瀬
　
蓬
左
　
伏
見

12
段
　
千
載
集
ニ
予
一
首
入
ヲ
悦
事

（
Ａ
型
）　（
─
）
筑
州
聞
て�

◎
林
羅
山
　
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和

（
Ｂ
型
）　
故
筑
州
き
ゝ
て�

◎
梅
沢
　
黒
川
　
呉
氏
　
天
理
　
簗
瀬
　
蓬
左
　
静
嘉
堂
　
伏
見

（
Ａ
型
）　
誠
お
も
ひ
て
の
給
ふ
に
こ
そ
さ
る
ら
め
必
冥
加
を
は
す
へ
き
人
也

◎
林
羅
山
　
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和
（「
さ
る
」）

（
Ｂ
型
）　
ま
こ
と
に
お
も
ひ
て
の
た
ま
ふ
こ
と
に
こ
そ
さ
る
に
て
は
こ
の
み
ち
に
か
な
ら
す
冥
加
お
は
す
へ
き
人
な
り

◎
梅
沢
　
黒
川
　
呉
氏
　
天
理
　
簗
瀬
　
蓬
左
　
静
嘉
堂
　
伏
見

（
Ａ
型
）　
み
ち
を
た
ゝ
せ
る
に
は
先
心
を
う
る
は
し
く

◎
林
羅
山
　
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和

（
Ｂ
型
）　
道
を
た
う
と
ふ
に
は
ま
つ
心
を
う
る
は
し
く

◎
梅
沢
　
黒
川
　
呉
氏
　
天
理
　
簗
瀬
　
蓬
左
　
静
嘉
堂
　
伏
見

二
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右
に
『
無
名
抄
』
前
半
の
異
同
を
一
部
に
例
示
し
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
異
同
が
、
林
本
を
は
じ
め
と
す
る
原
態
系
統

本
（
林
・
青
・
初
・
斎
・
多
）
と
、
梅
沢
本
を
は
じ
め
と
す
る
古
本
系
伝
本
（
梅
・
黒
・
呉
）
と
に
分
か
れ
て
、
画
然
と
二
分
さ
れ
る
様

子
で
あ
る
（
9
）。

す
な
わ
ち
こ
こ
に
掲
げ
た
個
々
の
異
同
は
、
長
期
に
渡
っ
て
書
写
が
繰
り
返
さ
れ
る
中
で
別
個
に
生
じ
た
も
の
で
は
な

く
、
全
て
が
見
出
し
の
有
無
に
よ
っ
て
系
統
が
分
か
れ
た
こ
と
と
併
せ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
は
、
章
段
と
見
出

し
の
改
編
作
業
と
併
せ
て
行
わ
れ
た
、
本
文
の
校
訂
作
業
に
よ
り
生
じ
た
異
同
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
無
名
抄
』
の
本
文
を
二
分
す
る
こ
の
改
編
作
業
に
よ
っ
て
、『
無
名
抄
』
伝
本
は
、
原
態
系
統
本
Ａ
型
本
文
（
章
段
無
し
・
見
出
し

無
し
）
と
、
古
本
系
統
本
Ｂ
型
本
文
（
章
段
有
り
・
見
出
し
有
り
）
へ
と
分
岐
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
書
式
に
着
目
す
れ
ば
原
態
系

統
本
こ
そ
が
『
無
名
抄
』
の
古
い
様
子
を
伝
え
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
果
た
し
て
本
文
に
お
い
て
も
同
じ
く
古
態
を
認
め

得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
異
同
の
様
子
に
つ
い
て
は
改
め
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

な
お
こ
の
改
編
作
業
を
検
証
す
る
上
で
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
章
段
・
見
出
し
・
本
文
に
お
よ
ぶ
こ
の
書
き
換

え
が
、
同
一
の
編
集
作
業

─
あ
る
い
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
お
け
る
一
連
の
作
業

─
で
も
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
本
稿
に
て
検
証
す
る
Ａ
型
本
文
と
Ｂ
型
本
文
の
異
同
は
、
用
例
個
々
に
前
後
関
係
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
最
終
的
に

は
、
原
態
系
統
本
（
章
段
な
し
・
見
出
し
な
し
・
Ａ
型
本
文
）
と
、
古
本
系
統
本
（
章
段
あ
り
・
見
出
し
あ
り
・
Ｂ
型
本
文
）
の
比
較
と
し

て
、
全
体
で
も
っ
て
前
後
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
両
者
の
違
い
は
編
集
前
と
編
集
後
の
相
違
で
あ
り
、
右
に
例
示
し
た
異
同
も
、

Ａ
型
全
体
と
Ｂ
型
全
体
の
比
較
で
も
っ
て
前
後
関
係
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

二
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三
、
注
釈
的
な
文
章
へ
の
書
き
換
え

『
無
名
抄
』
伝
本
を
二
分
す
る
こ
の
本
文
の
修
正
作
業
に
よ
り
、『
無
名
抄
』
の
本
文
は
ど
の
よ
う
に
書
き
換
え
ら
れ
、
ま
た
そ
の

理
解
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
、
原
態
系
統
本
の
代
表
と
し
て
林
本
を
、
古
本
系
統
本
の
代
表
と
し

て
梅
沢
本
を
例
に
し
な
が
ら
、
そ
の
先
後
関
係
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
両
系
統
本
の
相
違
と
特
色
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

●
林
本
　
第
30
段
箇
所
抜
粋

（
Ａ
型
）�　
此
比
誰
を
か
物
知
た
る
人
に
は
つ
か
ま
つ
り
た
る
と
と
は
れ
し
か
は
九
条
大
納
言
伊
道

（
マ
マ
）朝

臣
中
院
雅
定
な
と
を
こ
そ

は
心
に
く
き
人
と
思
て
侍
め
り
と
申
し
か
は

◎
青
山
・
初
雁
・
斎
藤
・
多
和
（
何
れ
も
「
九
条
大
納
言
伊
通
朝
臣
中
院
大
臣
雅
定
」）

●
梅
沢
本
　
第
30
段
「
三
位
基
俊
ノ
弟
子
ニ
ナ
ル
事
」
抜
粋

（
Ｂ
型
）�　
こ
の
比
た
れ
を
か
物
し
り
た
る
人
に
は
つ
か
ま
つ
り
た
る
と
と
は
れ
し
か
は
九
条
大
納
言
伊
通

大
臣
中
院
大
臣
雅
定

大
臣
な
と
を
こ

そ
心
に
く
き
人
に
は
お
も
ひ
て
侍
め
れ
と
申
し
か
は

◎
黒
川
　
呉
氏
（
九
条
大
納
言
伊
通
中
院
大
臣
雅
定
）　
天
理
（「
雅
定
大
臣
」
の
「
大
臣
」
に
ミ
セ
ケ
チ
）

静
嘉
堂
（
九
条
大
納
言
コ
レ
ミ
チ

伊
通
大
臣
中
院
大
臣
マ
サ
コ
レ

雅
　
　
是
）　
簗
瀬
　
蓬
左
（
九
条
大
納
言
伊
通
大
臣
中
院
大
臣
雅
定
）

伏
見
（
九
条
大
納
言
伊
通
大
臣
中
院
大
臣
雅
定
）

第
30
段
は
、
当
時
二
十
五
歳
で
あ
っ
た
俊
成
が
基
俊
に
弟
子
入
り
し
た
際
の
話
で
あ
る
（
10
）。

右
の
引
用
部
位
は
、
二
人
が
会
話
を
す

る
中
で
、
俊
成
が
世
の
「
物
知
た
る
人
」
に
つ
い
て
答
え
た
箇
所
で
あ
る
。
両
系
統
本
に
お
け
る
、
人
名
表
記
の
相
違
に
着
目
し
た

い
。
原
態
系
統
本
で
は
、
伊
通
を
「
朝
臣
」
と
呼
ぶ
な
ど
、
俊
成
の
発
話
が
会
話
文
の
様
子
で
記
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
古
本
系
統

一
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三
、
注
釈
的
な
文
章
へ
の
書
き
換
え

『
無
名
抄
』
伝
本
を
二
分
す
る
こ
の
本
文
の
修
正
作
業
に
よ
り
、『
無
名
抄
』
の
本
文
は
ど
の
よ
う
に
書
き
換
え
ら
れ
、
ま
た
そ
の

理
解
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
、
原
態
系
統
本
の
代
表
と
し
て
林
本
を
、
古
本
系
統
本
の
代
表
と
し

て
梅
沢
本
を
例
に
し
な
が
ら
、
そ
の
先
後
関
係
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
両
系
統
本
の
相
違
と
特
色
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

●
林
本
　
第
30
段
箇
所
抜
粋

（
Ａ
型
）�　
此
比
誰
を
か
物
知
た
る
人
に
は
つ
か
ま
つ
り
た
る
と
と
は
れ
し
か
は
九
条
大
納
言
伊
道

（
マ
マ
）朝

臣
中
院
雅
定
な
と
を
こ
そ

は
心
に
く
き
人
と
思
て
侍
め
り
と
申
し
か
は

◎
青
山
・
初
雁
・
斎
藤
・
多
和
（
何
れ
も
「
九
条
大
納
言
伊
通
朝
臣
中
院
大
臣
雅
定
」）

●
梅
沢
本
　
第
30
段
「
三
位
基
俊
ノ
弟
子
ニ
ナ
ル
事
」
抜
粋

（
Ｂ
型
）�　
こ
の
比
た
れ
を
か
物
し
り
た
る
人
に
は
つ
か
ま
つ
り
た
る
と
と
は
れ
し
か
は
九
条
大
納
言
伊
通

大
臣
中
院
大
臣
雅
定

大
臣
な
と
を
こ

そ
心
に
く
き
人
に
は
お
も
ひ
て
侍
め
れ
と
申
し
か
は

◎
黒
川
　
呉
氏
（
九
条
大
納
言
伊
通
中
院
大
臣
雅
定
）　
天
理
（「
雅
定
大
臣
」
の
「
大
臣
」
に
ミ
セ
ケ
チ
）

静
嘉
堂
（
九
条
大
納
言
コ
レ
ミ
チ

伊
通
大
臣
中
院
大
臣
マ
サ
コ
レ

雅
　
　
是
）　
簗
瀬
　
蓬
左
（
九
条
大
納
言
伊
通
大
臣
中
院
大
臣
雅
定
）

伏
見
（
九
条
大
納
言
伊
通
大
臣
中
院
大
臣
雅
定
）

第
30
段
は
、
当
時
二
十
五
歳
で
あ
っ
た
俊
成
が
基
俊
に
弟
子
入
り
し
た
際
の
話
で
あ
る
（
10
）。

右
の
引
用
部
位
は
、
二
人
が
会
話
を
す

る
中
で
、
俊
成
が
世
の
「
物
知
た
る
人
」
に
つ
い
て
答
え
た
箇
所
で
あ
る
。
両
系
統
本
に
お
け
る
、
人
名
表
記
の
相
違
に
着
目
し
た

い
。
原
態
系
統
本
で
は
、
伊
通
を
「
朝
臣
」
と
呼
ぶ
な
ど
、
俊
成
の
発
話
が
会
話
文
の
様
子
で
記
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
古
本
系
統

一
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本
で
は
名
前
を
割
注
で
区
別
し
、
注
釈
的
に
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。
特
に
梅
沢
本
で
は
「
九
条
大
納
言
伊
通
大
臣
」「
中
院
大
臣
雅
定
大
臣
」

と
い
う
具
合
に
、
呼
称
・
名
前
・
最
終
官
職
が
厳
格
に
整
え
て
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
原
態
系
統
本
が
会
話
文
そ
の
ま
ま
の
様
子

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
古
本
系
統
本
は
注
釈
的
に
整
え
ら
れ
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
編
集
に
よ
る
前
後
関
係
が
問
わ
れ
る
な
ら
ば
、

古
本
系
統
本
の
状
態
こ
そ
が
編
集
後
の
状
態
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
記
の
様
子
は
第
67
段
に
も
認
め
ら
れ
る
。

●
林
本
　
第
67
段
箇
所
冒
頭

（
Ａ
型
）　
せ
う
と
の
具
親
少
将
哥
に
心
を
い
れ
ぬ
と
そ
に
く
み
侍
し
。

◎
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和
　
静
嘉
堂

●
梅
沢
本
　
第
67
段
「
具
親
哥
ヲ
不
入
心
事
」
冒
頭

（
Ｂ
型
）　
せ
う
と
の
具
親
少
将
兵
衛

佐

の
哥
に
心
を
い
れ
ぬ
を
そ
に
く
み
侍
し
。

◎
黒
川
　
呉
氏
　
天
理
　
簗
瀬
　
蓬
左
　
伏
見

梅
沢
本
で
は
具
親
少
将
に
対
し
、
割
注
で
も
っ
て
「
兵
衛
佐
」
と
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
注
記
が
第
30
段
と
同
一
の
編
集
作
業
で

あ
っ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
古
本
系
伝
本
が
、
章
段
と
見
出
し
に
加
え
て
、
本
文
も
ま
た
整
え
て
記
さ
れ
て
い
る
様
子
が
わ
か
る

で
あ
ろ
う
。
古
本
系
伝
本
の
本
文
が
注
釈
的
に
整
え
ら
れ
て
い
る
様
子
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
も
認
め
ら
れ
る
。

●
林
本
　
第
64
段
箇
所
冒
頭

（
Ａ
型
）�　
近
比
隆
信
定
長
と
つ
か
ひ
若
よ
り
人
の
口
に
同
や
う
に
い
は
れ
侍
き
。
彼
俊
恵
か
家
に

十
座
の
百
首

と
名
付
た
る

こ
と
あ
り
け
り
。
を
の
〳
〵
い
と
み
て
心
を
つ
く
し
た
り
け
る
に
い
つ
れ
も
を
と
ら
さ
り
け
り
。

●
梅
沢
本
　
第
64
段
「
隆
信
定
長
一
双
事
」
冒
頭

（
Ｂ
型
）�　
ち
か
こ
ろ
は
隆
信
定
長
と
つ
か
ひ
て
わ
か
く
よ
り
人
の
口
に
を
な
し
や
う
に
い
は
れ
侍
き
。
か
の
俊
恵
か
家
に
て
　百

一
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首
を
十
首
つ
ゝ
十
度
に
よ
み
て

十
座
の
百
首

と
な
つ
け
た
る
こ
と
の
あ
り
け
る
に
は
い
と
み
て
を
の
〳
〵
心
を
つ
く

し
た
り
け
る
。
け
に
い
つ
れ
も
お
と
ら
さ
り
け
り
。

第
64
段
の
冒
頭
を
、
林
本
と
梅
沢
本
そ
れ
ぞ
れ
に
引
用
し
た
。
こ
こ
で
は
隆
信
と
定
長
が
比
較
さ
れ
、
過
去
の
事
実
と
し
て
二
人

の
実
力
が
拮
抗
し
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
十
座
百
首
は
そ
の
具
体
例
と
し
て
語
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
梅
沢
本
で
は
こ
の
「
十
座

百
首
」
の
名
称
に
も
注
釈
の
意
識
が
向
け
ら
れ
て
お
り
、「
百
首
を
十
首
つ
ゝ
十
度
に
よ
み
て
」
と
い
う
説
明
が
記
さ
れ
て
い
る
。

●
林
本
　
第
70
段
箇
所
冒
頭

（
Ａ
型
）�　
或
人
云
俊
頼
の
髄
脳
に
定
頼
中
納
言
云
公
任
卿
に
式
部
と
赤
染
か
を
と
り
ま
さ
り
を
と
は
る
。
大
納
言
云
式
部
は
こ
や

と
も
人
を
い
ふ
へ
き
に
と
よ
め
る
物
な
り
。
ひ
と
つ
口
に
い
ふ
へ
か
ら
す
と
侍
り
け
れ
は
中
納
言
は

山
の
は
の
月

と
云
哥
こ
そ
世
の
人
は
秀
哥
と
は
申
侍
れ
と
い
ふ
。

●
梅
沢
本
　
第
70
段
「
式
部
赤
染
勝
劣
事
」
冒
頭

（
Ｂ
型
）�　
或
人
云
俊
頼
の
髄
脳
に
定
頼
中
納
言
公
任
大
納
言
に
し
き
ふ
あ
か
そ
め
か
を
と
り
ま
さ
り
を
と
は
る
。
大
納
言
い
は
く

式
部
は
こ
や
と
も
人
を
い
ふ
へ
き
に
と
よ
め
る
物
な
り
。
ひ
と
つ
口
に
い
ふ
へ
か
ら
す
と
侍
け
れ
は
中
納
言
　か
さ
ね
て

云
式
部
か
哥
に
は
は
る
か
に
て
ら
せ

山
の
葉
の
月

と
云
哥
を
こ
そ
世
の
人
は
秀
哥
と
申
侍
め
れ
と
云
。

第
70
段
冒
頭
で
は
、
定
頼
中
納
言
に
よ
り
和
泉
式
部
の
歌
「
暗
き
よ
り
暗
き
道
に
ぞ
入
る
ぬ
べ
き
遥
か
に
照
ら
せ
山
の
端
の
月
」

が
と
り
上
げ
ら
れ
る
。
林
本
は
こ
れ
を
最
低
限
に
「
山
の
は
の
月
」
と
の
み
記
す
。
し
か
し
梅
沢
本
で
は
こ
れ
が
和
泉
式
部
の
歌
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
、
第
四
句
「
は
る
か
に
て
ら
せ
」
を
も
加
え
て
こ
れ
を
記
し
て
い
る
。

第
30
段
・
第
67
段
・
第
64
段
・
第
70
段
を
具
体
例
と
し
て
挙
げ
た
。
原
態
系
統
本
と
の
比
較
で
、
古
本
系
統
本
は
各
所
に
注
釈
的

な
本
文
を
備
え
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
系
統
本
が
編
集
後
の
状
態
で
あ
る
か
を
考
え
る
な
ら
ば
、
章
段
と
見
出
し
が
整
え
ら
れ
、
本
文

一
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首
を
十
首
つ
ゝ
十
度
に
よ
み
て

十
座
の
百
首

と
な
つ
け
た
る
こ
と
の
あ
り
け
る
に
は
い
と
み
て
を
の
〳
〵
心
を
つ
く

し
た
り
け
る
。
け
に
い
つ
れ
も
お
と
ら
さ
り
け
り
。

第
64
段
の
冒
頭
を
、
林
本
と
梅
沢
本
そ
れ
ぞ
れ
に
引
用
し
た
。
こ
こ
で
は
隆
信
と
定
長
が
比
較
さ
れ
、
過
去
の
事
実
と
し
て
二
人

の
実
力
が
拮
抗
し
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
十
座
百
首
は
そ
の
具
体
例
と
し
て
語
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
梅
沢
本
で
は
こ
の
「
十
座

百
首
」
の
名
称
に
も
注
釈
の
意
識
が
向
け
ら
れ
て
お
り
、「
百
首
を
十
首
つ
ゝ
十
度
に
よ
み
て
」
と
い
う
説
明
が
記
さ
れ
て
い
る
。

●
林
本
　
第
70
段
箇
所
冒
頭

（
Ａ
型
）�　
或
人
云
俊
頼
の
髄
脳
に
定
頼
中
納
言
云
公
任
卿
に
式
部
と
赤
染
か
を
と
り
ま
さ
り
を
と
は
る
。
大
納
言
云
式
部
は
こ
や

と
も
人
を
い
ふ
へ
き
に
と
よ
め
る
物
な
り
。
ひ
と
つ
口
に
い
ふ
へ
か
ら
す
と
侍
り
け
れ
は
中
納
言
は

山
の
は
の
月

と
云
哥
こ
そ
世
の
人
は
秀
哥
と
は
申
侍
れ
と
い
ふ
。

●
梅
沢
本
　
第
70
段
「
式
部
赤
染
勝
劣
事
」
冒
頭

（
Ｂ
型
）�　
或
人
云
俊
頼
の
髄
脳
に
定
頼
中
納
言
公
任
大
納
言
に
し
き
ふ
あ
か
そ
め
か
を
と
り
ま
さ
り
を
と
は
る
。
大
納
言
い
は
く

式
部
は
こ
や
と
も
人
を
い
ふ
へ
き
に
と
よ
め
る
物
な
り
。
ひ
と
つ
口
に
い
ふ
へ
か
ら
す
と
侍
け
れ
は
中
納
言
　か
さ
ね
て

云
式
部
か
哥
に
は
は
る
か
に
て
ら
せ

山
の
葉
の
月

と
云
哥
を
こ
そ
世
の
人
は
秀
哥
と
申
侍
め
れ
と
云
。

第
70
段
冒
頭
で
は
、
定
頼
中
納
言
に
よ
り
和
泉
式
部
の
歌
「
暗
き
よ
り
暗
き
道
に
ぞ
入
る
ぬ
べ
き
遥
か
に
照
ら
せ
山
の
端
の
月
」

が
と
り
上
げ
ら
れ
る
。
林
本
は
こ
れ
を
最
低
限
に
「
山
の
は
の
月
」
と
の
み
記
す
。
し
か
し
梅
沢
本
で
は
こ
れ
が
和
泉
式
部
の
歌
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
、
第
四
句
「
は
る
か
に
て
ら
せ
」
を
も
加
え
て
こ
れ
を
記
し
て
い
る
。

第
30
段
・
第
67
段
・
第
64
段
・
第
70
段
を
具
体
例
と
し
て
挙
げ
た
。
原
態
系
統
本
と
の
比
較
で
、
古
本
系
統
本
は
各
所
に
注
釈
的

な
本
文
を
備
え
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
系
統
本
が
編
集
後
の
状
態
で
あ
る
か
を
考
え
る
な
ら
ば
、
章
段
と
見
出
し
が
整
え
ら
れ
、
本
文

一
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も
注
釈
的
に
整
え
ら
れ
た
古
本
系
統
本
の
本
文
を
編
集
後
の
状
態
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
し
こ
れ
を
逆
の
方
向
で
説
明
し
よ

う
と
す
る
な
ら
ば
、
極
め
て
不
自
然
な
書
写
状
況
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

四
、
生
じ
て
い
る
問
題
点

●
第
18
段
「
関
ノ
清
水
」
箇
所

林
本
　
　
今
は
（
─
）
三
井
寺
に
円
實
坊
阿
闍
梨
と
い
ふ
老
僧

梅
沢
本
　
今
は
水
も
な
け
れ
は
そ
こ
と
も
し
れ
る
人
た
に
な
し
三
井
寺
に
円
実
房
の
阿
闍
梨
と
い
ふ
老
僧

林
本
　
　
建
暦
の
初
の
年
（
─
）
対
面
し
て
か
や
う
に
古
事
を

梅
沢
本
　
建
暦
は
し
め
の
と
し
十
月
廿
日
あ
ま
り
の
比
三
井
寺
へ
ゆ
き
て
あ
さ
り
た
い
め
し
て
か
や
う
に
ふ
る
き
こ
と
を

次
に
、
系
統
間
の
異
同
が
『
無
名
抄
』
本
文
の
理
解
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
第
18
段

に
は
二
か
所
に
大
き
な
異
同
が
見
ら
れ
、
そ
の
何
れ
も
先
の
例
と
同
じ
よ
う
に
、
原
態
系
統
本
に
は
見
ら
れ
な
い
説
明
的
な
記
述
が
、

古
本
系
統
本
に
て
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
後
者
「
十
月
廿
日
あ
ま
り
の
比
三
井
寺
へ
ゆ
き
て
阿
闍
梨
」

の
記
述
で
あ
る
。
建
暦
元
年
十
月
二
十
日
余
り
の
と
き
、
長
明
が
三
井
寺
の
阿
闍
梨
に
面
会
し
た
と
す
る
こ
の
記
事
を
め
ぐ
っ
て
は
、

岡
田
希
雄
氏
に
よ
り
、
こ
の
年
次
記
載
に
対
す
る
不
審
が
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
岡
田
氏
は
『
東
鏡
』
建
暦
元
年
十
月
十
三

日
の
条
を
掲
げ
、
長
明
が
鎌
倉
で
実
朝
に
謁
し
て
十
月
十
三
日
に
法
華
堂
に
参
詣
し
て
い
る
事
実
を
示
し
、
地
理
的
状
況
を
鑑
み
て
、

十
月
二
十
日
余
り
の
頃
に
長
明
が
三
井
寺
に
い
る
こ
と
へ
の
不
審
を
指
摘
す
る
（
11
）。

原
態
系
統
本
に
は
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な
日
付
が

一
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記
さ
れ
て
な
い
の
で
あ
り
、『
東
鑑
』
と
の
齟
齬
を
考
え
る
な
ら
ば
、
や
は
り
こ
の
日
付
は
長
明
が
記
し
た
も
の
で
は
な
く
、
後
人

が
加
筆
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

●
林
本
　
第
10
段
「
コ
ノ
モ
カ
ノ
モ
ノ
論
」
箇
所

三
条
院
（
梅
沢
本
＝
二
条
院
）
和
哥
こ
の
ま
せ
を
は
し
ま
し
け
る
時
岡
崎
の
三
位
御
師
徳
に
て
候
は
れ
け
る
に
此
道
の
聞
え
た

か
き
に
よ
り
て
清
輔
朝
臣
め
さ
れ
て
殿
上
に
さ
ふ
ら
ひ
け
り
。
い
み
し
き
め
ん
ほ
く
也
け
る
を
あ
る
と
き
の
御
会
に（
梅
沢
本

清
輔
）い
つ
れ
の
山
と
か
こ
の
も
か
の
も
と
い
ふ
を
よ
ま
れ
た
り
け
れ
は
三
位
是
を
難
し
て
い
は
く
つ
く
は
山
に
こ
そ
こ
の
も

か
の
も
は
よ
め
。
お
ほ
山
こ
と
に
い
ふ
へ
き
に
は
あ
ら
す
と
難
せ
ら
れ
け
れ
は
清
輔
申
て
い
は
く
筑
波
山
ま
て
は
申
へ
き
な
ら

す
。
河
な
と
に
も
よ
み
侍
る
へ
き
に
こ
そ
…
…
（
以
下
略
）
…
…

林
本
　
　
三
条
院
　
◎
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和
　
蓬
左
（「
三
」
右
わ
き
に
別
筆
の
貼
り
紙
「
二
」）

梅
沢
本
　
二
条
院
　
◎
黒
川
　
呉
氏
　
天
理
　
簗
瀬
　
静
嘉
堂
（
異
同
注
記
「
三
イ
」）　
伏
見

林
本
　
　
御
会
に
（
─
）
い
つ
れ
の
山
と
か
こ
の
も
か
の
も
と
い
ふ
を
よ
ま
れ
た
り
け
れ
は

◎
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和
　
蓬
左

梅
沢
本
　
御
会
に
清
輔
い
つ
れ
の
山
と
か
こ
の
も
か
の
も
と
い
ふ
こ
と
を
よ
ま
れ
た
り
け
れ
は

◎
黒
川
　
呉
氏
　
簗
瀬
　
※
天
理
（
本
文
「
御
會
イ
ツ
レ
ノ
山
ト
カ
」
右
傍
に
「
ニ
清
輔
」
の
書
き
入
れ
）

※
静
嘉
堂
（
右
傍
に
別
筆
で
「
清
輔
」
の
書
き
入
れ
）　
伏
見

二
二
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記
さ
れ
て
な
い
の
で
あ
り
、『
東
鑑
』
と
の
齟
齬
を
考
え
る
な
ら
ば
、
や
は
り
こ
の
日
付
は
長
明
が
記
し
た
も
の
で
は
な
く
、
後
人

が
加
筆
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

●
林
本
　
第
10
段
「
コ
ノ
モ
カ
ノ
モ
ノ
論
」
箇
所

三
条
院
（
梅
沢
本
＝
二
条
院
）
和
哥
こ
の
ま
せ
を
は
し
ま
し
け
る
時
岡
崎
の
三
位
御
師
徳
に
て
候
は
れ
け
る
に
此
道
の
聞
え
た

か
き
に
よ
り
て
清
輔
朝
臣
め
さ
れ
て
殿
上
に
さ
ふ
ら
ひ
け
り
。
い
み
し
き
め
ん
ほ
く
也
け
る
を
あ
る
と
き
の
御
会
に（
梅
沢
本

清
輔
）い
つ
れ
の
山
と
か
こ
の
も
か
の
も
と
い
ふ
を
よ
ま
れ
た
り
け
れ
は
三
位
是
を
難
し
て
い
は
く
つ
く
は
山
に
こ
そ
こ
の
も

か
の
も
は
よ
め
。
お
ほ
山
こ
と
に
い
ふ
へ
き
に
は
あ
ら
す
と
難
せ
ら
れ
け
れ
は
清
輔
申
て
い
は
く
筑
波
山
ま
て
は
申
へ
き
な
ら

す
。
河
な
と
に
も
よ
み
侍
る
へ
き
に
こ
そ
…
…
（
以
下
略
）
…
…

林
本
　
　
三
条
院
　
◎
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和
　
蓬
左
（「
三
」
右
わ
き
に
別
筆
の
貼
り
紙
「
二
」）

梅
沢
本
　
二
条
院
　
◎
黒
川
　
呉
氏
　
天
理
　
簗
瀬
　
静
嘉
堂
（
異
同
注
記
「
三
イ
」）　
伏
見

林
本
　
　
御
会
に
（
─
）
い
つ
れ
の
山
と
か
こ
の
も
か
の
も
と
い
ふ
を
よ
ま
れ
た
り
け
れ
は

◎
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和
　
蓬
左

梅
沢
本
　
御
会
に
清
輔
い
つ
れ
の
山
と
か
こ
の
も
か
の
も
と
い
ふ
こ
と
を
よ
ま
れ
た
り
け
れ
は

◎
黒
川
　
呉
氏
　
簗
瀬
　
※
天
理
（
本
文
「
御
會
イ
ツ
レ
ノ
山
ト
カ
」
右
傍
に
「
ニ
清
輔
」
の
書
き
入
れ
）

※
静
嘉
堂
（
右
傍
に
別
筆
で
「
清
輔
」
の
書
き
入
れ
）　
伏
見

二
二
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第
10
段
に
は
二
か
所
に
注
目
す
べ
き
異
同
が
見
ら
れ
る
。
前
者
の
異
同
は
、
史
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
「
三
条
院
」
の
記
述
が
、
正
し

く
「
二
条
院
」
へ
と
修
正
さ
れ
た
こ
と
で
生
じ
た
異
同
で
あ
ろ
う
（
12
）。

蓬
左
文
庫
本
と
静
嘉
堂
文
庫
本
に
は
異
同
注
記
が
記
さ
れ
て
お

り
、
両
系
統
の
伝
本
が
校
合
さ
れ
て
い
た
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
こ
こ
で
は
、
原
態
系
統
本
が
史
的
に
誤
り
で
あ
る
「
三
条
院
」

の
記
述
を
、
誤
っ
た
ま
ま
に
書
写
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
書
写
態
度
は
、
原
態
系
統
本
の
本
文
が
注
釈
的
で
な

い
様
子
に
も
符
合
す
る
で
あ
ろ
う
。
さ
て
更
に
注
目
す
べ
き
は
後
者
の
異
同
で
あ
る
。
梅
沢
本
以
下
の
伝
本
に
は
、
主
語
を
明
記
し

て
「
清
輔
」
が
「
こ
の
も
か
の
も
」
の
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
第
10
段
を
読
む
限
り
に
お
い
て
、
両
系
統
本
に
文
意
の
違

い
は
感
じ
ら
れ
ず
、
そ
の
違
い
は
主
語
表
記
の
有
無
で
し
か
な
い
。
し
か
し
こ
の
出
来
事
を
清
輔
『
袋
草
紙
』
の
記
事
と
照
ら
し
合

わ
せ
る
と
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

『
袋
草
紙
』
上
巻
抜
粋
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
よ
り
引
用
）

予
、
応
保
二
年
三
月
六
日
に
昇
殿
す
。
…
…
（
中
略
）
…
…
名
を
隠
し
て
歌
合
は
す
る
な
り
。
…
…
（
中
略
）
…
…
躑
躅
の

歌
に
「
こ
の
も
か
の
も
」
と
詠
む
歌
出
で
来�
。
範
兼
難
じ
て
云
は
く
、「
こ
の
も
か
の
も
は
筑
波
山
の
外
は
詠
む
べ
か
ら
ず
。

か
の
山
は
八
方
に
面
あ
り
。
面
の
方
に
景
有
る
の
故
な
り
。
何
ぞ
平
地
の
路
に
然
る
べ
き
や
」
と
。
顕
広
云
は
く
、「
然
な
り
。

近
き
歌
合
に
も
か
く
の
如
く
難
ず
る
か
」
と
。
…
…
（
中
略
）
…
…
時
に
予
云
は
く
、「
然
り
と
い
へ
ど
も
、
事
の
外
の
僻
事

な
り
」
と
。
…
…
（
中
略
）
…
…
証
歌
有
ら
ば
出
だ
す
べ
し
と
責
め
ら
れ
、
暫
く
隔
滞
す
。
頻
り
に
そ
の
責
め
有
り
。
予
申
し

て
云
は
く
、「
躬
恒
が
仮
名
序
に
は
、「
漢
河
に
烏
鵲
の
与
利
羽
の
橋
を
渡
し
て
、
こ
の
も
か
の
も
行
き
か
ふ
」
と
書
き
た
る
様

に
覚
悟
す
、
如
何
」
と
。
時
に
主
上
よ
り
始
め
奉
り
て
、
満
座
鼓
動
し
て
簾
中
に
及
ぶ
。
…
…
（
以
下
略
）
…
…

※
「
岩
つ
つ
じ
こ
の
も
か
の
も
に
咲
く
こ
ろ
は
過
ぎ
ぞ
や
ら
れ
ぬ
峰
の
細
道
」（
有
房
集
）
か
。

『
無
名
抄
』
の
本
文
か
ら
は
分
か
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の
歌
合
で
「
こ
の
も
か
の
も
」
の
歌
を
詠
ん
だ
の
は
清
輔
で

※

二
二
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は
な
い
。
つ
ま
り
第
10
段
は
、「
清
輔
」
の
語
が
記
さ
れ
て
い
な
い
、
原
態
系
統
本
の
状
態
こ
そ
が
正
し
い
の
で
あ
る
。『
無
名
抄
』

の
執
筆
に
、
長
明
が
『
袋
草
紙
』
を
直
接
利
用
し
て
い
る
様
子
を
考
え
る
な
ら
ば
（
13
）、

長
明
に
よ
り
誤
っ
た
主
語
が
記
さ
れ
た
と
は
考

え
難
い
。
古
本
系
伝
本
以
下
に
見
ら
れ
る
「
清
輔
」
の
主
語
は
、
後
に
補
わ
れ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
後
人
の
解
釈
に

よ
っ
て
主
語
が
補
わ
れ
た
こ
と
で
、
意
図
せ
ず
原
文
の
文
意
を
違
え
て
伝
え
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
第
18
段
・
第
10
段
に
生
じ
て
い
る
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
、
後
に
原
態
系
統
本
が
修
正
し
て
い
る
と
す
る
見
方
は
現
実
的
で
な

い
。
そ
の
よ
う
な
修
正
は
、
膨
大
な
資
料
を
閲
覧
で
き
る
現
代
に
お
い
て
さ
え
容
易
で
な
く
、
加
え
て
原
態
系
統
本
の
本
文
が
注
釈

的
で
な
い
様
子
や
、「
三
条
院
」
の
よ
う
に
誤
っ
た
情
報
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い
る
事
に
も
矛
盾
す
る
。

五
、
文
章
が
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
様
子

●
林
本
　
第
16
段
箇
所

雨
の
降
り
け
る
日
あ
る
人
の
も
と
に
思
ふ
と
ち
さ
し
あ
つ
ま
り
て
古
こ
と
な
と
か
た
り
出
た
り
け
る
つ
い
て
に
ま
そ
う
の
薄

と
云
は
い
か
な
る
す
ゝ
き
そ
な
と
い
ひ
し
ろ
ふ
ほ
と
に
あ
る
老
人
の
い
は
く
わ
た
の
へ
と
云
所
に
こ
そ
此
事
知
た
る
聖
は
あ
り

と
聞
侍
し
か
と
ほ
の
〳
〵
い
ひ
出
た
り
け
り
。
…
…
（
中
略
）
…
…

此
薄

同
さ
ま
に
て
あ
ま
た
侍
り
。
ま
す
ほ
の
薄
　ま

そ
を
の
薄
　ま
す
う
の
薄
と
て
三
草
は
侍
也
。
ま
す
ほ
の
薄
と
い
ふ
は
ほ
の
長
て
一
尺
は
か
り
あ
る
を
い
ふ
。
彼
ま
す
鏡
を
は

万
葉
集
に
十
寸
の
か
ゝ
み
と
か
け
る
に
て
心
う
へ
し
。
ま
そ
を
の
薄
と
云
は
真
麻
の
心
也
。
是
俊
頼
朝
臣
の
哥
に
よ
み
て
侍
る
。

ま
そ
を
の
糸
を
く
り
か
け
て
と
侍
る
と
よ
。
糸
な
と
の
み
た
れ
た
る
や
う
也
。
ま
す
う
の
薄
と
は
ま
こ
と
に
す
は
う
な
り
と
い

ふ
心
也
。
ま
す
は
う
の
薄
と
い
ふ
へ
き
を
こ
と
葉
を
略
し
た
る
也
。
色
深
き
薄
の
名
な
る
へ
し
。
…
…
（
以
下
略
）
…
…

二
五
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は
な
い
。
つ
ま
り
第
10
段
は
、「
清
輔
」
の
語
が
記
さ
れ
て
い
な
い
、
原
態
系
統
本
の
状
態
こ
そ
が
正
し
い
の
で
あ
る
。『
無
名
抄
』

の
執
筆
に
、
長
明
が
『
袋
草
紙
』
を
直
接
利
用
し
て
い
る
様
子
を
考
え
る
な
ら
ば
（
13
）、

長
明
に
よ
り
誤
っ
た
主
語
が
記
さ
れ
た
と
は
考

え
難
い
。
古
本
系
伝
本
以
下
に
見
ら
れ
る
「
清
輔
」
の
主
語
は
、
後
に
補
わ
れ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
後
人
の
解
釈
に

よ
っ
て
主
語
が
補
わ
れ
た
こ
と
で
、
意
図
せ
ず
原
文
の
文
意
を
違
え
て
伝
え
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
第
18
段
・
第
10
段
に
生
じ
て
い
る
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
、
後
に
原
態
系
統
本
が
修
正
し
て
い
る
と
す
る
見
方
は
現
実
的
で
な

い
。
そ
の
よ
う
な
修
正
は
、
膨
大
な
資
料
を
閲
覧
で
き
る
現
代
に
お
い
て
さ
え
容
易
で
な
く
、
加
え
て
原
態
系
統
本
の
本
文
が
注
釈

的
で
な
い
様
子
や
、「
三
条
院
」
の
よ
う
に
誤
っ
た
情
報
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い
る
事
に
も
矛
盾
す
る
。

五
、
文
章
が
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
様
子

●
林
本
　
第
16
段
箇
所

雨
の
降
り
け
る
日
あ
る
人
の
も
と
に
思
ふ
と
ち
さ
し
あ
つ
ま
り
て
古
こ
と
な
と
か
た
り
出
た
り
け
る
つ
い
て
に
ま
そ
う
の
薄

と
云
は
い
か
な
る
す
ゝ
き
そ
な
と
い
ひ
し
ろ
ふ
ほ
と
に
あ
る
老
人
の
い
は
く
わ
た
の
へ
と
云
所
に
こ
そ
此
事
知
た
る
聖
は
あ
り

と
聞
侍
し
か
と
ほ
の
〳
〵
い
ひ
出
た
り
け
り
。
…
…
（
中
略
）
…
…

此
薄

同
さ
ま
に
て
あ
ま
た
侍
り
。
ま
す
ほ
の
薄
　ま

そ
を
の
薄
　ま
す
う
の
薄
と
て
三
草
は
侍
也
。
ま
す
ほ
の
薄
と
い
ふ
は
ほ
の
長
て
一
尺
は
か
り
あ
る
を
い
ふ
。
彼
ま
す
鏡
を
は

万
葉
集
に
十
寸
の
か
ゝ
み
と
か
け
る
に
て
心
う
へ
し
。
ま
そ
を
の
薄
と
云
は
真
麻
の
心
也
。
是
俊
頼
朝
臣
の
哥
に
よ
み
て
侍
る
。

ま
そ
を
の
糸
を
く
り
か
け
て
と
侍
る
と
よ
。
糸
な
と
の
み
た
れ
た
る
や
う
也
。
ま
す
う
の
薄
と
は
ま
こ
と
に
す
は
う
な
り
と
い

ふ
心
也
。
ま
す
は
う
の
薄
と
い
ふ
へ
き
を
こ
と
葉
を
略
し
た
る
也
。
色
深
き
薄
の
名
な
る
へ
し
。
…
…
（
以
下
略
）
…
…

二
五

76 桜 文 論 叢

●
梅
沢
本
　
第
16
段
「
マ
ス
ホ
ノ
ス
ヽ
キ
」

雨
の
ふ
り
け
る
ひ
あ
る
人
の
も
と
に
お
も
ふ
と
ち
さ
し
あ
つ
ま
り
て
ふ
る
き
こ
と
な
ん
か
た
り
い
て
た
り
け
る
つ
ゐ
て
に

ま
す
ほ
の
す
ゝ
き
と
い
ふ
は
い
か
な
る
す
ゝ
き
そ
な
と
い
ひ
し
ろ
ふ
ほ
と
に
あ
る
老
人
の
い
は
く
わ
た
の
へ
と
い
ふ
と
こ
ろ
に

こ
そ
こ
の
こ
と
し
り
た
る
ひ
し
り
は
あ
り
と
き
ゝ
侍
し
か
と
ほ
の
〳
〵
い
ひ
い
て
た
り
け
り
。
…
…
（
中
略
）
…
…�

こ
の
す
ゝ
き
を
な
し
さ
ま
に
て
あ
ま
た
侍
り
。
ま
す
ほ
の
す
ゝ
き 

ま
そ
を
の
す
ゝ
き 

ま
そ
う
の
す
ゝ
き
と
て
み
く
さ
侍
な

り
。
ま
す
ほ
の
す
ゝ
き
と
い
ふ
は
ほ
の
な
か
く
て
一
尺
は
か
り
あ
る
を
い
ふ
。
か
の
ま
す
か
ゝ
み
を
は
万
葉
集
に
は
十
寸
の

か
ゝ
み
と
か
け
る
に
て
心
う
へ
し
。
ま
そ
を
の
す
ゝ
き
と
い
ふ
は
真
麻
の
心
な
り
。
こ
れ
は
俊
頼
朝
臣
の
哥
に
そ
よ
み
て
侍
る
。

ま
そ
うを

歟

の
い
と
を
く
り
か
け
て
と
侍
か
と
よ
。
い
と
な
と
の
み
た
れ
た
る
や
う
な
る
な
り
。
ま
そ
う
の
す
ゝ
き
と
は
ま
こ
と
に

す
わ
う
也
と
い
ふ
心
也
。
ま
す
わ
う
の
す
ゝ
き
と
い
ふ
へ
き
を
こ
と
は
を
略
し
た
る
な
り
。
…
…
（
以
下
略
）
…
…

登
蓮
法
師
の
逸
話
部
分
を
省
き
、
第
16
段
の
冒
頭
と
末
部
を
、
林
本
と
梅
沢
本
そ
れ
ぞ
れ
に
引
用
し
た
。
第
16
段
で
注
目
さ
れ
る

の
は
、
そ
の
冒
頭
の
異
同
に
よ
り
、
章
段
全
体
の
文
意
が
変
わ
っ
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
先
ず
は
冒
頭
の
異
同
に
注
目
し
た
い
。
林

本
で
は
「
ま
そ
う
の
薄
と
云
は
い
か
な
る
す
ゝ
き
そ
」
と
し
て
、
歌
語
Ａ
「
ま
そ
う
の
薄
」
を
対
象
に
し
て
発
問
が
な
さ
れ
て
い
る
。

対
す
る
梅
沢
本
で
は
Ｂ
「
ま
す
ほ
の
薄
」
が
発
問
の
対
象
で
あ
り
、
こ
の
発
問
の
歌
語
が
〈
見
出
し
〉
で
あ
る
。

さ
て
、
冒
頭
部
の
発
問
と
結
び
つ
い
て

・

・

・

・

・

・

・

・

問
題
に
な
る
の
が
、
指
示
語
を
伴
う

・

・

・

・

・

・

章
段
末
部
「
此こ

の
す
ゝ
き薄

」
の
説
明
で
あ
る
。
林
本
で
は

都
合
四
種
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
）
の
歌
語
が
挙
げ
ら
れ
、「
此
薄
（
Ａ
ま
そ
う
の
薄
）」
が
「
三
草
」（
＝
Ｂ
「
ま
す
ほ
の
薄
」・
Ｃ
「
ま
そ
を
の
薄
」・

Ｄ
「
ま
す
う
の
薄
」）
の
総
称
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
一
方
の
梅
沢
本
で
は
、「
こ
の
す
ゝ
き
（
Ｂ
ま
す
ほ
の
薄
）」
が
広
義
に
は

「
三
草
」（
＝
Ｂ
「
ま
す
ほ
の
薄
」・
Ｃ
「
ま
そ
を
の
薄
」、
Ａ
「
ま
そ
う
の
薄
」）
の
総
称
で
あ
り
、
狭
義
に
は
「
十
寸
穂
の
薄
」
の
意
味
で

二
二
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あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
梅
沢
本
で
は
総
称
の
歌
語
Ｂ
「
ま
す
ほ
の
薄
」
が
、
そ
の
細
目
で
あ
る
「
三
草
」
の
歌
語
と
重
な
っ
て
お

り
、
林
本
の
三
草
に
あ
る
歌
語
Ｄ
「
ま
す
う
の
薄
」
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
原
態
系
統
本
と
古
本
系
統
本
で
は
「
此こ

の
す
ゝ
き薄

」
の
説
明

が
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
原
因
は
章
段
冒
頭
に
遡
る
、
歌
語
の
異
同
に
起
因
す
る
。

冒
頭
の
歌
語
は
、
な
ぜ
書
き
換
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
原
態
系
統
本
と
古
本
系
統
本
の
違
い
は
、
見
出
し
の
有
無
で
あ
る
。

冒
頭
の
歌
語
を
書
き
換
え
る
必
要
が
生
じ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
見
出
し
と
発
問
の
整
合
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
古
本
系
伝

本
が
作
成
さ
れ
た
際
、
章
段
の
冒
頭
に
見
出
し
が
置
か
れ
た
こ
と
で
（
14
）、

冒
頭
の
「
見
出
し
」
に
「
発
問
」
が
整
合
し
て
い
る
必
要
が

生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
発
問
の
歌
語
が
、
見
出
し
に
合
わ
せ
て
「
ま
す
ほ
の
薄
」
へ
と
書
き
換
え
ら
れ
た
こ
と
で
も
っ
て
、

指
示
語
を
介
し
て
章
段
末
部
の
文
意
が
変
わ
る
結
果
と
な
り
、
古
本
系
統
本
に
お
け
る
「
三
草
」
の
説
明
を
歪
め
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

●
林
本
　
第
49
段
前
半
箇
所

俊
恵
語
云
故
左
京
大
夫
顕
輔
か
た
り
て
云
後
拾
遺
の
恋
の
哥
の
中
に
夕
暮
は
ま
た
れ
し
物
を
い
ま
は
た
ゝ
行
ら
ん
か
た
を
思

こ
そ
や
れ
こ
れ
を
お
も
て
哥
と
お
も
へ
り
。
金
葉
集
云
待
し
夜
の
ふ
け
し
を
な
に
ゝ
な
け
き
け
ん
思
た
え
て
も
あ
ら
れ
け
る
身

を
彼
類
に
せ
む
と
な
ん
思
給
へ
る
を
い
と
か
れ
ら
に
も
を
と
ら
す
け
う
は
あ
ら
す
こ
そ
侍
れ
と
い
は
れ
け
り
。
し
か
る
を
俊
恵

か
歌
苑
抄
中
に
は
一
夜
と
て
よ
か
れ
し
床
の
さ
筵
に
や
か
て
も
塵
の
つ
も
り
ぬ
る
哉
是
を
な
ん
お
も
て
う
た
と
思
給
ふ
は
い

か
ゝ
侍
ら
ん
と
ぞ
。

●
梅
沢
本
　
第
49
段
前
半
「
代
々
恋
中
ノ
秀
哥
」

俊
恵
語
云
故
左
京
大
夫
顕
輔
語
云
後
拾
遺
の
恋
の
哥
の
中
に
は

二
二
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あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
梅
沢
本
で
は
総
称
の
歌
語
Ｂ
「
ま
す
ほ
の
薄
」
が
、
そ
の
細
目
で
あ
る
「
三
草
」
の
歌
語
と
重
な
っ
て
お

り
、
林
本
の
三
草
に
あ
る
歌
語
Ｄ
「
ま
す
う
の
薄
」
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
原
態
系
統
本
と
古
本
系
統
本
で
は
「
此こ
の
す
ゝ
き薄
」
の
説
明

が
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
原
因
は
章
段
冒
頭
に
遡
る
、
歌
語
の
異
同
に
起
因
す
る
。

冒
頭
の
歌
語
は
、
な
ぜ
書
き
換
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
原
態
系
統
本
と
古
本
系
統
本
の
違
い
は
、
見
出
し
の
有
無
で
あ
る
。

冒
頭
の
歌
語
を
書
き
換
え
る
必
要
が
生
じ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
見
出
し
と
発
問
の
整
合
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
古
本
系
伝

本
が
作
成
さ
れ
た
際
、
章
段
の
冒
頭
に
見
出
し
が
置
か
れ
た
こ
と
で
（
14
）、

冒
頭
の
「
見
出
し
」
に
「
発
問
」
が
整
合
し
て
い
る
必
要
が

生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
発
問
の
歌
語
が
、
見
出
し
に
合
わ
せ
て
「
ま
す
ほ
の
薄
」
へ
と
書
き
換
え
ら
れ
た
こ
と
で
も
っ
て
、

指
示
語
を
介
し
て
章
段
末
部
の
文
意
が
変
わ
る
結
果
と
な
り
、
古
本
系
統
本
に
お
け
る
「
三
草
」
の
説
明
を
歪
め
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

●
林
本
　
第
49
段
前
半
箇
所

俊
恵
語
云
故
左
京
大
夫
顕
輔
か
た
り
て
云
後
拾
遺
の
恋
の
哥
の
中
に
夕
暮
は
ま
た
れ
し
物
を
い
ま
は
た
ゝ
行
ら
ん
か
た
を
思

こ
そ
や
れ
こ
れ
を
お
も
て
哥
と
お
も
へ
り
。
金
葉
集
云
待
し
夜
の
ふ
け
し
を
な
に
ゝ
な
け
き
け
ん
思
た
え
て
も
あ
ら
れ
け
る
身

を
彼
類
に
せ
む
と
な
ん
思
給
へ
る
を
い
と
か
れ
ら
に
も
を
と
ら
す
け
う
は
あ
ら
す
こ
そ
侍
れ
と
い
は
れ
け
り
。
し
か
る
を
俊
恵

か
歌
苑
抄
中
に
は
一
夜
と
て
よ
か
れ
し
床
の
さ
筵
に
や
か
て
も
塵
の
つ
も
り
ぬ
る
哉
是
を
な
ん
お
も
て
う
た
と
思
給
ふ
は
い

か
ゝ
侍
ら
ん
と
ぞ
。

●
梅
沢
本
　
第
49
段
前
半
「
代
々
恋
中
ノ
秀
哥
」

俊
恵
語
云
故
左
京
大
夫
顕
輔
語
云
後
拾
遺
の
恋
の
哥
の
中
に
は

二
二
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ゆ
ふ
く
れ
は
ま
た
れ
し
物
を
今
は
た
ゝ
ゆ
く
ら
む
か
た
を
お
も
ひ
こ
そ
や
れ

こ
れ
を
お
も
て
哥
と
お
も
へ
り
。
金
葉
集
に
は

　
ま
ち
し
夜
の
ふ
け
し
を
な
に
ゝ
な
け
き
け
ん
お
も
ひ
た
え
て
も
す
く
し
け
る
身
を

こ
れ
を
す
く
れ
た
る
恋
と
せ
り
。
わ
か
ゑ
ら
へ
る
詞
花
集
に
は

　
わ
す
ら
る
ゝ
人
め
は
か
り
を
な
け
き
に
て
こ
ひ
し
き
こ
と
の
な
か
ら
ま
し
か
は

こ
の
哥
を
か
の
た
く
ひ
に
せ
む
と
な
ん
お
も
ひ
給
ふ
る
。
い
と
か
れ
ら
に
も
お
と
ら
す
け
し
う
は
あ
ら
す
こ
そ
侍
と
い
は
れ

け
り
。
し
か
あ
る
を
俊
恵
か
哥
苑
抄
の
中
に
は

　
一
夜
と
て
よ
か
れ
し
と
こ
の
さ
む
し
ろ
に
や
か
て
も
ち
り
の
つ
も
り
ぬ
る
か
な

こ
れ
を
な
む
お
も
て
哥
と
お
も
ひ
給
ふ
る
。
い
か
ゝ
侍
ら
ん
と
そ
。

第
49
段
も
両
系
統
本
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
梅
沢
本
で
は
『
詞
花
和
歌
集
』
の
恋
の
面
歌
が
追
加
さ
れ
た
状
態
に
あ
り
、
こ
れ
に

続
く
顕
輔
の
言
説
に
も
違
い
が
見
ら
れ
る
。
林
本
で
は
、
顕
輔
に
よ
っ
て
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
と
『
金
葉
和
歌
集
』
そ
れ
ぞ
れ
に
恋

の
「
面
歌
」
が
選
ば
れ
た
あ
と
、「
い
と
か
れ
ら
に
も
を
と
ら
ず
稀け

有う

は
あ
ら
ず
こ
そ
侍
れ
」（
＝
さ
ほ
ど
こ
れ
ら
の
歌
に
劣
ら
な
い
と

い
う
歌
も
珍
し
く
は
な
い
で
し
ょ
う
。）
と
い
う
消
極
的
な
賞
賛
が
語
ら
れ
、
自
身
の
撰
歌
が
絶
対
で
は
な
い
様
子
が
述
べ
ら
れ
る
。
第

49
段
で
は
、
こ
れ
を
受
け
て
俊
恵
が
『
歌
苑
抄
』
か
ら
恋
の
面
歌
を
選
び
、
長
明
が
お
ぼ
つ
か
な
く
も
『
新
古
今
和
歌
集
』
か
ら
恋

の
面
歌
を
選
ぶ
の
で
あ
り
、
撰
歌
の
是
非
は
後
世
の
読
み
手
に
委
ね
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
の
梅
沢
本
で
は
、
後
拾
遺

集
・
金
葉
集
か
ら
の
撰
歌
に
続
け
て
、
顕
輔
自
身
が
撰
者
で
あ
る
『
詞
花
和
歌
集
』
か
ら
も
恋
の
面
歌
が
示
さ
れ
て
お
り
、「
い
と

か
れ
ら
に
も
お
と
ら
ず
異け

し
う
は
あ
ら
ず
こ
そ
侍
」（
＝
さ
ほ
ど
そ
れ
ら
の
歌
に
劣
ら
ず
、
そ
う
お
か
し
く
は
な
い
で
し
ょ
う
）
と
し
て
、

二
二
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詞
花
集
面
歌
が
前
二
首
に
劣
ら
ぬ
秀
歌
と
し
て
語
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
後
拾
遺
集
・
金
葉
集
・
詞
花
集
の
面
歌
が
等
し
く
勅
撰
集

最
高
の
恋
歌
と
し
て
提
示
さ
れ
て
お
り
、
俊
恵
と
長
明
に
よ
っ
て
恋
の
面
歌
が
更
に
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
で
、
こ
こ
で
の
主
題
が
恋
の

面
歌
を
列
挙
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。

両
者
の
違
い
は
編
集
前
と
編
集
後
の
違
い
で
あ
り
、
文
意
は
何
れ
も
通
じ
て
い
る
。
内
容
の
違
い
か
ら
編
集
の
前
後
を
判
断
す
る

こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
検
証
に
よ
り
、
古
本
系
統
本
の
本
文
に
注
釈
的
傾
向
が
顕
わ
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
る
な
ら
ば
、
右
の
場
合
も
古
本
系
伝
本
の
作
成
時
に
情
報
が
付
加
さ
れ
、
主
題
の
理
解
に
沿
っ
て
言
葉
が
修
整
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

六
、
本
文
の
校
訂
に
よ
っ
て
文
意
が
損
な
わ
れ
て
い
る
様
子

●
林
本
　
第
71
段
「
近
代
哥
躰
」
箇
所
①

人
の
こ
と
は
し
る
身
に
と
り
て
は

中
比
の
人
々
あ
ま
た
さ
し
あ
つ
ま
り
て
侍
し
会

に
つ
ら
な
り
て
人
の
哥
と
も
を
聞
し

か
は
我
思
よ
ら
ぬ
風
情
は
い
と
す
く
な
か
り
き
。
我
つ
ゝ
け
た
り
つ
る
よ
り
は
是
に
よ
か
り
け
り
な
と
覚
る
こ
と
こ
そ
あ
り
し

か
と
（
梅
沢
本
・
い
さ
さ
か
も
心
の
め
く
ら
ぬ
こ
と
は
あ
り
か
た
く
）
な
ん
侍
し
。
し
か
る
を

御
所
の
御
会

に
つ
か
ふ
ま
つ
り

し
に
は
ふ
つ
と
思
も
よ
ら
ぬ
こ
と
を
の
み
人
こ
と
に
よ
ま
れ
し
か
は
此
み
ち
は
は
や
く
底
も
な
く
き
は
も
な
き
こ
と
に
な
り
に

け
り
と
お
そ
ろ
し
く
こ
そ
覚
侍
り
し
か
。
…
…
（
中
略
）
…
…
お
ほ
つ
か
な
く
心
籠
て
よ
ま
む
と
す
る
ほ
と
に
は
て
に
は
み
つ

か
ら
も
え
心
え
す
た
か
は
ぬ
無
心
所
着
に
な
り
ぬ
。
か
や
う
の
つ
ら
の
哥
は
幽
玄
の
さ
か
ひ
に
は
あ
ら
す
。
け
に
達
磨
と
も
こ

れ
を
そ
い
ふ
へ
き
。

二
一
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詞
花
集
面
歌
が
前
二
首
に
劣
ら
ぬ
秀
歌
と
し
て
語
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
後
拾
遺
集
・
金
葉
集
・
詞
花
集
の
面
歌
が
等
し
く
勅
撰
集

最
高
の
恋
歌
と
し
て
提
示
さ
れ
て
お
り
、
俊
恵
と
長
明
に
よ
っ
て
恋
の
面
歌
が
更
に
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
で
、
こ
こ
で
の
主
題
が
恋
の

面
歌
を
列
挙
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。

両
者
の
違
い
は
編
集
前
と
編
集
後
の
違
い
で
あ
り
、
文
意
は
何
れ
も
通
じ
て
い
る
。
内
容
の
違
い
か
ら
編
集
の
前
後
を
判
断
す
る

こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
検
証
に
よ
り
、
古
本
系
統
本
の
本
文
に
注
釈
的
傾
向
が
顕
わ
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
る
な
ら
ば
、
右
の
場
合
も
古
本
系
伝
本
の
作
成
時
に
情
報
が
付
加
さ
れ
、
主
題
の
理
解
に
沿
っ
て
言
葉
が
修
整
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

六
、
本
文
の
校
訂
に
よ
っ
て
文
意
が
損
な
わ
れ
て
い
る
様
子

●
林
本
　
第
71
段
「
近
代
哥
躰
」
箇
所
①

人
の
こ
と
は
し
る
身
に
と
り
て
は

中
比
の
人
々
あ
ま
た
さ
し
あ
つ
ま
り
て
侍
し
会

に
つ
ら
な
り
て
人
の
哥
と
も
を
聞
し

か
は
我
思
よ
ら
ぬ
風
情
は
い
と
す
く
な
か
り
き
。
我
つ
ゝ
け
た
り
つ
る
よ
り
は
是
に
よ
か
り
け
り
な
と
覚
る
こ
と
こ
そ
あ
り
し

か
と
（
梅
沢
本
・
い
さ
さ
か
も
心
の
め
く
ら
ぬ
こ
と
は
あ
り
か
た
く
）
な
ん
侍
し
。
し
か
る
を

御
所
の
御
会

に
つ
か
ふ
ま
つ
り

し
に
は
ふ
つ
と
思
も
よ
ら
ぬ
こ
と
を
の
み
人
こ
と
に
よ
ま
れ
し
か
は
此
み
ち
は
は
や
く
底
も
な
く
き
は
も
な
き
こ
と
に
な
り
に

け
り
と
お
そ
ろ
し
く
こ
そ
覚
侍
り
し
か
。
…
…
（
中
略
）
…
…
お
ほ
つ
か
な
く
心
籠
て
よ
ま
む
と
す
る
ほ
と
に
は
て
に
は
み
つ

か
ら
も
え
心
え
す
た
か
は
ぬ
無
心
所
着
に
な
り
ぬ
。
か
や
う
の
つ
ら
の
哥
は
幽
玄
の
さ
か
ひ
に
は
あ
ら
す
。
け
に
達
磨
と
も
こ

れ
を
そ
い
ふ
へ
き
。

二
一
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林
本
　
　
人
の
こ
と
は
し
る
身
に
と
り
て
は

◎
青
山
「
人
の
こ
と
葉
知
」　
初
雁
「
人
の
こ
と
葉
知
」　
斎
藤
「
人
の
こ
と
葉
知
る
」　
多
和
「
人
の
こ
と
葉
知
」

梅
沢
本
　
人
の
こ
と
は
し
ら
す
身
に
と
り
て
は

◎
黒
川
　「
人
の
こ
と
は
し
ら
す
」　
呉
氏
「
人
の
事
は
し
ら
す
」　
天
理
「
人
の
事
は
し
ら
す
」

　
簗
瀬
「
人
の
事
は
し
ら
す
」　
静
嘉
堂
「
人
の
こ
と
は
し
ら
す
」　
蓬
左
「
人
の
事
は
し
ら
す
」

　
伏
見
「
人
の
こ
と
は
し
ら
す
」

第
71
段
の
一
部
を
林
本
に
て
引
用
し
た
。
右
の
箇
所
は
、
後
鳥
羽
上
皇
の
歌
会
に
出
席
し
た
折
の
経
験
を
長
明
が
語
る
部
分
で
あ

る
。
引
用
冒
頭
の
異
同
に
注
目
し
た
い
。
梅
沢
本
の
本
文
で
は
、「
人
の
こ
と
は
し
ら
す

・

・

・

身
に
と
り
て
は
」（
＝
他
人
の
事
は
知
ら
な
い

・

・

・

・

が
、
わ
が
身
に
お
い
て
は
）
と
記
さ
れ
お
り
、
こ
の
文
を
前
後
に
、
話
題
が
他
者
か
ら
自
身
の
こ
と
へ
と
切
り
替
わ
る
。
一
方
、
林
本

に
は
こ
れ
が
「
人
の
こ
と
は
し
る

・
・

身
に
と
り
て
は
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
梅
沢
本
と
同
じ
内
容
で
読
も
う
と
す
れ
ば
文
意
は
通
じ
な

い
。
梅
沢
本
の
理
解
で
も
っ
て
書
写
が
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
当
然
、
こ
の
記
述
に
対
し
て
誤
写
が
疑
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
林
本
以
下
、
原
態
系
統
本
の
諸
本
に
目
を
向
け
る
な
ら
ば
、
こ
の
部
位
が
「
人
の
言
葉
知
る
」
の
意
味
で
記
さ
れ
て
い

る
様
子
が
確
か
め
ら
れ
る
。
こ
の
話
の
中
で
長
明
は
、《
中
比
の
人
々
あ
ま
た
さ
し
あ
つ
ま
り
て
侍
し
会
》
と
《
御
所
の
御
会
》
の

様
子
を
、
旧
風
和
歌
と
新
風
和
歌
の
比
較
で
も
っ
て
語
っ
て
い
る
。
前
者
の
歌
会
で
あ
れ
ば
、
長
明
に
と
っ
て
「
我
思
よ
ら
ぬ
風
情

は
い
と
す
く
な
か
り
き
」
様
子
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
後
者
の
歌
会
で
は
新
風
和
歌
の
弊
害
に
よ
り
、「
思
も
よ
ら
ぬ
こ
と
」「
み
つ

か
ら
も
え
心
え
す
」「
無
心
所
着
」
の
言
葉
が
氾
濫
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
15
）。

長
明
は
、
そ
の
よ
う
な
新
奇
な
言
葉
遣
い
の
歌
が
決
し

て
幽
玄
の
歌
で
は
な
い
こ
と
を
苦
々
し
く
語
る
の
で
あ
り
、
あ
た
か
も
そ
れ
が
人
の
言
葉
で
は
な
い
か
の
よ
う
に
、「
人
の
言
葉
知

二
一
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る
身
に
と
り
て
」
さ
え
彼
ら
の
言
葉
が
理
解
で
き
な
い
と
皮
肉
を
込
め
て
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

古
本
系
伝
本
の
書
写
者
は
、
皮
肉
を
交
え
た
こ
の
言
い
回
し
に
理
解
が
及
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
不
審
な
言
い
回
し
に

誤
写
を
疑
い
、
文
意
が
通
じ
る
よ
う
本
文
を
校
訂
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

●
林
本
　
第
71
段
箇
所
②

能
さ
か
ひ
に
い
れ
る
人
々
の
申
さ
れ
し
趣
は
詮
は
た
ゝ
詞
に
あ
ら
は
れ
餘
情
姿
に
見
え
ぬ
け
い
き
な
る
へ
し
。
心
に
も
詞
に

も
艶
極
り
ぬ
れ
は
是
等
の
徳
は
を
の
つ
か
ら
そ
な
は
る
に
こ
そ
。
た
と
へ
は
秋
の
夕
く
れ
空
の
気
色
は
色
も
な
く
聲
も
な
し
。

い
つ
く
も
い
か
な
る
ゆ
へ
あ
る
へ
し
と
も
お
ほ
え
ね
と
す
ゝ
ろ
に
涙
こ
ほ
る
ゝ
こ
と
し
。
こ
れ
を
心
な
き
も
の
は
さ
ら
に
い
み

し
と
思
ひ
え
す
。
た
ゝ
め
に
み
ゆ
る
花
紅
葉
を
そ
め
て
侍
る
。
又
よ
き
女
の
う
ら
め
し
き
こ
と
あ
れ
と
こ
と
葉
に
は
あ
ら
は
さ

す
ふ
か
く
忍
ひ
た
る
気
色
な
と
を
ほ
の
〳
〵
見
つ
け
た
る
は
こ
と
は
を
つ
く
し
て
う
ら
み
袖
を
し
ほ
り
み
せ
ん
よ
り
も
心
く
る

し
う
あ
は
れ
ふ
か
ゝ
る
へ
き
か
こ
と
し
。
又
お
さ
な
き
も
の
な
と
は
こ
ま
〳
〵
と
い
は
す
よ
り
ほ
か
は
い
か
て
か
気
色
を
見
て

し
ら
む
。
此
二
の
た
と
へ
に
て
風
情
す
く
な
く
心
あ
さ
か
ら
ん
人
の
さ
と
り
か
た
き
こ
と
を
は
知
。
又
お
さ
な
き
子
の
ら
う
た

き
か
か
た
こ
と
し
て
そ
れ
と
も
聞
え
ぬ
こ
と
い
ひ
出
た
る
は
は
か
な
き
に
付
て
も
い
と
を
し
く
き
ゝ
所
あ
る
に
に
た
る
こ
と
も

侍
に
や
。
こ
れ
ら
を
は
い
か
て
か
た
や
す
く
ま
ね
ひ
も
し
さ
た
か
に
も
い
ひ
あ
ら
は
さ
む
。
た
ゝ
み
つ
か
ら
心
う
へ
き
こ
と
也
。

又
霧
の
た
え
ま
よ
り
秋
山
を
な
か
む
れ
は
見
ゆ
る
所
は
ほ
の
か
な
れ
と
お
く
床
し
く
い
か
は
か
り
紅
葉
わ
た
り
て
面
白
か
ら
む

と

か
き
り
も
な
く
を
し
は
か
ら
る
ゝ
お
も
か
け

は
ほ
と
〳
〵
さ
た
か
に
見
ん
に
も
す
く
れ
て

心
さ
し
詞
に
あ
ら
は
れ
て

月
を
く
ま
な
し
と
い
ひ
花
を
た
へ
な
り
と
ほ
め
ん
は
な
に
か
は
か
た
か
ら
ん
。
い
つ
か
は
哥
た
ゝ
物
を
い
ふ
に
ま
さ
る
徳
と
せ

ん
。
一
こ
と
葉
に
お
ほ
く
の
こ
と
は
り
を
こ
め

あ
ら
は
さ
す
し
て
深
き
心
さ
し
を
尽
す

。
見
ぬ
世
の
こ
と
を
面
か
け
に

二
一
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る
身
に
と
り
て
」
さ
え
彼
ら
の
言
葉
が
理
解
で
き
な
い
と
皮
肉
を
込
め
て
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

古
本
系
伝
本
の
書
写
者
は
、
皮
肉
を
交
え
た
こ
の
言
い
回
し
に
理
解
が
及
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
不
審
な
言
い
回
し
に

誤
写
を
疑
い
、
文
意
が
通
じ
る
よ
う
本
文
を
校
訂
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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林
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第
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人
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さ
れ
し
趣
は
詮
は
た
ゝ
詞
に
あ
ら
は
れ
餘
情
姿
に
見
え
ぬ
け
い
き
な
る
へ
し
。
心
に
も
詞
に

も
艶
極
り
ぬ
れ
は
是
等
の
徳
は
を
の
つ
か
ら
そ
な
は
る
に
こ
そ
。
た
と
へ
は
秋
の
夕
く
れ
空
の
気
色
は
色
も
な
く
聲
も
な
し
。

い
つ
く
も
い
か
な
る
ゆ
へ
あ
る
へ
し
と
も
お
ほ
え
ね
と
す
ゝ
ろ
に
涙
こ
ほ
る
ゝ
こ
と
し
。
こ
れ
を
心
な
き
も
の
は
さ
ら
に
い
み

し
と
思
ひ
え
す
。
た
ゝ
め
に
み
ゆ
る
花
紅
葉
を
そ
め
て
侍
る
。
又
よ
き
女
の
う
ら
め
し
き
こ
と
あ
れ
と
こ
と
葉
に
は
あ
ら
は
さ

す
ふ
か
く
忍
ひ
た
る
気
色
な
と
を
ほ
の
〳
〵
見
つ
け
た
る
は
こ
と
は
を
つ
く
し
て
う
ら
み
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を
し
ほ
り
み
せ
ん
よ
り
も
心
く
る

し
う
あ
は
れ
ふ
か
ゝ
る
へ
き
か
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し
。
又
お
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な
き
も
の
な
と
は
こ
ま
〳
〵
と
い
は
す
よ
り
ほ
か
は
い
か
て
か
気
色
を
見
て

し
ら
む
。
此
二
の
た
と
へ
に
て
風
情
す
く
な
く
心
あ
さ
か
ら
ん
人
の
さ
と
り
か
た
き
こ
と
を
は
知
。
又
お
さ
な
き
子
の
ら
う
た

き
か
か
た
こ
と
し
て
そ
れ
と
も
聞
え
ぬ
こ
と
い
ひ
出
た
る
は
は
か
な
き
に
付
て
も
い
と
を
し
く
き
ゝ
所
あ
る
に
に
た
る
こ
と
も

侍
に
や
。
こ
れ
ら
を
は
い
か
て
か
た
や
す
く
ま
ね
ひ
も
し
さ
た
か
に
も
い
ひ
あ
ら
は
さ
む
。
た
ゝ
み
つ
か
ら
心
う
へ
き
こ
と
也
。

又
霧
の
た
え
ま
よ
り
秋
山
を
な
か
む
れ
は
見
ゆ
る
所
は
ほ
の
か
な
れ
と
お
く
床
し
く
い
か
は
か
り
紅
葉
わ
た
り
て
面
白
か
ら
む

と

か
き
り
も
な
く
を
し
は
か
ら
る
ゝ
お
も
か
け

は
ほ
と
〳
〵
さ
た
か
に
見
ん
に
も
す
く
れ
て

心
さ
し
詞
に
あ
ら
は
れ
て

月
を
く
ま
な
し
と
い
ひ
花
を
た
へ
な
り
と
ほ
め
ん
は
な
に
か
は
か
た
か
ら
ん
。
い
つ
か
は
哥
た
ゝ
物
を
い
ふ
に
ま
さ
る
徳
と
せ

ん
。
一
こ
と
葉
に
お
ほ
く
の
こ
と
は
り
を
こ
め

あ
ら
は
さ
す
し
て
深
き
心
さ
し
を
尽
す

。
見
ぬ
世
の
こ
と
を
面
か
け
に
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う
か
へ
い
や
し
き
を
か
た
り
て
優
を
あ
ら
は
し
を
ろ
か
な
る
や
う
に
て
た
へ
な
る
こ
と
は
り
を
極
む
れ
は
こ
そ
心
も
及
す
詞
も

た
ら
ぬ
時
是
に
て
お
も
ひ
を
の
へ
わ
つ
か
に
三
十
一
字
か
中
に
天
地
を
う
こ
か
す
徳
を
く
し
鬼
神
を
な
こ
む
る
術
に
て
は
侍
れ
。

林
本
　
　
詮
は
た
ゝ
詞
に
あ
ら
は
れ
餘
情
姿
に
見
え
ぬ
け
い
き
な
る
へ
し
。
心
に
も
詞
に
も
艶
極
り
ぬ
れ
は
…
…
。

梅
沢
本
　�

栓
は
た
ゝ
こ
と
は
に
あ
ら
は
れ
ぬ
餘
情
す
か
た
に
み
え
ぬ
景
気
な
る
へ
し
。
心
に
も
こ
と
は
り
ふ
か
く
詞
に
も
艶
き
は
ま

り
ぬ
れ
は
…
…
。

幽
玄
を
語
る
右
の
記
述
は
、
新
古
今
時
代
に
お
け
る
幽
玄
論
の
資
料
と
し
て
、『
無
名
抄
』
の
中
で
も
特
に
重
要
な
記
事
と
さ
れ

て
き
た
。
幽
玄
と
は
そ
も
そ
も
俊
成
歌
論
に
て
用
い
ら
れ
た
言
葉
で
あ
り
、
俊
成
が
用
い
る
幽
玄
に
つ
い
て
は
、
余
情
に
よ
る
情
緒

美
で
あ
り
つ
つ
も
、
同
時
に
「
あ
は
れ
」「
さ
び
」「
艶
」
な
ど
を
包
摂
す
る
複
合
的
な
美
意
識
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
『
無
名

抄
』
で
も
っ
て
長
明
が
語
る
幽
玄
は
、
余
情
に
よ
る
景
気
の
表
出
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
単
一
の
視
点
は
俊
成

の
幽
玄
と
は
別
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
（
16
）。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
幽
玄
に
対
す
る
長
明
の
理
解
は
、
こ
れ
ま
で
の
『
無
名
抄
』

研
究
が
、
古
本
系
伝
本
を
中
心
と
す
る
、
見
出
し
を
有
す
る
系
統
の
テ
キ
ス
ト
に
拠
っ
て
『
無
名
抄
』
を
理
解
し
て
き
た
こ
と
に
よ

る
。
梅
沢
本
（
古
本
系
伝
本
）
に
は
幽
玄
が
、「
栓
は
た
ゝ
こ
と
は
に
あ
ら
は
れ
ぬ
餘
情
す
か
た
に
み
え
ぬ
景
気
な
る
へ
し
」（
＝
結
局

は
た
だ
詞
に
言
い
表
さ
れ
て
い
な
い
余
情
で
あ
り
、
姿
に
は
見
え
な
い
景
気
で
あ
る
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
幽
玄
が
「
余
情
」
に
よ
る
情
緒

美
で
あ
る
と
記
さ
れ
る
。
し
か
し
林
本
（
原
態
系
統
本
）
で
こ
れ
を
確
認
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
本
文
は
「
詮
は
た
ゝ
詞
に
あ
ら
は
れ

餘
情
姿
に
見
え
ぬ
け
い
き
な
る
へ
し
」（
＝
歌
の
眼
目
は
明
確
に
詞
に
表
れ
て
お
り
、
余
情
が
姿
に
は
見
え
な
い
景
気
と
な
っ
て
い
る
）
で
あ

り
、
幽
玄
が
「
詞
」
と
「
余
情
」
に
よ
っ
て
二
元
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
（
17
）。

二
一
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林
本
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
長
明
は
幽
玄
を
「
余
情
」
単
一
で
語
っ
て
い
な
い
。
幽
玄
が
「
艶
」
を
主
体
と
す
る
歌
体
で
あ
る
こ

と
を
示
し
つ
つ
、「
詞
」
と
「
余
情
」
を
二
元
的
に
対
比
し
な
が
ら
、
詞
〈
明
確
に
表
れ
て
い
る
も
の
〉
と
余
情
〈
姿
に
表
さ
れ
て

い
な
い
も
の
〉
と
し
て
、
背
反
す
る
二
者
の
融
和
が
幽
玄
で
あ
る
と
定
義
す
る
。
こ
の
定
義
に
続
け
て
、
長
明
は
幽
玄
に
お
け
る

「
詞
」
と
「
余
情
」
を
、
具
体
的
な
例
で
も
っ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
。「
秋
の
夕
く
れ
」
と
「
花
紅
葉
」、「（
よ
き
女
の
）
こ
と
葉
に

あ
ら
は
さ
す
ふ
か
く
忍
ひ
た
る
気
色
」
と
「
こ
と
は
を
つ
く
し
て
う
ら
み
袖
を
し
ほ
り
み
せ
ん
（
女
の
姿
）」
を
例
に
し
な
が
ら
、
余

情
と
詞
の
関
係
、
す
な
わ
ち
〈
見
え
な
い
も
の
〉
と
〈
見
え
る
も
の
〉
の
違
い
を
語
り
、
更
に
は
「
お
さ
な
き
子
」
と
「
霧
の
た
え

ま
」
で
も
っ
て
〈
言
外
の
美
〉
が
何
か
を
説
明
す
る
。

〈
見
え
る
も
の
〉
と
〈
見
え
な
い
も
の
〉、
こ
の
対
比
の
も
と
に
、
長
明
は
詞
を
「
心
さ
し
詞
に
あ
ら
は
れ
」
と
語
り
、
余
情
を

「
か
き
り
も
な
く
を
し
は
か
ら
る
ゝ
お
も
か
け
」
と
し
て
、「
詞
」
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
美
と
、「
余
情
」
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
る
言

外
の
美
、
こ
の
二
つ
が
等
し
く
並
立
す
る
こ
と
を
再
度
説
明
す
る
。
そ
の
上
で
長
明
は
三
た
び
の
説
明
を
繰
り
返
す
の
で
あ
り
、
幽

玄
が
「
詞
」
と
「
余
情
」
の
複
合
美
で
あ
る
こ
と
を
、「
一
こ
と
葉
に
お
ほ
く
の
こ
と
は
り
を
こ
め
」、「
あ
ら
は
さ
す
し
て
深
き
心

さ
し
を
尽
す
」
も
の
と
し
て
改
め
て
定
義
す
る
。〈
見
え
る
も
の
〉
と
〈
見
え
な
い
も
の
〉、
こ
の
背
反
を
「
詞
」
と
「
余
情
」
に
よ

り
、
僅
か
三
十
一
音
で
も
っ
て
完
全
に
表
現
し
た
と
き
、
和
歌
は
天
地
や
鬼
神
の
心
さ
え
も
動
か
す
と
長
明
は
語
る
。

原
態
系
統
本
の
本
文
か
ら
は
、
長
明
が
「
幽
玄
」
の
本
質
を
極
め
て
深
く
捉
え
て
お
り
、
理
路
整
然
と
、
首
尾
一
貫
し
た
様
子
で

こ
れ
を
説
明
し
て
い
た
様
子
が
確
か
め
ら
れ
る
。
長
明
は
幽
玄
の
本
質
を
二
元
的
な
理
解
の
も
と
に
語
る
の
で
あ
り
、
全
体
の
主
旨

か
ら
、
そ
の
冒
頭
に
適
切
な
言
説
を
求
め
る
な
ら
ば
、
こ
れ
が
原
態
系
統
本
型
の
本
文
「
詮
は
た
ゝ
詞
に
あ
ら
は
れ
餘
情
姿
に
見
え

ぬ
け
い
き
な
る
へ
し
」
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
幽
玄
を
余
情
単
一
で
語
る
古
本
系
伝
本
の
記
述
は
、
幽
玄
を
二
元
的
に
論
じ

る
全
体
の
論
旨
と
矛
盾
す
る
。
そ
も
そ
も
余
情
単
一
の
視
点
で
記
さ
れ
た
幽
玄
論
で
あ
る
な
ら
ば
、
冒
頭
の
助
辞
を
一
語
置
き
換
え

五
二
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林
本
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
長
明
は
幽
玄
を
「
余
情
」
単
一
で
語
っ
て
い
な
い
。
幽
玄
が
「
艶
」
を
主
体
と
す
る
歌
体
で
あ
る
こ

と
を
示
し
つ
つ
、「
詞
」
と
「
余
情
」
を
二
元
的
に
対
比
し
な
が
ら
、
詞
〈
明
確
に
表
れ
て
い
る
も
の
〉
と
余
情
〈
姿
に
表
さ
れ
て

い
な
い
も
の
〉
と
し
て
、
背
反
す
る
二
者
の
融
和
が
幽
玄
で
あ
る
と
定
義
す
る
。
こ
の
定
義
に
続
け
て
、
長
明
は
幽
玄
に
お
け
る

「
詞
」
と
「
余
情
」
を
、
具
体
的
な
例
で
も
っ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
。「
秋
の
夕
く
れ
」
と
「
花
紅
葉
」、「（
よ
き
女
の
）
こ
と
葉
に

あ
ら
は
さ
す
ふ
か
く
忍
ひ
た
る
気
色
」
と
「
こ
と
は
を
つ
く
し
て
う
ら
み
袖
を
し
ほ
り
み
せ
ん
（
女
の
姿
）」
を
例
に
し
な
が
ら
、
余

情
と
詞
の
関
係
、
す
な
わ
ち
〈
見
え
な
い
も
の
〉
と
〈
見
え
る
も
の
〉
の
違
い
を
語
り
、
更
に
は
「
お
さ
な
き
子
」
と
「
霧
の
た
え

ま
」
で
も
っ
て
〈
言
外
の
美
〉
が
何
か
を
説
明
す
る
。

〈
見
え
る
も
の
〉
と
〈
見
え
な
い
も
の
〉、
こ
の
対
比
の
も
と
に
、
長
明
は
詞
を
「
心
さ
し
詞
に
あ
ら
は
れ
」
と
語
り
、
余
情
を

「
か
き
り
も
な
く
を
し
は
か
ら
る
ゝ
お
も
か
け
」
と
し
て
、「
詞
」
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
美
と
、「
余
情
」
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
る
言

外
の
美
、
こ
の
二
つ
が
等
し
く
並
立
す
る
こ
と
を
再
度
説
明
す
る
。
そ
の
上
で
長
明
は
三
た
び
の
説
明
を
繰
り
返
す
の
で
あ
り
、
幽

玄
が
「
詞
」
と
「
余
情
」
の
複
合
美
で
あ
る
こ
と
を
、「
一
こ
と
葉
に
お
ほ
く
の
こ
と
は
り
を
こ
め
」、「
あ
ら
は
さ
す
し
て
深
き
心

さ
し
を
尽
す
」
も
の
と
し
て
改
め
て
定
義
す
る
。〈
見
え
る
も
の
〉
と
〈
見
え
な
い
も
の
〉、
こ
の
背
反
を
「
詞
」
と
「
余
情
」
に
よ

り
、
僅
か
三
十
一
音
で
も
っ
て
完
全
に
表
現
し
た
と
き
、
和
歌
は
天
地
や
鬼
神
の
心
さ
え
も
動
か
す
と
長
明
は
語
る
。

原
態
系
統
本
の
本
文
か
ら
は
、
長
明
が
「
幽
玄
」
の
本
質
を
極
め
て
深
く
捉
え
て
お
り
、
理
路
整
然
と
、
首
尾
一
貫
し
た
様
子
で

こ
れ
を
説
明
し
て
い
た
様
子
が
確
か
め
ら
れ
る
。
長
明
は
幽
玄
の
本
質
を
二
元
的
な
理
解
の
も
と
に
語
る
の
で
あ
り
、
全
体
の
主
旨

か
ら
、
そ
の
冒
頭
に
適
切
な
言
説
を
求
め
る
な
ら
ば
、
こ
れ
が
原
態
系
統
本
型
の
本
文
「
詮
は
た
ゝ
詞
に
あ
ら
は
れ
餘
情
姿
に
見
え

ぬ
け
い
き
な
る
へ
し
」
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
幽
玄
を
余
情
単
一
で
語
る
古
本
系
伝
本
の
記
述
は
、
幽
玄
を
二
元
的
に
論
じ

る
全
体
の
論
旨
と
矛
盾
す
る
。
そ
も
そ
も
余
情
単
一
の
視
点
で
記
さ
れ
た
幽
玄
論
で
あ
る
な
ら
ば
、
冒
頭
の
助
辞
を
一
語
置
き
換
え

五
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る
だ
け
で
、
原
態
系
統
本
の
よ
う
に
全
体
が
統
一
さ
れ
た
二
元
的
幽
玄
論
に
書
き
換
わ
る
こ
と
は
な
い
。

長
明
は
、
こ
の
二
元
的
な
幽
玄
の
理
解
が
高
度
な
理
解
力
と
知
識
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
読
み
手
に
正
し
く
伝
わ
ら
な
い
こ
と

を
危
惧
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
に
同
じ
こ
と
を
三
度
も
繰
り
返
し
て
こ
れ
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
長
明
の
本
意

は
後
世
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
長
明
の
幽
玄
論
に
つ
い
て
は
今
後
改
め
て
詳
細
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
長
明
が

語
る
幽
玄
論
は
、
古
本
系
統
本
に
は
正
し
く
伝
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
幽
玄
を
余
情
単
一
で
説
明
す
る
古
本
系
統
本
の
解
釈
が
、

長
明
の
幽
玄
論
と
し
て
後
世
に
伝
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

幽
玄
を
語
る
こ
の
文
章
に
お
い
て
、
そ
の
文
意
を
大
き
く
変
え
て
い
る
の
は
、「
あ
ら
は
れ
ぬ・

」
と
す
る
打
消
し
の
助
動
詞
一
語

で
あ
る
。
こ
れ
は
先
に
検
証
し
た
「
人
の
こ
と
は
し
ら
す・

」
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
。
更
に
翻
え
れ
ば
、
第
10
段
の
「
清
輔
」
の

語
も
、
単
に
主
語
が
補
わ
れ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
異
同
は
、
書
き
誤
り
や
改
変
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
本
文
校
訂
の
一
環
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
書
写
者

・

・

・

（
編
集
者

・

・

・

）
の
理
解

・

・

・

に
沿
っ
て
、
文
脈
に
そ
ぐ
わ
な
い
不
審
な

助
辞
を
修
整
し
、
主
語
を
補
う
こ
と
で
、
よ
り
文
意
の
整
っ
た
本
文
に
す
べ
く
善
意
の
校
訂
が
行
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ

え
古
本
系
伝
本
の
本
文
は
、
理
解
が
容
易
で
整
っ
た
本
文
に
な
っ
て
お
り
、
一
見
し
て
文
意
に
不
都
合
も
感
じ
ら
れ
な
い
。
し
か
し

そ
の
書
き
換
え
に
よ
り
、
古
本
系
伝
本
に
連
な
る
各
本
に
は
、
長
明
の
執
筆
意
図
の
一
部
が
正
し
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。七

、
ま
と
め

原
態
系
統
本
と
古
本
系
統
本
の
相
違
に
つ
い
て
検
証
し
て
き
た
。
こ
の
二
つ
が
、
形
態
と
本
文
の
両
方
か
ら
完
全
に
別
系
統
の
本

五
二
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で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
分
岐
が
『
無
名
抄
』
の
改
編
作
業
に
端
を
発
し
て
い
る
様
子
が
確
認
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

検
証
に
先
立
ち
、
原
態
系
統
本
（
章
段
な
し
・
見
出
し
な
し
・
Ａ
型
本
文
）
と
、
古
本
系
統
本
（
章
段
あ
り
・
見
出
し
あ
り
・
Ｂ
型
本
文
）

の
比
較
が
、
最
終
的
に
は
、
原
態
系
統
本
全
体
と
古
本
系
統
本
全
体
の
視
点
で
問
わ
れ
る
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
検
証
の
結

果
と
し
て
、
原
態
系
統
本
の
本
文
に
比
べ
て
、
古
本
系
統
本
が
注
釈
的
な
本
文
を
有
し
、
ま
た
情
報
が
補
わ
れ
、
文
脈
が
整
え
ら
れ

て
い
る
様
子
が
確
か
め
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
古
本
系
統
本
の
記
述
に
は
、
長
明
の
記
述
と
は
考
え
に
く
い
、
不
審
な
記

述
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
二
系
統
の
間
に
は
、
記
事
全
体
の
趣
旨
が
大
き
く
変
更
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
ま
た
原
態
系

統
本
に
語
ら
れ
て
い
る
長
明
の
執
筆
意
図
が
、
古
本
系
統
本
に
は
正
し
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
箇
所
も
確
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら

の
異
同
が
、
原
態
系
統
本
か
ら
古
本
系
統
本
へ
の
方
向
で
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
様
子
は
各
検
証
の
折
ご
と
に
触
れ
て
き
た
と
お
り

で
あ
る
。
も
し
こ
れ
を
逆
の
方
向
で
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
章
段
と
見
出
し
の
有
無
、
そ
し
て
本
稿
に
て
示
し
た
異
同
の
そ
れ
ぞ
れ

に
、
こ
れ
を
否
定
す
る
合
理
的
な
説
明
が
必
要
に
な
る
。

こ
の
二
系
統
の
伝
本
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
系
統
本
の
特
色
は
、
よ
り
明
確
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
原
態
系

統
本
は
、
章
段
と
見
出
し
が
無
く
、
地
の
文
と
和
歌
の
区
別
も
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
本
文
の
記
述
に
も
晦
渋
さ
が
感
じ
ら
れ
、
注

釈
的
要
素
を
少
な
く
し
た
本
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
古
本
系
統
本
は
、
章
段
が
設
け
ら
れ
、
見
出
し
が
付
さ
れ
、
地
の
文
と
和
歌

は
改
行
し
て
区
別
さ
れ
て
お
り
、
本
文
も
注
釈
的
に
整
え
ら
れ
た
本
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
書
式
と
本
文
に
編
集
が
施
さ
れ
た
本
で
あ

る
。
鑑
賞
に
与
す
る
の
は
勿
論
、
後
者
で
あ
る
。
古
本
系
統
本
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
で
、
以
後
は
古
本
系
統
本
が
中
心
と
な
っ
て

『
無
名
抄
』
は
流
布
し
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
古
本
系
統
本
が
『
無
名
抄
』
の
流
布
に
果
た
し
た
役
割
は
極
め
て
大
き
い
。
し
か
し

古
本
系
統
本
へ
の
編
集
作
業
は
、
書
式
の
改
編
の
み
で
な
く
、
本
文
の
修
正
作
業
に
も
及
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
今
後
の
『
無
名

抄
』
研
究
は
、
原
態
系
統
本
と
古
本
系
統
本
と
の
対
向
に
よ
り
、『
無
名
抄
』
の
本
文
を
再
検
証
し
て
い
く
作
業
が
必
要
に
な
る
と

五
五
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。
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古
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検
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考
え
ら
れ
る
（
18
）。

注（
１
）	
早
い
指
摘
と
し
て
佐
佐
木
信
綱
編
『
日
本
歌
学
大
系
　
第
三
巻
』（「
長
明
無
名
抄
」
解
題
　
風
間
書
房
　
一
九
五
六
）
は
、『
無
名
抄
』

の
伝
本
に
つ
い
て
、「
そ
の
異
同
も
少
く
な
い
が
、
誤
脱
を
除
け
ば
、
内
容
は
殆
ど
何
れ
も
同
じ
で
あ
る
」
と
記
し
同
一
系
統
本
と
し
て
扱
う
。

ま
た
簗
瀬
一
雄
『
俊
恵
研
究
』（「
俊
恵
法
師
話

─
『
無
名
抄
』
の
異
文
に
つ
い
て

─
」　
加
藤
中
道
館
　
一
九
七
七
）
は
、「
写
本
の
数

は
か
な
り
多
く
、
語
句
の
異
同
は
限
り
な
い
け
れ
ど
も
、
或
る
程
度
長
い
異
文
と
見
る
べ
き
も
の
は
、
さ
ほ
ど
に
存
し
な
い
」
と
し
て
、
現

存
伝
本
に
異
本
が
確
認
さ
れ
な
い
旨
を
記
す
。
両
者
は
『
無
名
抄
』
の
原
形
が
章
段
を
有
さ
な
い
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
も
、

現
存
す
る
伝
本
に
つ
い
て
は
何
れ
も
同
系
統
と
し
て
こ
れ
を
扱
う
。

（
２
）	

茅
原
雅
之
「『
無
名
抄
』
伝
本
に
お
け
る
原
態
系
統
本
に
つ
い
て

─
見
出
し
と
章
段
の
形
成
過
程

─
」（「
古
典
論
叢
」
第
二
十
八
号
　

二
〇
二
四
・
九
）

（
３
）	

以
下
、『
無
名
抄
』
伝
本
の
系
統
分
類
は
、
木
下
華
子
『
鴨
長
明
研
究

─
表
現
の
基
層
へ
』（
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
五
）
の
分
類
に
従
う
。

木
下
氏
は
『
無
名
抄
』
伝
本
を
、
古
本
系
伝
本
で
あ
る
第
一
類
本
と
第
二
類
本
、
お
よ
び
そ
の
混
淆
本
で
あ
る
第
三
類
本
と
に
大
き
く
分
類

す
る
。
第
一
類
本
・
第
二
類
本
・
第
三
類
本
一
群
二
群
三
群
は
、
何
れ
も
見
出
し
と
章
段
を
有
す
る
同
一
系
統
本
で
あ
る
。
第
三
類
一
群
は

第
一
類
本
と
の
共
通
性
が
指
摘
さ
れ
る
伝
本
で
あ
り
、
対
し
て
第
三
類
二
群
の
伝
本
は
元
享
四
年
の
奥
書
を
有
し
、
か
つ
第
二
類
本
と
の
共

通
性
が
指
摘
さ
れ
る
伝
本
群
で
あ
る
。
ま
た
第
三
類
三
群
は
弘
安
・
正
応
年
間
の
奥
書
を
有
す
る
伝
本
群
で
あ
る
が
、
独
自
の
増
補
部
位
を

有
し
、
古
態
性
の
劣
る
様
子
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
古
本
系
伝
本
で
あ
る
第
一
類
本
と
第
二
類
本
、
お
よ
び
そ
の
混
淆
に
よ
る

伝
本
群
を
総
称
し
て
、「
古
本
系
統
本
」
と
呼
称
す
る
。
な
お
本
稿
に
て
稿
者
が
原
態
系
統
本
と
し
て
扱
う
林
羅
山
旧
蔵
本
と
多
和
文
庫
本
は
、

木
下
氏
の
分
類
で
は
第
三
類
第
四
群
に
分
類
さ
れ
る
。

（
４
）	

詳
細
に
つ
い
て
は
、
注（
２
）論
文
を
参
照
の
こ
と
。

（
５
）	

区
分
点
の
位
置
は
伝
本
に
よ
っ
て
異
な
り
、
そ
の
区
分
は
古
本
系
伝
本
よ
り
未
分
化
な
状
態
に
あ
る
。
原
態
系
統
本
五
本
の
様
子
と
併

せ
て
、
詳
細
は
注（
２
）論
文
を
参
照
の
こ
と
。

（
６
）	

注
（
２
）
論
文
。
校
合
本
の
略
称
等
も
こ
れ
に
準
ず
る
。

（
７
）	

本
文
引
用
は
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
林
羅
山
旧
蔵
『
無
名
抄
』
に
拠
る
。

五
二
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（
８
）	

本
文
引
用
は
国
立
文
化
財
機
構
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ｅ
国
宝
」
デ
ジ
タ
ル
資
料
に
拠
る
。

（
９
）	

異
同
が
原
態
系
統
本
形
（
Ａ
型
）
と
古
本
系
伝
本
形
（
Ｂ
型
）
に
ま
た
が
る
天
理
本
・
蓬
左
文
庫
蔵
本
・
静
嘉
堂
文
庫
本
が
、
二
系
統

の
混
態
本
で
あ
る
こ
と
は
注（
２
）論
文
に
て
論
じ
た
。
な
お
本
稿
考
察
で
以
下
に
取
り
上
げ
る
本
文
異
同
は
、
何
れ
も
原
態
系
統
本
と
古
本

系
伝
本
と
に
分
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
留
意
す
べ
き
点
が
な
い
場
合
、
以
下
、
伝
本
個
々
の
異
同
を
省
略
す
る
。

（
10
）	
保
延
四
年
一
一
三
八
年
、
俊
成
二
十
五
歳
。
藤
原
伊
通
が
内
大
臣
と
な
る
の
は
保
元
元
年
一
一
五
六
年
。
源
雅
定
が
内
大
臣
と
な
る
の

は
久
安
五
年
一
一
四
九
年
。

（
11
）	

岡
田
希
雄
「
雀
羅
草
堂
雜
記
」（「
国
語
国
文
の
研
究
」
第
十
四
号
　
一
九
二
七
・
一
一
）。
岡
田
氏
は
『
無
名
抄
』
の
成
立
上
限
に
言
及

し
て
第
18
段
を
取
り
上
げ
、
建
暦
元
年
十
月
二
十
日
余
り
の
記
述
に
不
審
を
示
し
つ
つ
も
、
こ
の
日
時
が
『
無
名
抄
』
の
成
立
上
限
に
な
り

得
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
久
保
田
淳
『
無
名
抄
』
補
注
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
歌
論
集
　
能
楽
論
集
』　
一
九
六
一
）
も
ま
た
、「
こ

の
年
次
記
載
が
誤
記
又
は
後
人
の
書
き
加
え
で
な
け
れ
ば
、
本
書
は
こ
れ
以
後
の
成
立
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
記
載
は
注
目
さ
れ
る
」
こ

と
を
注
記
し
て
い
る
。
な
お
久
保
田
氏
は
、
第
18
段
が
長
明
主
体
の
記
事
で
は
な
く
、
こ
こ
に
登
場
す
る
「
或
人
」
の
経
験
で
あ
る
と
い
う

解
釈
を
示
し
、
第
18
段
が
『
東
鑑
』
と
の
齟
齬
に
は
あ
た
ら
な
い
と
す
る
見
解
を
示
す
。

（
12
）	『
無
名
抄
』
の
執
筆
に
『
袋
草
紙
』
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
先
学
諸
氏
の
多
く
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
点
に
つ
い
て
は

拙
稿
「『
無
名
抄
』
の
〈
歌
人
評
〉
構
成
部
に
つ
い
て

─
歌
人
評
分
割
の
理
由
と
長
明
の
和
歌
観

─
」（「
語
文
」
第
百
七
十
二
輯
　

二
〇
二
二
・
三
）
に
て
詳
し
く
論
じ
た
。
こ
の
第
10
段
に
お
け
る
「
三
条
院
」
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
長
明
に
よ
る
錯
誤
が
疑
わ
れ
る
。『
袋

草
紙
』
上
巻
に
は
「
こ
の
も
か
の
も
」
を
め
ぐ
る
こ
の
と
き
の
様
子
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
で
二
条
院
は
「
主
上
」
の
尊
称
で

表
記
さ
れ
る
。
こ
の
記
事
の
す
ぐ
後
に
見
ら
れ
る
「
こ
の
斎
宮
は
三
条
院
の
第
一
皇
女
な
り
」
と
す
る
記
述
に
目
を
向
け
る
な
ら
ば
、
長
明

が
「
主
上
」
を
「
三
条
院
」
と
錯
誤
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
13
）	

注（
12
）論
文
を
参
照
の
こ
と
。

（
14
）	

見
出
し
と
章
段
区
分
に
つ
い
て
は
古
本
系
伝
本
の
間
で
も
か
な
り
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
従
来
よ
り
『
無
名
抄
』
の
原
形
に
見
出
し
と

章
段
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
も
こ
の
た
め
で
あ
る
。
注（
２
）論
文
を
参
照
の
こ
と
。

（
15
）	

第
71
段
で
長
明
が
語
る
言
葉
の
氾
濫
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
家
隆
に
お
け
る
西
行
歌
受
容
考

─
「
心
の
果
」
と
「
し
の
ぶ
の
奥
」

─
」（「
人
文
科
学
研
究
紀
要
」
第
五
十
八
号
　
日
本
大
学
　
一
九
九
九
・
一
〇
）
に
て
詳
し
く
論
じ
た
。

（
16
）	『
和
歌
文
学
辞
典
』「
幽
玄
」
の
項
目
を
参
照
の
こ
と
。（
桜
楓
社
　
一
九
九
一
）

（
17
）	

日
本
文
学
に
お
け
る
幽
玄
の
起
源
と
発
達
に
、『
和
歌
体
十
種
』
高
情
体
の
記
述
「
詞
雖
凡
流
、
義
入
幽
玄
」
や
、
基
俊
判
詞
「
詞
雖
擬

五
二
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（
８
）	

本
文
引
用
は
国
立
文
化
財
機
構
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ｅ
国
宝
」
デ
ジ
タ
ル
資
料
に
拠
る
。

（
９
）	

異
同
が
原
態
系
統
本
形
（
Ａ
型
）
と
古
本
系
伝
本
形
（
Ｂ
型
）
に
ま
た
が
る
天
理
本
・
蓬
左
文
庫
蔵
本
・
静
嘉
堂
文
庫
本
が
、
二
系
統

の
混
態
本
で
あ
る
こ
と
は
注（
２
）論
文
に
て
論
じ
た
。
な
お
本
稿
考
察
で
以
下
に
取
り
上
げ
る
本
文
異
同
は
、
何
れ
も
原
態
系
統
本
と
古
本

系
伝
本
と
に
分
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
留
意
す
べ
き
点
が
な
い
場
合
、
以
下
、
伝
本
個
々
の
異
同
を
省
略
す
る
。

（
10
）	

保
延
四
年
一
一
三
八
年
、
俊
成
二
十
五
歳
。
藤
原
伊
通
が
内
大
臣
と
な
る
の
は
保
元
元
年
一
一
五
六
年
。
源
雅
定
が
内
大
臣
と
な
る
の

は
久
安
五
年
一
一
四
九
年
。

（
11
）	

岡
田
希
雄
「
雀
羅
草
堂
雜
記
」（「
国
語
国
文
の
研
究
」
第
十
四
号
　
一
九
二
七
・
一
一
）。
岡
田
氏
は
『
無
名
抄
』
の
成
立
上
限
に
言
及

し
て
第
18
段
を
取
り
上
げ
、
建
暦
元
年
十
月
二
十
日
余
り
の
記
述
に
不
審
を
示
し
つ
つ
も
、
こ
の
日
時
が
『
無
名
抄
』
の
成
立
上
限
に
な
り

得
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
久
保
田
淳
『
無
名
抄
』
補
注
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
歌
論
集
　
能
楽
論
集
』　
一
九
六
一
）
も
ま
た
、「
こ

の
年
次
記
載
が
誤
記
又
は
後
人
の
書
き
加
え
で
な
け
れ
ば
、
本
書
は
こ
れ
以
後
の
成
立
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
記
載
は
注
目
さ
れ
る
」
こ

と
を
注
記
し
て
い
る
。
な
お
久
保
田
氏
は
、
第
18
段
が
長
明
主
体
の
記
事
で
は
な
く
、
こ
こ
に
登
場
す
る
「
或
人
」
の
経
験
で
あ
る
と
い
う

解
釈
を
示
し
、
第
18
段
が
『
東
鑑
』
と
の
齟
齬
に
は
あ
た
ら
な
い
と
す
る
見
解
を
示
す
。

（
12
）	『
無
名
抄
』
の
執
筆
に
『
袋
草
紙
』
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
先
学
諸
氏
の
多
く
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
点
に
つ
い
て
は

拙
稿
「『
無
名
抄
』
の
〈
歌
人
評
〉
構
成
部
に
つ
い
て

─
歌
人
評
分
割
の
理
由
と
長
明
の
和
歌
観

─
」（「
語
文
」
第
百
七
十
二
輯
　

二
〇
二
二
・
三
）
に
て
詳
し
く
論
じ
た
。
こ
の
第
10
段
に
お
け
る
「
三
条
院
」
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
長
明
に
よ
る
錯
誤
が
疑
わ
れ
る
。『
袋

草
紙
』
上
巻
に
は
「
こ
の
も
か
の
も
」
を
め
ぐ
る
こ
の
と
き
の
様
子
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
で
二
条
院
は
「
主
上
」
の
尊
称
で

表
記
さ
れ
る
。
こ
の
記
事
の
す
ぐ
後
に
見
ら
れ
る
「
こ
の
斎
宮
は
三
条
院
の
第
一
皇
女
な
り
」
と
す
る
記
述
に
目
を
向
け
る
な
ら
ば
、
長
明

が
「
主
上
」
を
「
三
条
院
」
と
錯
誤
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
13
）	

注（
12
）論
文
を
参
照
の
こ
と
。

（
14
）	

見
出
し
と
章
段
区
分
に
つ
い
て
は
古
本
系
伝
本
の
間
で
も
か
な
り
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
従
来
よ
り
『
無
名
抄
』
の
原
形
に
見
出
し
と

章
段
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
も
こ
の
た
め
で
あ
る
。
注（
２
）論
文
を
参
照
の
こ
と
。

（
15
）	

第
71
段
で
長
明
が
語
る
言
葉
の
氾
濫
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
家
隆
に
お
け
る
西
行
歌
受
容
考

─
「
心
の
果
」
と
「
し
の
ぶ
の
奥
」

─
」（「
人
文
科
学
研
究
紀
要
」
第
五
十
八
号
　
日
本
大
学
　
一
九
九
九
・
一
〇
）
に
て
詳
し
く
論
じ
た
。

（
16
）	『
和
歌
文
学
辞
典
』「
幽
玄
」
の
項
目
を
参
照
の
こ
と
。（
桜
楓
社
　
一
九
九
一
）

（
17
）	

日
本
文
学
に
お
け
る
幽
玄
の
起
源
と
発
達
に
、『
和
歌
体
十
種
』
高
情
体
の
記
述
「
詞
雖
凡
流
、
義
入
幽
玄
」
や
、
基
俊
判
詞
「
詞
雖
擬

五
二
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古
質
之
体
、
義
似
通
幽
玄
之
境
」
が
あ
っ
た
こ
と
は
つ
と
に
知
ら
れ
る
。
幽
玄
を
「
詞
」
と
「
余
情
」
に
よ
っ
て
二
元
的
に
捉
え
る
長
明
の

理
解
は
、『
和
歌
体
十
種
』
や
基
俊
判
詞
に
見
ら
れ
る
幽
玄
の
二
元
的
理
解
に
連
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
こ
で
長
明
が
述
べ
る
「
餘
情

姿
に
見
え
ぬ
け
い
き
な
る
へ
し
」
を
正
し
く
解
釈
す
る
な
ら
ば
、「
余
情
」
の
表
象
を
「
景
気
」
と
し
て
お
り
、「
余
情
」
と
「
景
気
」
は
不

可
分
に
し
て
別
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
本
稿
で
は
説
明
の
便
を
図
り
、
こ
れ
ら
を
簡
易
に
「
余
情
」
と
し
て
扱
う
。

（
18
）	
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
林
羅
山
旧
蔵
『
無
名
抄
』
に
つ
い
て
は
、「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
林
羅
山
旧
蔵
『
無
名
抄
』
翻
刻
」

と
題
し
て
、「
古
典
論
叢
」
第
二
十
九
号
（
二
〇
二
五
・
七
）
お
よ
び
第
三
十
号
（
二
〇
二
六
・
七
、
予
定
）
に
、
上
下
分
冊
に
て
翻
刻
し
た
。

五
二









日本大学法学部機関誌執筆要領

令和 ３年 １ １ 月 １ ８ 日機関誌編集委員会決定
令和 ３年 １ ２ 月 １ ５ 日　　執行部会議承認
令和 ３年 １ ２ 月 １ ６ 日　　　　教授会報告
令和 ４年　 ４月　 １日　　　　　　　施行

１．本要領の目的

本要領は、日本大学法学部機関誌編集委員会（以下「編集委員会」とい

う）にかかる機関誌に投稿する際の基本的手順について定めるものである。

２．投稿資格者

⑴　法学部、法学研究科および法務研究科の専任教員、名誉教授および定年

退職した元専任教員

⑵　以下の者については、編集委員会の審議を経て単著の投稿を認めること

がある。なお、投稿に際しては、法学部専任教員の推薦状を必要とする。

①　法学部非常勤講師

②　法学部客員教員

③　法学部以外の日本大学専任教員

④　法学部付置研究所研究員および法学部所属の日本大学研究員

⑤　法学部校友および法学部関係者で研究業績が認められる者

⑶　学外の研究者は、法学部専任教員の投稿の共著者となることができる。

⑷　大学院法学研究科博士後期課程学生は、指導教員の許可を得て『日本法

学』に「判例研究」を投稿することができる。

⑸　前 ４項の規定にかかわらず、退職記念号および追悼論文集については、

別の定めによる。



３ ．研究倫理の遵守と権利保護

⑴　投稿原稿は未発表のものに限る。他誌との二重投稿は認めない。また注

釈なく自己の既発表著作と重複する記述をすることは認められない。

⑵　剽窃、捏造、改ざん等の研究不正を行ってはならない。また投稿原稿に

ついては、著作者が適正に表示されていなければならない。

⑶　研究・調査対象に関する権利保護（資料の使用許諾や個人情報保護に関

する同意等）、および翻訳に関する権利について、必要な手続きを投稿前

に完了していなければならない。

⑷　利益相反に関する倫理を遵守するとともに、利益相反情報を申告しなけ

ればならない。

⑸　機関誌に掲載された著作物の著作権のうち、複製権および公衆送信権を

日本大学法学部に譲渡する。ただし、著者自身による複製権および公衆送

信権の行使を妨げない。

４．原稿種別

投稿は以下の種別で受け付ける。

⑴　論説

⑵　研究ノート

⑶　判例研究（『日本法学』のみ）

⑷　特別講演

⑸　翻訳

⑹　資料

⑺　書評

⑻　雑報



３ ．研究倫理の遵守と権利保護

⑴　投稿原稿は未発表のものに限る。他誌との二重投稿は認めない。また注

釈なく自己の既発表著作と重複する記述をすることは認められない。

⑵　剽窃、捏造、改ざん等の研究不正を行ってはならない。また投稿原稿に

ついては、著作者が適正に表示されていなければならない。

⑶　研究・調査対象に関する権利保護（資料の使用許諾や個人情報保護に関

する同意等）、および翻訳に関する権利について、必要な手続きを投稿前

に完了していなければならない。

⑷　利益相反に関する倫理を遵守するとともに、利益相反情報を申告しなけ

ればならない。

⑸　機関誌に掲載された著作物の著作権のうち、複製権および公衆送信権を

日本大学法学部に譲渡する。ただし、著者自身による複製権および公衆送

信権の行使を妨げない。

４．原稿種別

投稿は以下の種別で受け付ける。

⑴　論説

⑵　研究ノート

⑶　判例研究（『日本法学』のみ）

⑷　特別講演

⑸　翻訳

⑹　資料

⑺　書評

⑻　雑報

５．原稿の作成

⑴　原稿は、A ４用紙に適当な文字数で打ち出す。

⑵　分量の上限は、文字数で概ね２２,000字（刷り上がり約２５頁）とする。そ

れを超えるものについては、原則として分割して掲載する。ただし、編集

委員会は、他の掲載原稿のページ数を勘案し、その上限の変更を認めるこ

とができる。なお半面 １ページ大の図表 １枚に付き900字を原稿文字数に

含めるものとする。

⑶　連載を前提とする長大な原稿についても、完結分までの完全原稿を投稿

するものとする。

⑷　表題と氏名には、和文表記および欧文表記を併記する。

⑸　注、参考文献の表記法は、当該分野の慣例に従うものとする。

６．原稿の提出

⑴　原稿は、投稿票、要旨（８00字程度）と合わせ、デジタルデータで研究

事務課に提出する。

デジタルデータは、原則として電子メールの添付ファイルで研究事務課

宛に送付する。

⑵　原則として、投稿締切日を過ぎた原稿は受け付けない。

⑶　原稿提出後の原稿の差し替えはできない。

７．審査

別に定める「日本大学法学部機関誌審査要領」に則って行う。

８．校正

⑴　執筆者による校正は、原則再校までとする。加筆、訂正は最小限とし、

特に再校時に頁数が変わるような加筆や削除は避ける。再校返却の際は、

タイトル頁に「校了（または責了）」と明記する。



⑵　校正は １週間程度で返却しなければならない。著しい返却の遅滞は、次

号掲載になることもありうる。

以　上



⑵　校正は １週間程度で返却しなければならない。著しい返却の遅滞は、次

号掲載になることもありうる。

以　上



○　本誌に掲載の全ての論文につきましては、以下の Web サイトで

PDF を電子公開しております。

日本大学法学部ホームページ（https://www.law.nihon-u.ac.jp/）

○　本誌の受入れに関しまして、送付先（住所・宛先等）の変更や 

受入辞退等がございましたら、以下まで御連絡ください。

＜連絡先部署＞　日本大学法学部研究事務課

（住　所）　 〒 101-8375　東京都千代田区神田三崎町 2-3-1

（ＴＥＬ）　 03-5275-8510

（ＦＡＸ）　 03-5275-8537

（E-mail）　 kenjimu.law@nihon-u.ac.jp



○　本誌に掲載の全ての論文につきましては、以下の Web サイトで

PDF を電子公開しております。

日本大学法学部ホームページ（https://www.law.nihon-u.ac.jp/）

○　本誌の受入れに関しまして、送付先（住所・宛先等）の変更や 

受入辞退等がございましたら、以下まで御連絡ください。

＜連絡先部署＞　日本大学法学部研究事務課

（住　所）　 〒 101-8375　東京都千代田区神田三崎町 2-3-1

（ＴＥＬ）　 03-5275-8510

（ＦＡＸ）　 03-5275-8537

（E-mail）　 kenjimu.law@nihon-u.ac.jp

2507064　桜文論叢　第 113巻　背厚 4.0mm

発 行 者 小 田 　 司

発 行 所 日 本 大 学 法 学 部
機 関 誌 編 集 委 員 会
東京都千代田区神田三崎町2−3−1
電 　 話 　 0 3（ 5 2 7 5 ）8 5 1 0 番

印 刷 所 株 式 会 社 メ デ ィ オ
東京都千代田区神田猿楽町2−1−14 A&Xビル
電 　 話 　 0 3（ 3 2 9 6 ）8 0 8 8 番

目　　　次

桜　文　論　叢　　　第 113 巻（非売品）

 令 和 ７ 年 ９ 月 2 0 日 印 刷
 令 和 ７ 年 ９ 月 3 0 日 発 行

資　料

サークル・テストに現れる
保健室登校の高校生の時間的展望の特徴
─ サークル・テストの画像解析の解釈より ─  和田　万紀  1

研究ノート

『源経氏歌集』四季部注釈稿（上） 鹿野しのぶ  62

論　説

『無名抄』原態系統本の本文について
─ 『無名抄』本文の再検証 ─  茅原　雅之  88

執 筆 者 紹 介　（掲載順）

和　田　万　紀 日本大学特任教授
鹿　野　しのぶ 日本大学非常勤講師

茅　原　雅　之 日本大学非常勤講師

機関誌編集委員会

委 員 長 柳　瀬　　　昇
副委員長 竹　本　　　亨
副委員長 小　野　美　典
委 員 石　橋　正　孝
委 員 大　岡　　　聡
委 員 大久保　拓　也
委 員 黒　滝　真理子
委 員 小　林　聡　明
委 員 佐　藤　　　英
委 員 杉　本　竜　也

委 員 髙　畑　英一郎
委 員 友　岡　史　仁
委 員 中　山　明　広
委 員 野　村　和　彦
委 員 松　島　雪　江
委 員 山　本　　　直
委 員 野　中　貴　弘
委 員 前嵩西　一　馬
委 員 生　垣　琴　絵
委 員 大　野　久　敏



2507064　桜文論叢　第 113巻　背厚 4.0mm

ISSN 0288–1411

ŌMON  RONSŌ

日本大学法学部
Nihon University
College of Law

CONTENTS

桜

　文

　論

　叢

　
　
　第
一
一
三
巻

　二
〇
二
五

日
本
大
学
法
学
部

Vol. 113, September 2025

─ MATERIAL ─

WADA Maki, Characteristics of the Time Perspective of High School Infirmary 
Students as Manifested in the Circle Test: From the Interpretation of the 
Results of the Circle Test Image Analysis   1

─ NOTE ─

SHIKANO Shinobu, An Annotation of the Four Seasons Part of Minamoto Tsuneuji 
Kashu   62

─ ARTICLE ─

KAYAHARA Masayuki, A Study on the Text of the Original Form of Mumyosho: A 
Re-examination of its Textual Content   88

第113巻　2025年９月


